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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　───送別会・花見会場。

　宵よいの柳りゆう桜おうが咲さき乱れる宴えん席せきの場。

　天界へ帰ることとなった白しろ夜や叉しやを見送る為ため、多くのコミュニティが〝サウザンドアイズ〟の開く宴席に足を運んでいた。七日七晩続けられる宴席の場には種族の壁かべを越こえて様々なコミュニティが足を運んでいる。

　獣じゆう人じんや幻げん獣じゆう、精せい霊れいや妖よう仙せん、悪あく魔まや鬼おに種等々。

　固有の種族も加えればレパートリーも多た彩さいで実に節操がない。

　この日の宴席を開く為に持ち込まれた枝し垂だれ桜ざくらの並木道は、夜風が吹ふくと共に雅みやびな桜吹ふ雪ぶきを舞まわせている。

　眩まばゆい満月を見上げた十六夜いざよいは、ご満まん悦えつといった表情で呟つぶやいた。

「………花鳥風月。こういう飲み会も悪くねえな」

　紅塗りの盃さかずきを傾かたむかせて、柳桜の幹に身を預ける。

　すると宴席の隅すみで巨きよ大だいな水柱が上がった。

　飛び散る水みず飛沫しぶきを眺ながめながら、十六夜は苦笑いを浮うかべる。

「派手に暴れてるな。まあ、白夜叉にとっちゃ最後のシャバだし当然か」

　僅わずかに身を起こし、水柱の方角を見る。

　大々的に開かい催さいされたこの送別会では、白夜叉を中心にしたギフトゲームが行われていた。水上に浮かぶ円形闘とう技ぎ場に白夜叉が一人立ち、リングから突つき落とせば勝利というもの。遮しや蔽へい物がないため、戦いは主にスペック比べになる。

　しかし星せい霊れいの中でも最強クラスである白夜叉に敵かなう者などそうはいない。

　こんな出来レースに参加する者がいるのかと疑問視されていたが、そこは箱庭の住人たち。参加を希望する者は山のように現れていた。

　腕うでに自信のあるもの、策略を練るもの、祭りに参加したいただの馬ば鹿かなどなど。

　最強の〝階層フロア支配者マスター〟である白夜叉と一戦交えておきたいと願うものは多い。宴席の土産みやげ話ばなしにも持ってこいだ。初めから勝ち目のない戦いだが、戦力差のある相手に挑いどむというその行こう為いそのものを誰だれもが楽しんでいた。

　しかし十六夜は違ちがう。戦う以上は勝つことが前提だ。

　勝算を計算せずに戦いに臨のぞむことは怠たい惰だであり慢まん心しんであり、対戦者に失礼である。

「まあ、白夜叉のことだ。ただの力比べってことはないんだろうが………焦あせることはない。ゲームは七日七晩も開催されるらしいからな。今日のところは様子を見るとしよう」

　ましてや、今夜は月も桜も映はえて美しい景観を作り出している。

　こんな夜に大暴れするほど野や暮ぼではない。初日くらい静かに過ごそうかと盃さかずきを呷あおった途と端たん───遠くから、久く遠どう飛鳥あすかの声が聞こえた。

「十六夜君、何してるの！　早く行くわよ！」

　うん？　と首を声の方向に曲げる。

　視線の先には桜の下に集つどう〝ノーネーム〟の面々がブルーシートに腰こしを下ろしていた。

　黒ウサギ、久遠飛鳥、春日部かすかべ耀よう、レティシアの計四人。組織の主力が揃そろって何をしようというのだろうか。十六夜は不思議そうに小首を傾かしげ、飛鳥に問い返す。

「どうした、お嬢じよう様さま。藪やぶから棒に」

「今丁度、〝ノーネーム〟作戦会議を開いていたところよ。せっかくだから、十六夜君もこっちに来て参加なさい」

　飛鳥が告げると、黒ウサギが苦笑いで続く。

「黒ウサギは乗り気ではないのですが………飛鳥さんと耀さんのお二人が白夜叉様に〝何い時つかの借りを返しに行く！〟と聞かないもので」

「………へぇ？」

　意外だな、と小さく呟く。

　十六夜も興味がなかったわけではないが、まさか飛鳥と耀から積極的に参加を促うながしてくるとは予想外だ。十六夜は空になった盃を回しながら、女子組の座るシートに腰を下ろす。

　それを見た黒ウサギはそそくさと徳利とつくりの口を傾けて盃に注いだ。盃一いつ杯ぱいになみなみと満たされると、ウサ耳を揺ゆらして十六夜に笑いかける。

「何よりも、こうして〝サウザンドアイズ〟の宴席に参加できるのも白夜叉様のおかげでございます。下層に残る者の一人として、憂うれいなく送り出して差し上げたいのですよ」

「その為に喧けん嘩かを吹っ掛かけるって？　他に女子力を発揮できるような発案はなかったのかうちの女性陣じんは」

　呆あきれたように苦笑する十六夜。間ま違ちがっても花の乙おと女めから出る発想ではない。

　後ろに控ひかえていたレティシアは胸に手を当てて然しかりと頷うなずく。

「全くだよ主あるじ殿どの。メイド業で磨みがいた技わざの成果を、ここで発揮できると思っていたのに」

「あら。それはそれで、これはこれよ。レティシアの差し入れは白夜叉を喜ばせるでしょうし、私たちのリベンジもまた白夜叉を喜ばせるに決まってるわ」

　確信を持って告げる飛鳥。

　シートの隅で淡たん々たんと料理を口にしていた耀は、ふと思い出したように問うた。

「十六夜も、参加するの？」

「さて、どうしたもんかな。〝ノーネーム〟の主力が参加するなら俺も参加するべきなんだろうが………」

　チラリ、とメンバーを横目で確かく認にん。並の敵ならば問題ない顔ぶれだが、如何いかんせん相手は最強の〝階層支配者〟白夜叉である。

　太陽の主権の過半数を所持する彼女の実力は折り紙つきだ。

　殺し合いなら万が一の勝ち目もあるかもしれないが、リングアウトを狙ねらう力比べとなるとスペックの差が勝敗を分けるだろう。ならばそのスペック差を埋うめるには───

　と、その時。

　円形闘技場のある方角から、巨大な水柱が上がった。

　きっとまた白夜叉に挑んだ参加者が吹き飛ばされたのだろう。天高く舞い上がった参加者たちは水飛沫と共に次々と落下していく。

　また盛大に吹き飛ばしたもんだと感心していた十六夜の瞳ひとみに、知った顔が映った。

「───主あるじよ、そこを退けええええええッ！」

　ズドドドォンッ[image: ]　と激しい衝しよう撃げきと共に柳桜を揺らす人ひと影かげ。それも一つではない。

　落下してきた二つの影───メイド組のペストと白しら雪ゆき姫ひめは、それぞれ濡ぬれた頭を振ふりつつ悔くやしそうに溜ため息いきを吐ついた。

「………何よアレ、出で鱈たら目めにもほどがあるわ」

「当たり前だ、まな板いた娘むすめよ。我が主神は十四の太陽主権を所有する最強種。我ら凡ぼん夫ぷが挑んでどうにかなる相手ではない」

「っ、五う月る蠅さい乳ちち蛇へび。それぐらい分かってるわ」

　唇くちびるを尖とがらせてそっぽを向くペスト。

　普ふ段だんから衝しよう突とつの絶えない二人だが、何だかんだで仲良くやっていけているらしい。メイド二人に歩み寄った十六夜は、からかい調子で話しかけた。

「おいおい、誰が降ってきたのかと思えば………うちのメイド組じゃねえか。まさか白夜叉に喧嘩売ってたのか？」

　意地の悪そうな笑えみを浮かべて問う。

　白雪姫は濡れた着物を整え、バツが悪そうに溜息を吐いた。

「フン………我が主神を見送る最後の舞ぶ台たい。参加せぬわけにはいくまい。別れる前に一手所しよ望もうしただけだ」

「ほほう。で、そっちの斑まだらメイドは？」

「大した理由じゃないわ。ただ真正面から一度、太陽の主権者と戦ってみたかっただけ」

　気のない返事をしながらも、悔しそうに口を尖らせるペスト。

　彼女が箱庭に来た経けい緯いを考えれば仕方がないことだろう。一度の敗北で消えるほど彼女の怨えん恨こんは軽くない。隙すきあらばと挑んでみたものの、コテンパンに叩たたきのめされたのだ。

　そんな彼女たちを見た十六夜は、顎あごに手を当ててしばし考える素そ振ぶりを見せる。物思いに耽ふけるように視線を上げた後………ふっと、思いついたように女性陣を振り返かえった。

「………そうだな。メイドが果か敢かんにも挑ちよう戦せんしているのに、主人の俺たちが挑戦しないわけにはいかないな」

　挑発的な笑みを浮かべて飛鳥と耀に笑いかける。

　十六夜がゲームに乗ってきたことで、二人は瞳を輝かがやかせて勢いよく立ち上がった。

「ええ。何時かの借りを返してやりましょう」

「うん。今度は前回みたいにいかない」

「ああ。たまにはあの駄だ神しん様にも痛い目に遭あってもらおうか」

　拳こぶしを叩いて意気込む。白夜叉には普段から何かと好き勝手やられているのだ。それは十六夜も例外ではない。御お礼れい参まいりをするならこれが最後の機会だろう。

　黒ウサギとレティシアの二人も、意い気き揚よう々ようと頷き合って共に席を立つ。

「せっかくなので、黒ウサギも参加するのです。今まで受けたセクハラの数々を、ここで発散するのですよッ！」

「主人だけ戦地に向かわせてはメイドの恥はじというもの。不ふ甲が斐いない同どう僚りようの恥は、私の手で拭ぬぐいましょう」

　シャキン！　とウサ耳を伸のばす黒ウサギと、小さく胸を張るレティシア。

　不甲斐ないという言葉に抗こう議ぎしようとする二人だったが、メイド長の鋭するどい視線を受けて黙だまり込む。既すでに職場の力関係が浸しん透とうしているのだろう。

「ちなみに、斑メイドと乳メイドはどうする？」

「私はもうパス。敗北条件がないから何度でも再戦できるらしいけど、とてもじゃないけど勝てる気しないし」

「我もこれ以上は───って誰が乳メイドだ小こ僧ぞォ!!」

　キシャー！　と牙きばを剝むく白雪姫。ヤハハと軽快に笑ってスルーした十六夜は腰に手を当て、白夜叉のいる闘技場を指差した。

「それじゃ、一つド派手に………東の最強問題児を送り出すとするかッ！」

　雄お々おと声を上げる東の新しん鋭えいたち。

　皓こう々こうと輝く満月の下、宴席は益ます々ますの盛り上がりを見せ始める。

　柳りゆう桜おうが彩いろどる桜さくら吹ふ雪ぶきは夜風に乗って星空に舞まい、神々の箱庭を賑にぎわせるのだった。




　　　　＊




　───送別会・〝円形闘技場〟。

　山梔子くちなしの花が咲さき乱みだれる円形闘技場は今、夜の帳とばりを揺り動うごかすほどの衝撃に襲おそわれていた。円形闘技場と呼ばれてはいるが、その実態は建築中の神しん殿でんを活用したものである。

　山梔子の花を植えられたこの神殿は、白雪姫を祀まつる予定だったもの。今は白夜叉を見送るゲーム会場の中心となっていた。

　もしも神殿が正しく機能していたら、水神の神格を与あたえられている白雪姫の恩おん恵けいは水路を満たし、豊富な水を下層の広域に供給できていただろう。

　しかしそれもしばらくは実現しそうにない。

　白夜叉が最後に残した神殿は次代の〝階層支配者〟が受け継つぐことになる。

〝覆海海を覆大聖いし者〟の異名を持つ彼が東側の支配者となれば、水不足は劇的に改善されるだろうからだ。そしてその〝覆海大聖〟蛟こう魔ま王おうは今、円形闘技場の右みぎ端はしで臨戦態勢に入っている。

　彼の対岸に立つのは雅みやびな着物に身を包み、鮮あざやかな色の簪かんざしを髪かみに挿さした女性───現・東の〝階層支配者〟白夜叉である。

　蛟こう劉りゆうが放出した水流は数百万トンもの規模で流動し、闘とう技ぎ場を大おお渦うずで包み込む。しかし白夜叉は大渦に飲み込まれながら微び動どうだにしていない。愛用の扇おうぎを広げて見せた白夜叉は縦一文字に大きく一いつ閃せんを振るう。

　その所作は簡潔でありながら、変化は劇的だった。

　白夜叉の振るった一閃は炎ほのおを伴ともなった閃熱と化し、大渦を真っ二つに引き裂さいて蒸発させる。蛟劉が放出した水流は瞬またたく間に消し飛んだ。

　共に箱庭の上層に本ほん拠きよを構えるだけあって、その激げき突とつの規模は下層の出身者たちとは比にならない。一見していい試合をしているように見えるが、両者の疲ひ弊へいの度合いは大きく差が出始めていた。

　両りよう腕うでに水流を纏まとわせて構える蛟劉だが、既に肩かたで息いきをしている。

　対する白夜叉は扇を広げて泰たい然ぜんと、蛟劉を見下ろしていた。

「ふむ。これで残ったのはおんしだけだの、蛟劉」

「んん、まあ………真まことに不本意やけど、そうなるな」

　蛟劉は白夜叉の挙動一つ一つに警けい戒かいしながら強がりのように苦笑いを浮うかべる。

　彼は別に白夜叉と戦いたくて参加しているわけではない。

　東の〝階層支配者〟の後こう継けいとして形だけでも参加しておくのが礼れい儀ぎかなー、などと生なま温ぬるい気持ちで参戦したのだ。

　なのに気が付けば思いのほか熱の入った戦いになっている。これでもう少し実力が拮きつ抗こうしていれば申し分なかったのだが───

（ええい………もう少し戦いになると思ってたんやけどな。まさか、使い魔まさえまともに突とつ破ぱできんとは………!!）

　隻せき眼がんを見開き、白夜叉を囲う四つの発光体を睨にらむ。

　今しがた大渦を引き裂いた閃熱も発光体から放出されたものである。

　蛟劉の放つ大渦を蒸発させられるほどの力を、発光体の一体一体が秘ひめているのだ。これが本当に使い魔だとしたら、超ちようが五つは付く超々級の使い魔である。

　発光体が姿を現したのは、ゲーム開始の銅ど鑼らが鳴らされてすぐのこと。

　闘技場の入場口から参加者が入場すると、発光体は強きよう烈れつな閃熱を放って白夜叉を守るように立ち塞ふさがったのだ。

　白夜叉は、戦いが一段落したことを確認して肩を大きく回した。

「いやはや、東側にも存外喧嘩好きが多いな。老骨にはちと堪こたえたぞ」

「冗じよう談だんは実力だけにせいよ、白夜王。この程度でどうにかなるアンタやないやろ」

「うむ、少し猫ねこ被かぶってみた。実は全然疲つかれておらんの！」

　着物を揺ゆらして呵か々かと笑う白夜叉。

　初日だけでも何千人と戦っていた彼女だがまるで疲ひ労ろうの色はない。

　しかし後半は彼女が倒たおしたというより、二人の激突に巻き込まれて吹ふき飛んだという方が正しい。二人の戦いに割って入れるほどの実力者と為なれば、この近きん隣りんではあと一つのコミュニティしかないだろう。

「下層で名のあるコミュニティは既に出場済み。これであと残るのは………」

「───よう。待たせたな白夜叉」

　その時、入場口から声がした。

　十六夜、黒ウサギ、飛鳥、耀、レティシアの五人はそれぞれが手にギフトカードを持って入場する。

　充じゆう溢いつした気き迫はくを見せる十六夜たちを、白夜叉は両手を広げて歓かん迎げいした。

「フフン、ようやく来たかの。もしや来ないのではないかと心配しておったところだぞ。まあ、おんしらに限ってそんなことは───」

「いや、俺は来ないつもりだったぞ？」

「───あるはずない、ってうおおい[image: ]　あれだけお世話になった素す敵てき神のゲームをスルーとは、流石さすがに失礼ではないか!?」

　半ば本気でショックを受ける白夜叉。

　飛鳥たち女性陣じんは困こん惑わくしたように顔を見合わせた。

「ねえ、春日部さん。白夜叉が私たちの世話を焼いてくれたことなんてあったかしら？」

「ええっと………ギフトカードを貰もらったこととか？」

「レティシア様を〝ペルセウス〟から逃にがして下さったこともありましたね」

「ああ。あれは本当に助かった。後はゲームの仲ちゆう介かいなんかもしてくれたが………そうか。問題児と思われがちの白夜叉だが、私たちは助けてもらった回数の方が多いのか」

「なんと！　驚きよう愕がくの新事実なのでございますよッ！」

「おんしら本当に失礼だなッ!!」

　角を立てて怒おこる白夜叉。

　セクハラに目の行きがちな彼女の行動だが、〝階層支配者〟として手を抜ぬいたことは一度もない。最強の支配者の異名は伊だ達てではないのだ。

「全く………おんしらのように誤解する者が多いから、私を箱庭の三大問題児に数える輩やからがいるのだ。私は違ちがうとあれほど───」




「「「「え[image: ]」」」」




「うおおおおおおおおい[image: ]　な、何なのだその反応はッ！　まさかおんしらも勘かん違ちがいしておったのか!?　あんな非常識三傑集と一いつ緒しよにするでない、私は最強種の中では超！　が付くほど良心的で社交的なのだ！　そうであろう、蛟劉ッ!!」

「せやな」

「噓うそでしょう!?」

「いや、これは本当やで飛鳥ちゃん。他ほかの最強種なんてどいつもこいつも横暴と非常識と宇宙ブラフ原理マンな輩が服着てお洒落しやれして現世を闊かつ歩ぽしとるようなもんやからな。それに比べたら白夜王のセクハラなんて本ッッ当に可愛かわいいもんや。少なくとも白夜王の口からは───




『今日は天気がいいから、地平線あそこから水平線あのへんまでを侵しん略りやくして傘さん下かに下ったコミュニティに美お味いしいティラミスを作らせましょう』




　───とか、トチ狂くるったこと飛び出さへんからな。セクハラ一つで安あん寧ねいが守られるなら安いもんやと思うで？」

「うむ、誠まことにその通りであるの。私も魔ま王おうとして侵略するべきか、それともセクハラするべきかを悩なやみ抜いた末の行動なのだ。なので私は悪くない」

　遠回しにセクハラを正当化されている気がしたが、〝ノーネーム〟一同はそれどころではない。これぞまさに驚愕の新事実である。

　十六夜は腕うでを組んで渋しぶい顔をしながら、感かん慨がい深く呟つぶやいた。

「………世の中、上には上がいるもんだな。俺たちもより磨みがきをかけて唯ゆい我が独どく尊そんの道を」

「いえ、進まなくていいですから」

　すかさずツッコミを入れる黒ウサギ。

　肩を竦すくめた十六夜は話を本題に戻もどす。

「ま、今夜来ない予定だったのは他の理由だ。送別会に贈おくられてきた百ひやつ花か繚りよう乱らんが見事なもんだったんでな。初日の花盛りぐらいは眺ながめていたかったんだが………うちの女性陣が血気盛んでね」

　山梔子の花を一輪摘つみながら、黒ウサギたちを見る。

　何やら言い返したい雰ふん囲い気きではあったが、十六夜を誘さそったのは彼女たちだ。むっと唇くちびるを尖とがらせながらもあえて言葉を飲み込む。

　数少ない男性陣である蛟劉は苦笑いを浮かべつつ、一歩前に出て軽く肩を竦めた。

「少年たちも来たことやし、僕も〝階層支配者〟の後任としてもう少し根こん性じよう見せてみようか。───そういうわけやから、次はさっきみたいに行かんで白夜王」

　僅わずかに闘とう志しを滾たぎらせる蛟劉。

　迎むかえ撃うつ白夜叉も挑ちよう発はつ的な笑えみを浮かべて小さく微笑ほほえんだ。

「よかろう。まとめて相手をしてやる。………が、その前に。黒ウサギたちはゲームルールは聞いておるか？」

「ええと………この闘技場から白夜叉様を突つき落とせば勝ち、でしょうか？」

「うむ。しかしそれでは参プレ加イヤ者ー側に分が悪かろう。何せ私は最強の〝階層支配者〟であるからな！　真正面から戦ったところで勝ちは見えておる。そこで参加者側に救済措そ置ちを用意してみた」

　パチン、と指を鳴らす。

　すると四体の発光体が十六夜たちの前に立ち塞がる。顕けん現げんした発光体は光を衰おとろえさせ、その中心部にある本体を晒さらす。

　牛、虎とら、戌いぬ、猪いのししの四体の獣じゆう印いんが入った球体は燦さん々さんとした輝かがやきを放ち、圧あつ倒とう的な存在感を放っている。これは並の恩恵ではないと、その場にいた全員が瞬しゆん時じに悟さとる。

　更さらに白夜叉が虚こ空くうに指で線を引くと、一枚の〝契約ギアス書類ロール〟が舞い落ちた。





『　─　ギフトゲーム名　〝落陽〟　─　





　　・参加者　自由参加

　　・勝利条件　ゲームマスターを盤ばん外がいへ出す。




　　※特別勝利条件

　　・四種の獣が駆かける謎なぞを解き、季節を薫かおる花の簪を沈む大地に突き立てよ。






　上記の条件に則のつとり、白夜王はゲームを開かい催さいいたします　〝サウザンドアイズ〟印　』






「………特別勝利条件、ですか？」

「さよう。この問答が解ければ、私は自動的にリングの外に墜つい落らくする」

　ビシィ！　と、胸を張りながらリングの北西を指差す白夜叉。

　この意外な展開に、飛鳥が明るい声を上げる。

「そう………ふふ。それじゃ、私たちにも十分勝ち目がありそうじゃない」

　ディーンを修理に出している今、スペック勝負では飛鳥に勝ち目はない。だがこのルールなら彼女も役に立てる。

　しかしそれを否定するように、蛟劉が深い溜ため息いきを吐ついた。

「他の参加者もそう思ってたんやけどな。この勝利条件を考察しようと思ったら、白夜王の妨ぼう害がいを躱かわしながらせなあかんのや」

「フハハハハ、当然だ！　簡単にやられるつもりはないからのッ！」

　パン！　と扇おうぎを広げた白夜叉は厭いやらしく笑って十六夜たちを指す。

　それを聞いた十六夜はヤハハと軽快に笑って前に乗り出した。

「なんだ、それなら話が早い。せっかく頭数がいるんだ。二手に分かれて受け持てばいい」

「主あるじ殿どのの言う通りだ。幸いなことに数では参加者側が勝まさる」

「ＹＥＳ！　真正面から白夜叉様の頭をハリセンで叩たたけるチャンスなのですよ！」

　シャキン！　とウサ耳を伸のばして前に出る黒ウサギと十六夜。

　後ろに控ひかえていた飛鳥と耀は顔を見合わせ、

「なら私たちが謎なぞ解ときね」

「うん。そんなに難しくなさそうだからきっと大だい丈じよう夫ぶ」

　参加者一同、一いつ斉せいに臨戦態勢に入る。

　それを確かく認にんした白夜叉は扇を掲かかげ、ゲーム再開を叫さけんだ。

「では相手してやろう。かかって来るがいい、問題児共ッ！」

　一いつ喝かつ、四体の発光体が山梔子くちなしの花を揺らして闘とう技ぎ場のリングを駆ける。石いし畳だたみを敷しき詰つめられて造られた神しん殿でんに重量感のある足音が響ひびき渡わたる。

　十六夜、黒ウサギ、蛟劉、レティシアの三人は視線だけ交かわしてそれぞれが何に応対するのかを確認し合う。

　中心に十六夜と黒ウサギ、右にレティシア、左に蛟劉。

　攻こう防ぼう速そくのどれをとっても強力な四人だが、四体の発光体は彼らに負けじと加速して距きよ離りを詰める。最初に対たい峙じした十六夜は拳こぶしを構え、発光体を迎え撃つ。

（状じよう況きよう的に考えて、この発光体がゲームの鍵かぎになっている可能性が高い。まず一いつ匹ぴき仕留めて様子を見るか）

　白夜叉に挑いどむのは全すべてが整ってからでも遅おそくない。

　己おのれの高いスペックを活いかす戦術を好む十六夜だが、この敵は別だ。万ばん全ぜんを期して戦いに臨のぞむだけの価値が白夜叉にはあると考えていた。

　燦々と輝く発光体に拳を突き出した刹せつ那な───彼の身体からだが、宙に浮ういた。

「───なっ、」

　トスッ、と。それは余りにも柔やわらかな衝しよう撃げきだった。発光体の一いち撃げきかと思った十六夜だが、そうではない。発光体はまだ何も手を出していない。

　鳩尾みぞおちを僅かにずらして打ち上げる一撃は、十六夜の知覚外からのもの。それも超ちよう高こう速そくといった物理的なものではない。

　まるで触ふれた一いつ瞬しゆんだけその場に存在し、触れた後に消しよう滅めつしたかのような希き薄はくさ。明らかに十六夜の知識を超ちよう越えつした恩おん恵けいによる一撃だった。

　為なす術すべもなく闘技場の外まで打ち上げられた十六夜は、慌あわてて姿勢を正す。しかし如い何かに十六夜でも慣性に逆らうことはできない。

　天高く打ち上げられた十六夜は放物線を描えがき、やがてリング外の堀ほりへと着水するだろう。

「クソッタレ、空中じゃどうにもならない！　春日部に拾ってもらうしか、」

「フフン、無む駄だよ無駄。他の連中はもうリング外に飛ばされておる。後はおんしだけだ、逆さか廻まき十六夜」

　ハッと十六夜は上空を見る。

　そこには厭らしい笑みを扇で隠かくす白夜叉が、ユラユラと浮かんでいた。

「遅い、遅すぎるぞ小こ僧ぞう。おんしらが遅すぎたせいで、謎解きタイムが終了してしまったではないか」

「は、はあ!?　何言ってやがる、今始まったばっかりだろうがッ！」

「違ちがうな。もう始まっておったのだ。なのに悠ゆう長ちようなゲームメイクを選んだおんしの判断ミスが、この敗北を招いたのだ。もう一度ここまでの経けい緯いを思い出してみよ。勝てるだけのファクターは既すでに与あたえておいたであろ？」

　なっ………と息を吞のむ。

　十六夜は落下していく僅かなこの瞬しゆん間かんに、闘技場に入ってからのやり取りを思い出す。電算機さながらの頭脳は刹那の時間で知識を総動員し、重要と思われる要素だけを濾ろ過かしていく。

（ギフトゲームの内容は〝落陽〟───沈しずむ太陽。そして現れた牛、虎、戌、猪の獣印。これらの獣が共有している文ぶん献けんは〝赤道の十二辰〟、即すなわち太陽の運行。そして方位だ。〝丑うし寅とら〟は北東、〝戌いぬ亥い〟は北西………そして、季節を薫る花………！）

　先ほど摘んだ山梔子の花。

　服に忍しのばせた一輪を手に取った途と端たん、十六夜は全てを理解した。

　───〝四種の獣が駆ける謎を解き、季節を薫る花の簪かんざしを沈む大地に突き立てよ〟

　季節を薫る花が山梔子を指すのであれば、この季節とは〝夏〟である。

　そして太陽は夏になると〝丑ほく寅とう〟から〝戌ほく亥せい〟に沈む。

　最後に大地とは円形闘技場を指している。

　つまりギフトゲーム〝落陽〟とは、闘技場のリングを一個の世界に見立てたゲーム盤だったのだ。

　太陽が世界リングの外に沈む、即ち太陽の主権者である白夜叉がリングの外に出るということ。特別勝利条件の内容から考えると、勝利方法はリングの北西方向に山梔子の花を刺さす、あるいは捧ささげることだったのだろう。

　偶ぐう然ぜんとはいえ山梔子の花を手にしていた十六夜は、口くち惜おしそうに白夜叉を見る。

「くそ………!!　こんな簡単な勝利条件だったのか………[image: ]」

「当然だ。真に良質なゲームとは特別な何なに某がしだけではなく、誰だれにでも分わけ隔へだてなく勝利できる可能性を与えねばならん。………そういう意味では、今回のおんしのゲームメイクは横よこ綱づな相撲ずもうが過ぎたの。ゲーム上の全てを把は握あくしてから戦いに臨むなど、私に言わせればただのチキンプレイに他ほかならんわ！」

　扇を広げて呵か々か大笑する白夜叉。

　何も言い返せずに唇くちびるを嚙かみしめる十六夜。




　───ちなみに、これは余談だが。

　白夜叉が開幕から最速で手を打ったのは、十六夜が山梔子の花を手に取ったことから、ギフトゲームを解いたのだと勘かん違ちがいしたためである。

　格下相手に初手必殺など上層出身者なら恥はずかしくて使えない禁じ手である。




　しかしそんなマナーなど知らない十六夜は堀の水面に落下し、心底悔くやしそうに歯嚙みした。濡ぬれた髪を搔かき上げ、激情を抑おさえるように吐き捨てる。

「くそ………くそ、くそ、これじゃあ格好がつかねえ………!!」

「なぁに、これで一つ学習したであろ。何も死ぬわけでもあるまいし、次のゲームで活かせばよいではないか」

　水面に舞まい降りる白夜叉。

　木の葉のように重さを感じさせない歩みで十六夜へと近寄る。しかし十六夜は神しん妙みような顔をしたまましばし黙だまり込み───苦々しい声こわ音ねで告げた。

「………次のゲームでは活かせるさ。でも、次の白夜叉のゲームには活かせないだろ？」

　十六夜の言葉を受け、瞳ひとみを大きく開いて驚おどろく。

　彼が口にしているのは活用できるか否いなか、という意味ではない。

　果たして逆廻十六夜が生きている間に───白夜叉と戦う機会が得られるか否か、という意味だった。

「………黒ウサギから聞いた。天界に帰ると神格を再取得する為ために、数百年は戻もどれないかもしれないんだろ？」

「それは………その、そうだな」

「なら事実上、これが俺たちと白夜叉の最終決戦だ。なのに俺たちがこんな情けない負け方したんじゃ………とてもじゃないけど、〝下層は任せとけ〟なんて、偉えらそうに言えねえじゃねえか」

　ぶっきら棒に言い捨てた十六夜の言葉に、白夜叉は今度こそ動どう揺ようが走る。

　十六夜の実力を認めていた白夜叉だが、まさか彼からこんな言葉が出てくるとは思いもしていなかったのだ。

　志半ばで下層を去る白夜叉を安心させる為に万全を期して臨んでいたというのに、それが全て裏目に出てしまった。十六夜の苦く渋じゆうは筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたいものがあるだろう。

　白夜叉もどう言葉を返すべきか分からず、堀の水面にしばし立ち尽くす。

　二人の間に沈ちん黙もくが満たされていく中───ふっと、十六夜は思い出したように顔を上げた。

「………なあ、白夜叉。一つだけでいい。とても大事なことを聞かせてくれ」

「な、なんだ小僧。急に改まって」

　ギクシャクしながら身を屈かがめ、十六夜に視線を近づける。

　こんな白夜叉は珍めずらしい。人によってはプレミア級の価値があるだろう。

　十六夜はゆっくりと泳ぎながら白夜叉に近寄り───




「あのギフトゲームって、敗北条件を書いてなかったよな？」




　───は？　と素すっ頓とん狂きような声を上げた途端。

　ドボォオオオオオオン[image: ]　という景気のいい音と水柱を上げて、白夜叉は堀の中に引きずり込まれた。水中に引きずり込んだ主犯の一人である蛟劉は水面から飛び上がり、右みぎ腕うでを掲げて勝かち鬨どきを上げた。

「よっしゃ、よくやったで少年ッ！　これで僕ら参加者側の勝利やッ！」

「ＹＥＳ！　見事に作戦大成功なのですよ！」

　続いて堀から上がる黒ウサギ、飛鳥、耀の三人娘むすめ。

　上から様子を窺うかがっていたレティシアは苦く笑しようを浮かべ、小さく肩かたを竦すくめていた。

「同情の沼ぬま作戦………まさかこんなに上手く行くとは。主殿は知性派というだけではなく演技派でもあったか」

　眼下を見下ろしてしみじみと腕を組むレティシア。




　───この作戦を考えたのは、ペストが『敗北条件が存在しない』と告げた時のことだ。スペック差を頭数で埋うめるにはやはり限界があるだろう。それを見み越こして、初めから負け方を決めておいたのだ。そして最後は堀の中に墜つい落らくし、白夜叉が近くに降りてきたところを涙なみだぐましい話で油断を誘さそうという、卑ひ劣れつこの上ない作戦である。

　………厳密にはもう少し大おお雑ざつ把ぱな作戦だったが、結果が全てというのもギフトゲームの醍だい醐ご味みだ。殊しゆ勝しようで献けん身しん的な十六夜などという幻げん想そうに誑たぶらかされた白夜叉が全て悪い。




　堀から上がった十六夜は、飛鳥と耀に近寄ってハイタッチで笑え顔がおを交わした。

「ハハ、備えあれば憂うれいなしだな！」

「ええ。文句なしに私たちの完勝よ」

「………精神攻こう撃げきはゲームメイクの基本」

　勝利に沸わき、肩を叩たたき合う問題児三人組。

　一足遅おくれて黒ウサギも輪の中に飛び込む。

「やったのです、やったのですよ！　あの白夜叉様から一本取ったのです！　これは大快挙です！　天地魔ま界かいに自じ慢まんできる大偉い業ぎようなのですよ！」

　ウサ耳を嬉うれしそうに揺ゆらす傍かたわらで、蛟劉も機き嫌げんよく同調する。

「せやなあ。それにあの四し獣じゆう、太陽主権で霊れい格かくを底上げしてたみたいやし。太陽主権を、四つまで使わせて勝利した人間となると、少年たちが初やろうな。これは明日の一面記事はこのギフトゲームに決まりやで！」

「ＹＥＳ！　その通りなのです！………あ、ほら、ウサギの素す敵てき耳も勝利を受じゆ諾だくしてくれましたし！」

「そ、そう、よね！　私たち〝ノーネーム〟は、最強の〝階層支配者〟に勝ったのよ！」

　アッハハハハハハハハハハ！

　キャハハハハハハハハハハ！

　ヤハハハハハハハハハハハ！

「………………………………」

　───それから間もなくして。

　誰から、というわけではなく。

　一同の笑い声は徐じよ々じよに弱まり、やがて無くなった。

　笑うことに飽あきたと言えばそれまでだが、そんな単純なことが理由ではない。只ただ々ただ、背中にゾクゾクと爆ばく走そうしている悪お寒かんが不気味で、笑い声が出なくなったのだ。

　悪寒の発信源は口にするまでもない。

　白夜叉が引きずり込まれてから未いまだに姿を見せない、神しん殿でんの堀ほりの中。

　本当ならすぐにでも白夜叉が堀から上がってきて───




「おんしらの実力、感動した！　これで私も心置きなく下層を託たくせるというものだ！」

「ああ！　下層の平和は、俺たちが守る！」

「ＹＥＳ！　皆みなさんと力を合わせれば怖こわいものなど何もないのですよ！」

「だから心配しないでね白夜叉！　別れは悲しいけど、何い時つかまた会えるから！」

「うん。天界のお土産みやげ、期待してる」




　───と、感動的なフィナーレになるはずだった。

　なのに肝かん心じんの白夜叉は、姿はおろか気配一つ感じさせない。それどころか嫌いやな悪寒ばかりが一同から離はなれない。

　どうしたものかと一同が戸と惑まどっている最さ中なか………




　───突とつ如じよ、大地から白い風が吹ふき始めた。




　それが何かを知る黒ウサギと蛟劉は、一いつ瞬しゆんにして顔面を蒼そう白はくにさせた。

「白い風………ま、ままままさか、太陽の疑ぎ似じプロミネンス!?」

「………？　何なの、その疑似プロミネンスって」

「ちょ、超ちよう高密度プラズマの局地的な放射で物質界の境界を打ち砕くだく、史上最悪のお馬ば鹿か力ぢから技の召しよう喚かん式でございます！　この召喚式で呼び出される者は、天上天下に於おいて二十四体しか存在しません！」

「って、正気か白夜王の奴やつ!?　まさか街中で……太陽の星獣を召喚するつもりか──!?」

　蛟劉の絶ぜつ叫きようを引き金に、天と地の理ことわりがぶっ壊こわれた。

　緩ゆるやかに流る転てんしていた星々は急激に逆回転を始め、全天が軌き道どうを変えて一つの星に集つどう。

　地平線の彼方かなた、世界と星空の境界から召喚される白銀の太陽。

　それは不変の象しよう徴ちようにして天と地の概がい念ねんが生まれる以前に存在していた天体法則。

　世界の創世に於いて星々の全すべての質量を飲み込んでしまった原初の星。

〝サウザンドアイズ〟──創世アルフアと終末オメガの双そう女め神がみによって両断された最古参の魔ま王おうの一角。天と地に解体された星霊最強個体は、後に名をこう改めた。

〝人類最終試練・天動説〟と。




「───星の彼方より来たれ、我が同どう胞ほうたちよ………！」




　並木道の柳りゆう桜おうが、白銀の陽ひ射ざしに濡れる。

　突如訪おとずれた白びやく夜やの陽射しに驚く一いつ般ぱん参加者たちだが、「白夜叉様の送別会ならありえるだろ！」「むしろよくあるよくある！」という強ごう引いんな解かい釈しやくで既すでに納なつ得とく済みだった。

　しかし狙ねらわれた本人たちは堪たまったものではない。

　白夜の地平から召喚されようとしている影かげ───巨きよ大だいな魚ぎよ影えいや帆はん船せん、そして唸うなり声を上げる獣王たちの息い吹ぶき。

　彼らは何いずれも魔王に匹ひつ敵てきするほどの絶大な存在感を放っている。

　さしもの十六夜も、唇の端はしをヒクつかせた。

「ギリシャ神話に出てくる、アルゴーの船………牡お羊ひつじ座ざを媒ばい介かいに召喚したのか！」

「あわわわ………そ、それだけではありません！　魚座に相当する磨ま羯かつの怪かい魚ぎよに、十二辰しんの六ろく畜ちく妖よう仙せん！　何れも巨きよ龍りゆうに引けを取らない星獣です！」

「うお。これは、まずい」

　呻うめくような声を上げる蛟劉。天には星の海を渡わたる帆船が現れ、船体には七体もの星獣が搭とう乗じようし、今にも襲おそい掛かかってきそうな血走った瞳をしている。

　その中心に現れた白夜叉は、蟀谷こめかみに巨大な青筋を立てて十六夜たちを見下ろした。

「………よくもまあ、恩を恥はじで返してくれたものだの。如い何かに温おん厚こうな私でも、流石さすがに今回の一件はカチンと来たぞ」

「し、しかし白夜叉様！　これは白夜叉様が定めたルールの中での勝利でございます！　なのにこんな風に怒いかり狂くるうのは筋すじ違ちがいでは、」

「やかましい！　それでも悔くやしいものは悔しいのだ！　下層で負けたなんて言ったら奴が………女王の奴が、私をからかいに来るに決まっておるではないかッ！　そんなことになるくらいなら、おんしらをぶち殺してゲームをなかったことにした方がマシだッ！」

　最も早はや言い訳すらしていない、清すが々すがしいまでの逆切れである。

　これは本当にまずいと察した飛鳥と耀は、ビシッ！　と挙手をして、

「大変失礼しました、白夜叉様。あの卑劣な作戦を考えたのは、この逆廻十六夜です！」

「おい待てコラお嬢じよう様」

「私たちは無理やり脅おどされただけです」

「春日部、お前もか」

「あいや分かった！　ならば小こ僧ぞうだけぶち殺し、残った黒ウサギは私がアイドルプロデュースしてやろう！」

「話を聞け駄だ神しんッ！」

「っていうか何で黒ウサギがそんなことを!?」

　どさくさに紛まぎれて条件を足す白夜叉。これで自じ称しようＮＯＴ問題児なのだから世の中間ま違ちがっている。

　四し面めん楚そ歌かに陥おちいった十六夜は背中に冷や汗あせを搔かきながら奥歯を嚙かみしめる。

「ハッ………なるほどな。横暴で非常識なのが最強種っていうのは本当らしい」

「いやいや、逆切れなだけまだ可愛かわいいやないか。理由もなく襲い掛かって来るわけでもないわけやし」

「だからと言ってこの状じよう況きようがどうにかなるわけでもないけどな」

　天には七体の星獣と怒りで我を失っている白夜叉。

　あれが一いつ斉せいに暴れれば標的が何ど処こにあっても関係ない。

　東側は問答無用でハルマゲドンに突とつ入にゆうである。

「それでは小僧よ。………何か言い残すことはあるか？」

「ある。たっぷりと一〇〇年分ぐらいある。勿もつ体たい無いから全部聞いてくれよ」

「そうか。遺ゆい言ごんにしては中々に奇き抜ばつだったぞ」

　無情の瞳ひとみのまま、扇おうぎを掲かかげる白夜叉。

　十六夜は大おお慌あわてで右手を挙げ、最後の手段に訴うつたえた。

「最期に！　最期に一度だけ、供く物もつを捧ささげ怒りを収める機会を戴いただきたい！」

「………ほう？」

　決戦の扇を掲げたまま、興味深い視線を向ける。この土ど壇たん場ばを乗り切るだけの供物があるというのか。

　白夜叉は今まで誰だれにも見せたことのない凶きよう暴ぼうな笑みを浮うかべ、良しと頷うなずいた。

「よかろう。これが生き残る最後の機会だ。好きなだけ捧げて見せるがいい。だがしかし、その供物が気に食わなかった時は───」

「安心しろ。これは俺が手にした………世界で、唯ただ一つの恩恵ギフトだ」

　ハッと、黒ウサギたちが息を吞のむ。十六夜が今この場を収められると確信できるだけの恩恵───そんなものは、〝正体不明〟を除いて他ほかにはありえない。

「ま、まさか、十六夜さん………！」

「すまないな、黒ウサギ。どうやら白夜叉の怒りは、誰かが犠ぎ牲せいにならないと収められそうにないらしい」

　そう言って申し訳なさそうに前に出る。

　十六夜の覚かく悟ごを察した白夜叉は僅わずかに動どう揺ようし、ちょっと困ったように視線を逸そらす。

「あ、いや、その場のノリでこんな大がかりなことやっておるが、実はそんなに怒おこっておらんからな？　頭も冷えてきて、引っ込みつかん様になっておるだけだからな？　決してだな、別にシリアスをやっているわけでは───」

「さあ、受け取ってくれ白夜叉ッ！　世界にたった一つしかないこの俺の恩恵でッ！　お前の怒りを収めてくれ────[image: ]」

　ギフトカードを掲げる十六夜。カードから溢あふれた光は十六夜の手元から離れ、帯状になって白夜叉の掌てのひらで顕けん現げんする。

　その恩恵がなんであるか理解した瞬しゆん間かん───

　白夜叉は、素す直なおに敗北を受け入れた。
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　───送別会・宴えん席せきの踊おどり場ば。

「───え、えーそれでは！　不ふ肖しようながらこの黒ウサギ、天界に帰られる白夜叉様の為ため、心より歌って踊らせていただきますッ！」

　雄お々おオオオオオオオオオオオオオオ[image: ]

　という猛たけ々だけしい雄お叫たけびと共に、特設舞ぶ台たいステージに上がる黒ウサギ。挙動の一つ一つにやけっぱち感が漂ただようのは気のせいではない。

　中心の特等席で神輿みこしに担かつがれている白夜叉は、恍こう惚こつの表情で黒ウサギを見つめていた。

「ぉ、ぉおおう………とうとう夢にまで見た舞台が！　黒ウサギがシースルーのビスチェスカートを着て、コンサート会場に立つ日が来たのだッ！」

「ああ。よかったなそりゃ」

　感無量の涙なみだを流す白夜叉。

　シースルースカートの不可視絶対領域を注視する十六夜。

　そんな二人を溜ため息いき交じりで見る〝ノーネーム〟の面々。

　特に飛鳥は、まるで生ゴミでも見るかのように白夜叉を睨にらんでいた。

「………あれだけ大がかりなことをして、あんな契けい約やく書一枚でご機き嫌げんになるんだもの。やっぱり東の問題児[image: なんばー]１は、白夜叉以外にはいないんじゃないかしら？」

「うん。今回はちょっとだけ怖かった」

　ハムとソーセージをモキュモキュと食べながら溜息を吐つく春日部耀。

　レティシアは優ゆう雅がに紅茶を啜すすりながら、困ったように肩かたを竦すくめた。

「しかし、らしいと言えばらしいじゃないか。子供の様な理由で怒り、子供の様な供物で喜ぶ。生まれた時から完成している星せい霊れいにとってそれは当たり前のことなのだろう」

「だけどよりにもよって、〝黒ウサギの使い捨て命令権〟であそこまで喜ぶのはどうかと思うけど」

　そう───十六夜が渡したのは〝正体不明〟ではなく、境界壁へきのある街で手にした黒ウサギへの命令権だった。

　命令権を手にした白夜叉は一転して敗北を受け入れ、夢にまで見た黒ウサギのコンサートを開かい催さいすることにしたのだ。

「ま、いいのだけどね。ずっと片思いだった白夜叉の夢が叶かなったんだもの。素直におめでとうと言いましょうか」

「………うん。これが下層で最後の思い出になるんだから、これぐらいハチャメチャでよかったと思う」

　そう言ってもう一度白夜叉を見る。

　彼女は『ＬＯＶＥ[image: ]黒ウサギ』と書かれた旗を片手に、存分にこの一時を楽しんでいた。隣となりに座る十六夜も歌って踊る黒ウサギを見つつ、ボソリと呟つぶやいた。

「………なあ、白夜叉」

「うん？」

「下層のことは心配しなくていい。魔王連盟の連中が何を仕し掛かけてきても………目の届く範はん囲いでなら、なんとかしておくからよ」

　聞き取れるか否いなかというギリギリの声で告げてそっぽを向く十六夜。

　白夜叉は先ほどと同様に面めん食くらって瞳を瞬またたかせたが、次の瞬間にはいつも通りの笑えみを浮かべていた。

「うむ。私もできるだけの備えはしておく。後は任せたぞ、十六夜」

　わかった、とやはり小声で承しよう諾だくする。

　しかしその返事はステージの歓かん声せいとともに星空へと霧む散さんしていった。






[image: 彼女たちのメシがマズい100の理由]










　　　　１




　放課後、担任に頼たのまれた国語準備室の掃そう除じを終えて家に帰ろうとした俺、愛あい内うち葉よう介すけはなんとも意外な単語を耳にすることになった。

「パン食い競走だぁ？　体育祭の障害物競走でそんなことやんのかよ」

「らしいな。噂うわさになっている」

　時は九月。秋真っ盛りの季節。

　話題に挙がったのは──体育祭。

　学校にもよるだろうが、うちの高校では文化祭と同時開かい催さいになるせいで、非常に肩かた身みが狭せまい扱あつかいを受けることが多いイベントでもある。

「ふぅん。じゃ、今年は粉の中のアメ玉を口で拾ったりはしねぇってことか」

「いや、それはやるらしいぞ」

　尋たずねると、瘦そう身しんで眼鏡めがねを掛かけたクラスメイト、藤ふじ見み川がわ冥めいが首を横に振ふった。「ただ、障害物競走自体が男子オンリーの競技になったとか」

「へぇ。なんでまた」俺は訊きき返す。

「忘れたのか。去年、無む理り矢や理りエントリーさせられたギャル系の女子が、化け粧しようが落ちるのがイヤだからと競技をボイコットして問題になっただろうが」

「あー。あったな、そんなの。ンで、キレた体育教師がその生徒を怒ど鳴なりつけたら観客席にいたそいつの両親が逆ギレして殴なぐり込んで来て、ヤバいことになったんだっけ」

　思わず納なつ得とくし、俺は大きく頷うなずいた。

　去年、モンスターペアレントの襲しゆう撃げきに遭あった結果、障害物競走は内容や参加資格の変へん更こうを余よ儀ぎなくされたわけだ。

　それに障害物競走というのはそもそもが一種の複合競技である。実際、今年は体育祭のプログラムに色々と変化を加えるとは俺も小耳に挟はさんでいたので、ここにパン食い競走を混ぜ込むというのは、意外とすんなり受け止めることが出来た。

「だがどうも、そのパン食い競走が特別なものらしい」

　ここで、眼鏡のブリッジを指先で持ち上げながら、冥が思わせぶりに言った。

　特別。

　どういう、ことだ？

「パンが手作りらしい。女子の体育委員の」

「…………ほー」

　──手作りパン食い競走、だと？

「手作り」という、この数ヶ月ですっかり忌いま々いましく聞こえるようになってしまった単語の登場に、廊ろう下かを歩いていた俺の足がピタリと止まった。

　その言葉は、決して俺に幸福や安あん寧ねいをもたらしてはくれないのだから。

「……いったいどこから、そういう情報は流れて来るんだ？」俺は訊きいた。

「どこも何もあるか。望もち月づきが言っていた」

　望月というのは、うちのクラスの男子体育委員の名前だ。冥が続ける。

「出来るだけ、色んなところで話題にして欲しいらしい」

「委員の方から宣伝してんのかよ。なんでだ？」

「オレも知らんな」

　冥が首を横に振った。が、少しだけ考え深げな表情を浮うかべると、「ただ、どうも似たような宣伝が他ほかのクラスでも行われているとは聞いた」

「へぇ……」

　この前速そつ攻こうで終わった体育祭に関するロングホームルームで、二年うちの五組クラスは誰だれがどのプログラムに参加するのかは大体決まったはずだ。

　しかも、今話題になっていた障害物競走に希望者が続出していたのも記き憶おくに新しい。まさかこんな裏があったとは。

　……ただ、正直、どこか変だな、とも思うわけだけども。

　男子委員が積極的に女子の手作りパンでパン食い競走をやることを広めている──言い方を変えれば、リークしているのだ。何な故ぜに、そんなことをするというのだ。

　その行こう為いに──何か、意味や理由があるというのだろうか？

「待てよ。それってつまりはさ、」ごくりと息を吞のみ、俺は疑ぎ惑わくのこもった語調で問い掛ける。「皆みな、女子の手作りパンが……食いたいってことなのか……？」

「そうじゃないのか。実際、今年は何故か女子体育委員に各学年の綺き麗れいどころが集まってしまったらしいからな」

　俺がこの「手作り」という言葉を妙みように意識してしまうのには理由がある。

　現在、うちの親が揃そろって海外に行ってしまっているため、隣となりの家に住む幼おさな馴な染じみの香か神がみ紅べに緒おが毎日のように足を運んで家事をやってくれているのだ。

　とはいえ、現在愛内家で暮らしている人間は色々あった結果増えて──四人。

　イギリスから日本にホームステイに来ている従い姉と妹このリリィ＝アップルガース。俺の七つ上の姉である愛内龍りゆう子こ。今まで通っていた長野の学校から東京へと四年ぶりに戻もどって来た年子の妹、愛内華か凪な。

　そのため最初は俺と紅緒しか家に出入りしていなかった頃ころと比べて、かなり我が家は賑にぎやかな面々が生活するようになって来ている。それに伴ともなって、紅緒が洗せん濯たくや掃除をやる回数は少しずつ減っている、気がする。

　けれども、一つだけ「彼女たち」の完全な持ち回りになっている行為がある──それが、つまり「料理」なのである。

　ここ最近の俺は、食べることに様々な形で悩なやまされている。しかも、まるで狙ねらい澄すましたかのように俺の前に現れる料理には大きな問題があって──

「……ちなみに、うちのクラスだと誰が出るんだ？」俺は尋ねた。

「オレだが」

「えっ」

　予想外の言葉に俺は目を見開いて、マジマジと冥の顔を見た。

　コイツが女子体育委員の作った手作りパンに興味を持っている？

　この藤見川冥という男は、筋金入りの修しゆ羅ら場ば好きという奴やつで、自分以外の男女がギスギスした空気を放ち、醜みにくいやり取りを繰くり広げることを見るのが大好きな特とく殊しゆ嗜し好こうの持ち主である。そんな冥が何故に自ら……!?　う、噓うそだろ……!?

「……ド忘れしているようだから、言っておこうか。下へ手たな誤解もされたくないしな」

　すると冥は小さくため息をついて、肩かたを竦すくめて、「──お前、うちのクラスの女子体育委員が、誰だか知っているか？」

「俺が知るわけねぇじゃん。この前のロングホームルームの時も、前に望月しか出て来なかったんだし」

　冥が言った。

「カロンだ」

「…………ああ、そういうことね」

　俺は全すべてのことに納得が行った。冥が苦々しげに、続ける。

「カロンがどんなモノを作るのかは、もう半ば想像が付いている。あんな危険物を他の連中に食わせるわけには行かないからな……！」

「お前、兄の鑑かがみだな。尊敬するわ……」

　カロン──花はな菱びしカロン。冥の双ふた子ごの妹。

　花菱は筋金入りのブラコン妹なのだが、彼女は食に関して少しばかり困った嗜し好こうを持っている。冥のこの使命感も、花菱がどんな料理を作るか熟知しているからこそだろう。

　とはいえ、今回ばかりは俺にとって、あまり関係のない問題だ。

　ここに何故か紅緒が嚙かんでいたりしたら関かかわるのに吝やぶさかではないが、まぁさすがに体育委員の仕事は完全な治外法権だ。こちらに流れ弾だまが飛来するとは、さすがに思えない。

　だから、話題を変えたかった俺は、丁度その場で感じた当たり障さわりのない話題を冥にぶつけてみることにした。

「なぁ。ところで話は変わるんだけどさ……なんか変な臭においしねぇ？」

　冥が頷く。

「奇き遇ぐうだな。オレも同じことを思っていたところだ」

「だよな。どこから臭って来くんのかな、これ──」

　そして、そんな時だった。

　昇しよう降こう口へと向かう途と中ちゆう、家庭科室の前を通りがかっていた俺達の前で──不意に戸がガラリと開いたのだ。しかも、その戸を開けたのが、よりによって。

「愛内くん、お兄ちゃん。物もの凄すごく良いところに通りかかった」

「うおっ……!?」

「カ、カロン……!?」

　噂をすれば影かげ、という奴だ。

　茶味を帯びたショートカット、ナイフのように鋭するどい目付きに、愛あい想その欠片かけらも見受けられないキュッと結ばれた小さな唇くちびる──突とつ如じよとして家庭科室から現れたのは、今まさに話題に挙がっていた花菱カロン、その人だったのだから。

　花菱は俺と冥の顔を順じゆん繰ぐりに見上げて、小さな声で、言った。

「二人とも、来て」

「は？　いや、いきなり過ぎて、マジ意味分かんねーんだけど──」

「いいから」

　面めん食くらい、極きわめて阿あ呆ほうな表情を浮かべていた俺と冥の背後へと回り込んだ花菱は、有う無むを言わさぬ態度で俺達を家庭科室の中へと押し込んだ。

　……いったい、コレはどういうことなんだ？

　意味も分からなければ、質問を投げ掛ける暇ひまさえなかった。大体、なんで微み塵じんも家庭的なことと縁えんのない花菱が、こんな場所から出て来るのかという話で──

「な……！」

「こ、これは……！」

　けれど、そんな疑問の回答は一いつ瞬しゆんでもたらされることになる。

　実際──確かに予兆はあったのだ。

　例えば、花菱が現れる前に俺と冥が揃って違い和わ感かんを訴うつたえた異い臭しゆうについてだ。

　大体、高校の校舎の中で不意打ち的に変な臭いに遭そう遇ぐうする機会なんて滅めつ多たにない。生徒が毎日掃そう除じしているわけだし、最近物ぶつ騒そうで警備もしっかりしているため校舎というのは相当にクリーンで安全な空間なのだ。ホームレスが沢たく山さん居ついていたり、爆ばく弾だんテロのターゲットになる駅の構内とかじゃあるまいし。

　だからあの時、もう少し、じっくりと考えてみるべきだったのだ。家庭科室前の廊下で変な臭いを嗅かぎ取ったのならば、その悪あく臭しゆうの原因は中でとんでもないモノを作っていたに決まっているのだから！

　黒板の前に設置された教員用の調理台──その上にいくつもの出来たてのパンが並べられていた。けれど、そこにあったのはただのパンではなかった。




　──明らかに外見からしてマズそうな数々のメシマズパン。




　そして、忘れてはならないのが、手作りパンがあるとすれば同時にそのパンを作った人間もその場にいる、ということだ。当然、こんな無む駄だにバラエティに富んだ種類のパンがあるならば、中にいた人間も数人という程度ではなかった。

　いっぱい、いた。具体的には一年二年三年合わせて──十五、六人くらいは、いた。

　家庭科室は女子だらけだった。

　突如として、男二人でこのあまりに居た堪たまれない空間に叩たたき込まれた俺と冥は額に汗あせを垂らし、縋すがるような眼めで唯ゆい一いつの知り合いである花菱を見た。

「カロン、これはいったい何の集まりなんだ……？」

「ん、」呻うめくような冥の問い掛かけに、花菱は一度小さく首しゆ肯こうする。「女子体育委員の、体育祭に向けた臨時招集」

「た、体育委員……!?」

　キーワードが、繫つながる。

　パン、女子体育委員、体育祭……そうだ、これは今まさに話題になっていたアレなのではないだろうか。そうなってくると──

「この人たちが、みんな体育委員ってことか……」

「探してた」

　淡たん々たんとした口調で、花菱が言った。

「というか──今、まさに探しに行こうとしたら愛内くん達を見つけた」

「いや、意味が……」

　俺は戸と惑まどいを隠かくし切れず、半ば無意識に花菱の顔を覗のぞき込んでいた。

　けれど、彼女の視線だけで人を殺せそうな眼まな差ざしには一いつ片ぺんの歪ゆがみもなく、もたらされた回答も実に明白なものだった。

「あたし達の作ったパン──食べてくれる人、探してた」

「…………」

　食べる。

　このパンのなれの果てを？　俺達が？

　…………マジで？

「……っ」

　花菱から視線を外し、チラリと他ほかの女子委員の皆みな様さまの方を見る。

『今年は何故か女子体育委員に各学年の綺麗どころが集まってしまった』

　ついさっき耳にしたその噂うわさが、本当だったことを俺は強く理解する。ここまでレベルの高い体育委員が揃うというのは、相当に珍めずらしいことに違ちがいない。

　そんな綺麗だったり、可愛かわいかったりする方々が、俺達のことを非常に期待の籠こもった眼差しで見つめてらっしゃるのだった。思わず、俺は舌を巻いた。

　参った。

　実にこれは、参った。

「…………花菱。一つだけ、訊ききたいことがある」

「なに」

「どうして、わざわざ俺達に食べさせようとするんだ。もしかしてアレか。『男子の意見が欲しいから』とかいうアレか」

　そうだとしたら、どれだけ可愛げがあることだろう──そんなことを思いながら、俺は花菱に問い掛ける。けれど、そんな俺の願望は一瞬で脆もろくも崩くずれ去ることになる。

　花菱が言った。

「あたし達は、別に男の子の意見なんて必要としてない」

　ただ、とここで言葉を切った。そして。

「でも、自分の作ったモノはともかくとして、他の皆みなが作った、こんなにもマズそうなパンを味見することなんて、したくないというだけの話」

　本当に──どうしようもない台詞せりふを吐はき出した。

「……えええ」

　うんうん、と他の委員達も深く頷うなずいていた。

　──つまり全員が全員、同じようなことを思っていた、というわけだ。

『自分の作ったモノはまだ食べられなくもないけど（自分の料理はそこまでマズくないけど）、他の子のパンはクソマズそうにしか見えないから、誰だれか適当な毒どく見み役が欲しい』

　なんという傲ごう慢まん！　エゴイズムだろうか！

　傍はた目めから見ればこの場にいる女子達は、一人残らず全く料理の出来ないメシマズ少女であるということは、紛まぎれもない事実だというのにも拘かかわらず！

　──付き合ってられるかよ、こんなモンに！

「っ……冥！」

「分かってる！」

　その一言で、俺達の意い思しは完かん璧ぺきに疎そ通つうした。伊だ達てにこの数ヶ月、マズいメシしか作れない女子達に悩なやまされまくる高校生活を俺達は送っていない。

　俺達は傍かたわらの花菱に目もくれず、すぐさま身体からだを翻ひるがえすと、入って来た戸の方へと脱だつ兎との如ごとく駆かけ出そうとした。

　が、次の瞬しゆん間かん。

「はい、残念。逃にがしません」

　──パチン、と入り口の戸に鍵かぎが掛かる音が響ひびき渡わたる。

　いつの間にか、ドアのすぐ側に、制服を着き崩くずし、異常なまでに真っ茶色の髪かみをした女生徒が先回りしていたのである。

　今時、軽く髪を染めている生徒なんて珍しくない。うちの校則では一応、禁止されてはいるが、男子はともかく女子の染せん髪ぱつは大たい概がいが見み逃のがされる傾けい向こうにある。

　けれど、俺達に話し掛けて来た女生徒の茶ちや髪ぱつっぷりは尋じん常じようではなかった。

　これはもはや茶色を通り越こして、金色に近い。どれだけ髪をブリーチしまくっているのかと、他人ひと事ごとながらに頭皮へのダメージが心配になってしまうレベルだ。

「君達、知ってるよ。そっちの眼鏡めがねのキミは、カロンのお兄さんだよね。んで、こっちはアレだ。うん──うちの副部長の幼おさな馴な染じみクンだよね」

「なっ……」

　そんな──途と轍てつもない茶色に髪を染めた女生徒が、口元を歪めた。

「三年の苺いちご谷だに皐月さつき。手芸部の部長やってます。キミの隣となりの家に住んでる香神紅緒とは、あの子が一年の頃ころからの付き合いだよ。もちろん、キミのことも色々と聞かせて貰もらってる。本当に、色々とね。あ、それと──」

　そして、続けざまに。

「わたし、体育委員の副委員長でもあります。委員長は男子だから、一応女子委員の取り纏まとめ役って感じかな。今回の件は、まぁ色んな事情があったんだけど……わたし達としてもね、別にネタでやってるわけでも、男子への嫌いやがらせでわざと変なことやってるわけでもないの、」強い語調で言った。「これ全部──マジなのよ」

「…………」

「でも、まさか皆がこんなに料理が出来ないなんて思わなくて。だからキミ達が来てくれたのは本当に良いタイミングだったの。それに慣れてるでしょ？」

「は？」

　苺谷さんが──決定的な言葉を吐き出した。

「マズい料理、食べること。だって紅緒の料理、マジでヤバいもんね。あの子の料理を毎日食べてるなら、ちょっとぐらい変な料理なんてイージーモードでしょ？」




　　　　２




「いやいやいや、イージーモードなわけねぇだろ！　いつから俺はマズメシを食べる専門家になったっつーんだよ!?」

「でも、今いま更さら怒おこっても仕方ないよ、葉介。だってもう何週間も前の話でしょ、それ」

　──などと、未いまだにあの日の惨さん劇げきを忘れることが出来ず、愚ぐ痴ちを溢こぼす俺の後ろには顔馴染みを超こえて、居るのが当たり前ぐらいの感覚になっている女の子の姿があった。

　名前は、香神紅緒。

　普ふ段だんとは違い、艶つややかな黒のストレートヘアーを首の後ろで一本に結び、白のハチマキをカチューシャのように身に付けて体操服とハーフパンツに着き替がえるという、体育祭仕様のスタイルだ。

　俺達は、応おう援えん席でグダグダと体育祭が進行するのを見ているところだった。

　現在、体育祭は午前の部の終しゆう盤ばんを迎むかえている。

　俺も紅緒も、既すでに午前中にエントリーしている競技が終わってしまったため、完全に緊きん張ちよう感かんが消しよう滅めつしていた。

「けど、部長もカロンも、全然そんなこと言ってなかったなぁ。そんなおいしそうなパンを作ったなら、私を呼んでくれたら食べに行ったのに」

「……おいしそう、ねぇ」

　この「おいしそう」が紅緒の場合、一ミリの偽いつわりもない真実だから困るのだ。

　──うちの幼馴染みの味覚と味に関する価値観は、完全に異次元のものなのだから。

　例の家庭科室での一件から、既に数週間が過ぎ去っていた。つまり、あっという間に体育祭の本番を迎えていたということだ。

　あの後、俺と冥は本当に酷ひどい目に遭あった。あの事件は端たん的てきに言って「凌りよう辱じよくされた」と表現してしまっても過言ではないくらいの傷きず痕あとを俺達に残したのである。

　味も酷かった。本当に…………酷かった。

　だが、ソレ以上に二十人近い見知らぬ女子達に包囲され、試食を強要されたことが俺達の大きなトラウマになったのである。

　さすがに初対面の相手に思ったままの感想を伝えるわけにもいかず、さりとて「ウマい」などとお世辞を言う気にも全くなれない劇物パンの数々に、俺と冥の胃は二つの意味でキリキリと世せ知ち辛がらい痛みを放っていた。

　どうしてこんなにも可愛らしかったり、綺き麗れいだったりする女の子達が、こんなにも醜しゆう悪あくで恐おそろしい物体を作り出してしまうのだろうか。

　俺は、本気で分からない。

「でも、どうして部長達がパンを作ることになったのかな。だって、少なくとも委員の皆は料理を全然やったことがない人ばかりなわけで、自分から進んでパン食い競走の料理担当を買って出るとは思えないよね。じゃあ、どうしてなんだろう？」

　紅緒が首を傾かしげた。

　当然の疑問だ。今回の「パン食い競走事件」とも言うべき一件は、それ以外にも不可思議な部分が多々ある。事情を聞いたばかりの紅緒が混乱してしまうのも無理はない。

「だよなぁ。苺谷さんって全然、体育委員っぽくないし、自分からこんな企き画かくを提案するとは思えねぇよなぁ」

「そうそう。部長も、それとカロンもかな。体育委員マジ最悪ってよく愚痴ってるよ」

「あー……やっぱりか。体育の授業前になると、花菱の奴やつ、仕事あるからって、すぐに教室から飛び出してくもんな。ありゃあ大変だわ」

「うん。体育委員って、いつも最後まで決まらなくて毎年ジャンケン勝負になっちゃうからなぁ。特に女子の委員は着替えがあるし、凄すごく揉もめるんだ」

　小学一年生から毎年学級委員をやっている紅緒が深々と頷いた。明確に苦労の色が滲にじみ出た首しゆ肯こうだった。

　体育委員の主な仕事は、体育の授業前の教師への御ご用よう聞き、それと各種準備。これに加えて体育祭の運営にも携たずさわる（『文化祭実行委員』が存在する文化祭と違って、『体育祭実行委員』なんてものは存在しないのだから！）。

「となると、余計分かんねぇな」

「だよねぇ──って、あ、噂をすれば部長だ……うーん、散々文句言ってたけど、ちゃんと働いてるように見えるなぁ」

　などと、グラウンドで次の競技の準備に向けて、陣じん頭とう指揮を執とる苺谷さんを見つけた紅緒がぼやくように言った。

　苺谷さんの方も応援席に紅緒がいることに気付いたらしい。

　苺谷さんがライトブラウンの髪によく映はえるリボン結びにした紅のハチマキをなびかせながら、快活な笑え顔がおでもって後こう輩はいに向けて手を振ふる。紅緒もつられて口元を綻ほころばせ、胸の辺りでヒラヒラと掌てのひらを振って、それに応こたえる。そして、またすぐに苺谷さんは仕事に戻もどった。

　苺谷さんの茶色過ぎる茶髪を、俺と紅緒はぼんやりと眺ながめる。

　何とも、緩ゆるいムードが流れる。

「ん……ねぇ、葉介。ハチマキの結び目緩んでる。ほどけちゃいそうだよ。結び直してあげよっか」

　不意に、紅緒が俺の額に巻かれていたハチマキに触ふれた。

　前の列に座る俺が肩かた越ごしに振り向むく形で会話していただけに、紅緒と俺の顔が不意に接近してしまう形になったのだ。俺は肩かたを跳はね上げると、

「な、なに言ってんだバカ。触んなっつの！　それくらい自分でやるわい！」

「あはは、別に照れなくてもいいのに」

　へらへらと笑いながら、紅緒が指先を触れていたハチマキの先せん端たんから離はなす。

　──うちの幼馴染みは、こういうことを何も意識せずにやってしまうから困る。

　なにしろ、ただでさえ今日の紅緒は体操服というあまりに強きよう烈れつな魔ま性しようを孕はらんだ衣服を着用しているのだから。

　よくよく考えれば制服と大して露ろ出しゆつ度は変わらないのに、どうしてこんなにも体操服というのは防ぼう御ぎよ力が低そうに見えるのだろう。目の毒にも程ほどがある。

　これはいけない。

　無む理り矢や理りにでも、話を戻すべきだ。

「ゴホン……ま、まぁこの場合、一番災難なのは競技にエントリーした体育委員じゃない男子達だと思うぜ。だってアイツらは、大して苦労もせず、意中の子の作った手作り料理にありつけると考えてんだろ？　でも……」

　──待ち受けているのは「女の子の料理」というモノに対する幻げん想そうの崩ほう壊かい。

　それしか、考えられないのだから。

「そっかぁ。食べるなら、そりゃあおいしい方がいいよね」紅緒が言う。

「だな。まぁ、俺は別に障害物競走にはエントリーしてないから、まぁ他ひ人と事ごとみてぇなもんなんだけどさ。でも、冥の奴は大変だろうな……」

　クイッと紅緒から視線を外し、何となく俺は主あるじのいなくなった冥の椅い子すを見る。

　障害物競走は、もう次の競技だ。

　当然、冥は数分前に応援席を離れているわけで──

「お、おい！　ヤベェよ、皆みんな！　って、アレ……なんで全然人がいないんだ……？」

　と、その時だった。

　突とつ如じよとして、応援席の後ろ側から慌あわただしい声が響ひびき渡わたったのである。

　何事かと首を伸のばして確かく認にんしてみると、現れたのはうちのクラスの男子体育委員をやっている望月だった。今日は体育委員は一日中仕事だらけのようで、生きつ粋すいの堕だ落らく体質である花菱ですらほとんど応援席に帰って来られない程度には働かされている。基本、非常に真ま面じ目めな獅し子し座ざのＡ型である望月ならば、尚なおのことである。

　そんな望月が、いったい何の用事で……？

「望月。どうかしたか？　そんなに慌ててよ。アクシデントでもあったのか」

「お、おお、葉介！　大変なんだよ！　というか、なんでこんなに男少ないんだ……？」

「あー…………そだな。あんまいねぇよな。でもしょーがねぇよ。障害物競走の次が部活対たい抗こうリレーだぜ。それで結構出払ってんじゃねーの？」

　実際、今応援席に残っている男子は俺を含ふくめて数えられる程度しかいなかった。

　うちのクラスは運動部の人間が多い関係上、午前のプログラムのラストを締しめ括くくる「部活対抗リレー」の準備で既に集合場所に行っている者が多かったのが、この一時的な応援席の過か疎そっぷりの一番の理由だった。

　すると、どうやら体育委員のくせにこの次の次のプログラムが何なのかを完全に忘ぼう却きやくしていたらしく、望月は頭を抱かかえて絶ぜつ叫きようした。

「対抗リレー!?　そうか、障害物競走の次は……ま、マジかよ……！　クソッ、こ、こうなったら……！　葉介！　お前しかいない！」

「いや、だから何があったんだって聞いて──」

　望月が、迫はく真しんの表情で言い放つ。

「──冥が障害物競走に出られなくなった」

「なっ……」

「えええっ!?」

　その物ぶつ騒そうな告白に、俺と紅緒は揃そろって、驚おどろきの声を漏もらした。冥の奴が……こ、こんないきなり競技に出られなくなるって……まさか怪け我がをしたとか、そういうことか？

　──いったい、何があったっていうんだ!?

「も、望月君……それって藤見川君にアクシデントがあったとか、そういう──？」

「そうです、香神さん。大変なことがあったんです！」

　ちなみに俺にはタメ口だが、紅緒には敬語なのには理由がある。望月は女の子がとても苦手なシャイボーイなのだ（そのせいで花菱が委員の仕事を堂々とサボっても、何も文句が言えなかったらしい）。望月が更さらに力強い言葉で言った。

「ちょっと転んだせいで冥の奴、眼鏡めがねを割ってしまったんです！」

　冥本人ではなく──眼鏡の、一大事について。

「……そりゃあ、大変なことだな。眼鏡は命のようなモノらしいからな」

「……眼鏡って結構高いし、保証が効くといいよね」

　ジェットコースターのように一いつ瞬しゆんでテンションが上じよう昇しようし、下降した俺と紅緒の目は非常に冷ややかだった。

　アクシデントがあったのは眼鏡の方かよ!?　無む駄だに思わせぶりな言動のせいで、なにか事故でもあったのかと要いらない心配しちまったじゃねぇか……ったく。

「マジで大変なんだよ！　冥の奴、予備の眼鏡なんて持って来てなくて、障害物競走に出られなくなっちゃったんだ！　裸ら眼がんじゃ、まともに前が見えないらしくてさ！」

「あ……」

「だからこそ、代わりに障害物競走に出てくれる奴を探しに来たんだけど……いやぁ、本当に葉介がいてくれて助かったよ！　本当はいつも香神さんとか、リリィちゃんの料理を食べまくってる葉介を代役にするのは、贅ぜい沢たく過ぎると思うんだけどさ……！」

「い、いや、待て望月！　お前は勘かん違ちがいをして──」

　次の瞬しゆん間かん、ガシッと望月が俺の両りよう肩かたを摑つかみ、突如として回って来たピンチヒッターに狼ろう狽ばいする俺へと、無駄に大きな期待を込めた眼まな差ざしで言い放った。

「しょうがないから、お前に頼たのむよ、葉介。仕事がなかったら、オレがエントリーしたいくらいだったんだけどさ……代わりに好きなだけ手作りパンを食って来てくれ！」

　それが地じ獄ごくへの門を開くことになろうとは、全くの無自覚のままに。
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「……何な故ぜ、こんなことに」

　否いや応おうなしに障害物競走に参加することになった俺は、集合した他ほかの競技者と共に、トラックの片かた隅すみで体操座りの体勢で競技が始まるのを待つことになった。

　とはいえ、この後に登場する物体が阿あ鼻び叫きよう喚かんの坩堝るつぼの元であることを知っている俺は、全くテンションが上がるわけもなく、虚うつろな表情で膝ひざを抱えて固まっていた。

　が、一方で。

「まさか、こんな形で雪ゆき那なちゃんの手作り料理が食べられるなんてな！」

「俺は唯ゆ美み子こさんだな！　直接渡してくれたならもっと最高だったけど、吊つるされたパンでも十分過ぎるって！　だって手作りで捏こねて作ってくれたんだろ？」

「体育委員があれだけ美人揃ぞろいで、この案を通した男子委員、マジで神だわ……」

「だろ？　オレ達も最初は嫌いやがらせのつもりだったけど、意外とすんなり向こうも了りよう承しようしてくれてさ。まぁ女子達はサボって議論には全く参加してなかったから、少しは悪いと思ってたんだろうな。でも、何だかんだで集まって練習してくれたりもしたらしいぜ！」

　そんな事実を露つゆ知らぬ他の参加者達は、ひたすらブルーな気分になっている俺とは対たい照しよう的に、もはやサンライトイエローに輝かがやき出さんばかりの希望に充みち満ちていた。

「…………」

　──嫌がらせ、だと？

　ここで俺はピンと来た。どうして、こんな恐おそろしい事態に陥おちいってしまったのかの裏うら舞ぶ台たいに大体想像が付いたのである。

　つまり、こうだ。

　各クラスの「ジャンケン負け選せん抜ばつ」が集まった女子体育委員は、おそらく苺谷さんを筆頭に体育祭の話し合いに参加することがイヤでイヤで堪たまらなかったはずだ。

　そんなわけで、女子達はまともに参加しなかった。

　そのせいで男子の恨うらみを買い、パン食い競走のパンを手作りするという無む茶ちや振ぶりをされてしまったというわけだ。それに、男子委員には下心もあったはずだ。なにしろ無駄に学校の綺き麗れいどころが今年の女子体育委員には集結している。合法で彼女たちの手作り料理を味わえるのは非常に魅み力りよく的な展開に違ちがいあるまい。

　…………まさか、彼女たちが揃いも揃って、壊かい滅めつ的にマズい料理しか作れないとは想像していたわけもなく。

　──正直、真実を打ち明けるかどうか、俺はギリギリまで迷っていた。

　どちらにしろ、この競技に参加することが決定してしまった以上、俺達はもう運命を受け入れるしかない。この地獄の列車から途と中ちゆう下車することは許されない。

　つまり、これはいずれ潰ついえる夢。

　いずれ絶望へと堕おちる希望なのだ。

　ならば、下へ手たに気持ちを昂たかぶらせるより先に、本当のことを伝えた方が皆のためになるのではないか……そんなことを俺は思ったのだった。

　が、無情にも、

『おっと、委員の方がパンを持って来たようですね…………こ、これは……？』

　競技の実じつ況きようを担当している放送部の生徒の動どう揺ようした声が、スピーカーを通してグラウンドに響き渡る。

　俺が真実を切り出す前に「現物」という最も明確で、そして最も残ざん酷こくな形で、グラウンドにいた全すべての人間に、その事実は打ち明けられてしまうことになった。

　──パンの山を載のせた配はい膳ぜん車を押しながら苺谷さんが、姿を見せたのである。

「お、おい……な、なんだ、アレ……？」

「まさかアレが、競技に使うパン……なのか……？」

「パン……じゃないといいな……」

　動揺。困こん惑わく。そして、一ひと握にぎりの願い。

　様々な感情が入り混じる。

　ざわめきは、波は紋もんのように広がる。均等に、円を描えがくように。

　グラウンド中に。

「ついに、始まっちまった……！」

　誰だれも目を離はなせなかった。だって、これからやる競技のことを考えれば、苺谷さんがここで持って来たモノは、パン食い競走に使うパン以外とは考えられないのだから。

　いや、違うか。違うのだ。

　きっと──誰もが信じたくなかったのだ。まさか、このようなモノを学校の体育祭の競技の中で、ランナー達に食べさせるわけがない、と。

　しかし。

『あー、あー。責任者の三年、苺谷です。どうやら少しだけ混乱があるようなので、ご説明をさせて頂きたく思います』

　トラックのレーンの数だけ、パンを紐ひもでしっかりと固定し終わった後、今までにない謎なぞの緊きん張ちよう感かんに包まれていた生徒達に向けて（競技者だけではなく、応おう援えん席にいた他の生徒達や教員も含めて、だ）、つかつかと本部へ歩いて行った苺谷さんがマイクを持って、

『我々、女子体育委員はベストを尽つくしました。悪ふざけもしていませんし、今あそこに吊るされているモノを参加者の男子の皆さんに、食べてゴールして貰もらいます。要するに、わたしが何を言いたいかというと、』

　堂々と言い放ったのである。

『──This iこれはs a pan.パンです』




　真っ黒に焦こげまくっているだけでなく、上からデコレーションケーキの生クリームのように何故かマヨネーズの固まりがぶちまけられているパン。

　生き地じにワケの分からない物が混入されているらしく、極ごく彩さい色しき料理に慣れたアメリカ人ですら「ファッキンクレイジージャップ」とブチギレそうなケバケバしい色のパン。

　名状しがたい形をしたパン。

　中に皮すら剝むいていない茄な子すや人にん参じんやキュウリがそのままブッ刺ささっているパン。




　etc...などなど。

　そんな、パンの常識を見事に覆くつがえす物体を、苺谷さんはパンだと宣のたまったのである。

　そして、絶ぜつ妙みようなドヤ顔で言い放ったどこかの英語の教科書の例文を丸パクリにしたような台詞せりふを聞きながら、俺は思わず呟つぶやいていた。

「…………英語でパンは『panパン』じゃなくて『breadブレツド』じゃねーの」
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　始まったのは、阿鼻叫喚だった。

『どうして、こんな……！』

『あんまりだ……あんまりすぎる……ッ！』

『こんなことは許されない……』

　人の夢と書いて「儚はかない」と読ませるとするならば、そこにあったのは間ま違ちがいなく夢の終着点だった。いくつもの希望が、笑え顔がおが散っていく。

　無残に。

　まるで綺麗な花をへし折るかのように、容易たやすく。

　──障害物競走。

　それはコースに置かれた様々な障害を突とつ破ぱしながらゴールを目指す競技である。

　今回のプログラムで設けられた障害はバット、平均台、ネット、アメ玉、スプーン、パンの順番での六種類だ。

　バットを地面との支えにしてグルグルと十回転してからスタート。

　まず平均台を突破し、ネットを潜くぐり、小麦粉の中のアメ玉を唇くちびるでキャッチし、またバットでグルグルと十五回転してからスプーンにピンポン球を載せて走り、最後に吊るされたパンに手を使わず齧かじりついてゴールする、という形になる。

　これが男女参加の競技ならば、もう少し配はい慮りよがあったかもしれないが、今年は男子だけのエントリーであるため、運営側も容よう赦しやがない。特に競技者にとってかなりダメージの大きい「バット」を「平均台」と「スプーン」という平へい衡こう感かん覚かくが肝かん心じんな種目の前に配置しているのは非常に鬼き畜ちくな構成と言えるだろう。

　けれど一番の恐きよう怖ふは──最後に待ち受けている。おそらく、このプログラムを設定した委員達にとっても、全く予想外の結果として。

　俺の前に座っていた三年の先せん輩ぱいが、ぼそりと漏もらした言葉が、俺の心を強く打った。

『まるでオレ達、刑けいの執しつ行こうを待つ囚しゆう人じんみたいだな……』

　それは単なる来たるべき災さい禍かを喩たとえた言葉ではない。なぜなら、パン食い競走と囚人には、皮肉なまでに見過ごすことの出来ない共通点があるのだから。

　──つまり、どちらも、両手を拘こう束そくされる、ということ。

　吊るし上げたパンに口から齧りつく必要があるパン食い競走は、不正防止と競技の難易度を上げる目的で、予あらかじめ両手を後ろ手に縛しばっておくのが一いつ般ぱん的だ。囚人が手て錠じようで手首を拘束される一方、パン食い競走者は本人のハチマキでもって束そく縛ばくされることになる。

　鋼鉄と綿。

　冷たい金属と、体温と汗あせに濡ぬれた布切れ。

　その二つでは、あまりにも手首に食い込む感かん触しよくが違い過ぎる。

　けれど、身しん体たいの自由を奪うばわれ、決して逃にげられない状じよう況きように追い込まれる──まさに運命的な酷こく似じと言えるだろう。ただの偶ぐう然ぜんでは済まないはずだ。

　しかも、である。

　料理を食べる者がいれば、もちろんその料理を作った者もいる。そして──パン食い競走に挑いどむ男子達の手首を縛るのは、運営スタッフである当の女子体育委員達なのである。

『ね、ねぇ……雪那ちゃんは、どれを作ったの？』

『ん？　わたしはキュウリとか茄子の入っている奴やつとか』

『へ、へぇ……え、栄養満点だね……』

　障害物競走はグラウンド一周半程度の距きよ離りなので、最終種目であるパン食い競走はスタート地点と同じ位置からのスタートになる。

　だから二人が話している声が、順番待ちをしている俺の耳にも入ってきた。

『でしょー。わたし、少しベジタリアンなんだよねー……ここだけの話、他ほかの先輩とかが作ったパンって、マズそうなの多いよね。男子可か哀わい想そう。まともに食べられそうなの、わたしの奴くらいじゃないかなぁ』

『えっ……』

　丁度、お目当てらしき女の子に手首を縛って貰っていたらしい一年の男子が、ビクッと肩かたを震ふるわせた。彼女の言っていることが、きっと理解出来なかったに違いない。

　基本的に──メシマズな彼女たちは、自分の作った料理を自分でおいしく頂く子がほとんどだ。だからこそ、ソレが他人から見ておかしいことに、中々気付かない。この委員の子も、まさしくそのタイプらしかった。

　そして、両手を後ろ手に縛られ、よたよたと走り出した一年の男子は吊るされたパンの場所へと走って行き、顔面を蒼そう白はくに染めて、天を見上げる。

　が、すぐさま意を決したように──生のキュウリと茄子が突つき刺さった、幼よう稚ち園えん児じが休み時間に油あぶら粘ねん土どで作ったような哲てつ学がく的な形をしたパンへと齧りついた。

　──彼の、声にならない悲鳴のようなモノが、ここまで響ひびいたような気がした。

「…………見てられねぇ」

　思わず、俺は顔を背そむけた。それは、あまりにも辛つらい光景だった。

　けれど。

「愛内くん」

　トントン、と肩が指で叩たたかれる。俺は振ふり返った。すると、そこには体育委員の腕わん章しようを細い腕うでに付けた花菱カロンの姿があった。

「出番。そんなところで遊んでないで、早くコースに並んで」

「いや、ちょ、ちょっとまだ、心の準備が……！」

「いいから、早くして。時間が押している」

「……はい」

　──あまりにも、無む慈じ悲ひな言葉が俺にトドメを刺した。

　トラックへと追い立てられた俺は、一人残らず（もちろん、俺も含ふくめて）虚うつろな表情をしている男子生徒達と共にスタートの位置へと着き、そして──
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　見事なまでに、絶望に打ちのめされた。

「かっれええええええええええええ……死ぬ、マジ死ぬ！　っつぁああ、忘れてた！　グラウンドには水なんかねぇのか！　畜ちく生しようッ！」

　俺が食ったのは花菱の作った「ただひたすら辛いだけのパン」だった。

　おそらくは生地にデスソースか何かを塗ぬり込め、真っ赤に焼き上げたパンの中身を刳くり貫ぬいて、更さらにこれでもかというくらいに辛から子しやらマスタードやらを注入したに違ちがいない。

　ひたすら辛から味みに特化した味覚を持つ《激げき辛から料理》の花菱ならば、こんな物体ですら汗あせ一ひと粒つぶ垂らさず完食出来るのだろうが……そんなことは常人には不可能だ。

　こんなことならば、変な同情心なんて出さなければ良かった。

　なにしろ花菱の作ったパンは、競技開始の時からずっと吊るされていたにも拘かかわらず、一見して「死ぬほど辛そう」な雰ふん囲い気きと刺し激げき臭しゆうを放っていたせいで、全競技者の中でもラストの方で走った俺の番まで、誰だれにも食べられることなく残っていたのだ。

　やはりメシマズパンは数あれど、花菱の作るモノ……更に具体的に言えば、元々俺と親交のある女子が作る料理のマズさは別格だったということだ。

　とはいえ、いかに自分の作ったモノが他人に受け入れられないとしても、ソレが延々と残り続けているのを見るのは、辛つらいことに違いない。ここ数ヶ月、数多あまたのメシマズ料理を何の因果か食べまくって来た俺は、感覚的にそれを理解していた。

　結果、俺は「どうせどれもマズいのは分かり切っているし」と、花菱の作ったパンにかぶりつき、見事に一位をゲットしたわけだが……既すでに、後こう悔かいし始めていたりするわけで。

「あ、葉介。いたいたー」

「ん……べ、紅緒？」

　水飲み場で数分間、オアシスを見つけた砂さ漠ばくの民たみのようになっていた俺は、頭の上の方から名前を呼ぶ声に気付き、顔を上げた。

　すると紅緒が俺に向かって、手を振っていた。

「葉介！　こっちこっち！」

「……？」

　というか、手招きをしていた。

　俺は訝いぶかしみながらも、とりあえず呼ばれたので紅緒がいる方へと足を進める。俺を呼びに来た、ということだろうか。それは何な故ぜ……？

　そして、招かれるままに歩いて行ってみると、そこには──

「ヨースケ、どこにいっていたのですか？　ランチの時間になってしまいましたよ！」

「遅おそいぞ、葉介。阿あ呆ほうが。いつまでこの姉を待たせるつもりだ」

「兄さん……あの、カ、カッコ良い走りっぷりでした……ボク、凄すごく感動しました……」

　何とも、見慣れた面々が勢せい揃ぞろいしていた。

「あ……！」

　状況を理解した俺は、自然と校舎の時計を確かく認にんしていた。

　──既に時間は十二時半を回っている。

　俺が水飲み場で花菱の作ったパンの辛からさに悶もん絶ぜつしているうちに、午前の最終プログラムである部活対たい抗こうリレーは終しゆう了りよう、結果として既に昼ラン食チタ時イムを迎むかえていたのである！

　そして体育祭の昼食といえば、家族で食べるのが一般的だ。

　イギリスからやって来た従い姉と妹こ──《英国家庭料理》──リリィ＝アップルガース。

　愛内家の小さな暴君、俺の七つ上の姉──《大食料理》──愛内龍子。

　東京に転校して来たばかりの一歳年下の妹──《昆こん虫ちゆう料理》──愛内華凪。

　つまり、今、俺と同じ家で暮らしている──他の女の子と比べても、尋じん常じようではないメシマズっぷりを誇ほこる彼女たちと！

「ん、じゃあ葉介、食べよっかー。皆みな、色々準備して来たみたいなんだけど、私も早起きして頑がん張ばったんだよねぇ。でも今日はね、自信作なんだ。かなりイケてると思う」

「あ、あれ。紅緒。お前、家の人来てないのか……？」

「うん。お父さんが急な出張でねー。お父さん、昨日の夜に体育祭で私のビデオ撮とるために会社辞やめるとか言い出して大変だったんだよ……。まぁ、そんなわけで、うちは家族が来られないから、ここで一いつ緒しよに食べさせて貰もらえることになったんだ」

　そして、もちろん忘れてはいけないのが、彼女の存在だった。

　香神紅緒は、パーフェクト幼おさな馴な染じみだ。

　眉び目もく秀しゆう麗れい、成績優ゆう秀しゆう、品行方正……紅緒に、欠点なんて一つだって存在しない。俺はつい最近まで、本気でそんな風に思っていた。

　思って、いたのだ。

　けれど、彼女には、どうしようもない弱点があったのだ。それは、他の長所を全すべてぶち壊こわしにするような致ち命めい的てきなまでの弱点だった。

　──香神紅緒は「マズい」という概がい念ねんが分からない。

　紅緒は食べ物であるならば、どんな食べ物であってもおいしく食べてしまうという、異次元の味覚を持ち合わせていたのである。

　もちろん、味覚だけではない。

　彼女の味に対する価値観は、一般的な常識から恐おそろしいほど懸かけ離はなれている。

　紅緒の作る料理は、もはや《超ちよう次元料理》とも言うべき存在で、けれど彼女は何とかして俺に心の底から「ウマい」と言えるような料理を作ってあげたいらしくて。

　──そして、俺はそんな紅緒のことを、心の底から応おう援えんしたいと思っていて。

「さ、食べて食べて！　絶対おいしいから！」

　輝かがやかんばかりの笑え顔がおで、紅緒が持って来た弁当箱を俺に手て渡わたした。

　この場で俺が食べることになる弁当は紅緒のモノだけではないはずだ。リリィや、姉さん、華凪の作った弁当も食べることになるに違いない。

　四つの弁当箱。

　その弁当を食べた時、俺が「ウマい」という反応を示すか、それとも「マズい」という反応を示すか、まだ蓋ふたすら開けていない現状では断言することは出来ない。

　そして、俺は知っている。

　──彼女たちの作るメシは、様々な理由でもって、大体マズいのだ、と。

　けれど、その料理が本当にマズいかどうかは、実際に料理をその眼めで見て、食べてみなければ分からない。もしかしたら、ウマい料理に出くわす可能性だってある。

　ある、はずだ。

　あって、欲しい。

　あったら……いいな……。

「じゃ、じゃあひとまず食べさせて貰うぜ……」

　そんな薔ば薇ら色いろの未来を夢見て、今日も俺は──彼女たちのメシに箸はしを付けるのだった。





（了りよう）
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「あ～……、わっかんねえなぁ」

　火の点ついていない煙草たばこを口にくわえた、しかめっ面つらの女がいる。

　不純物のない氷のような髪かみは真っ直すぐに垂れさがり、結ゆわえてもいないので麗うるわしい顔がん貌ぼうは前まえ髪がみでやや隠かくれてしまっている。図ずう体たいは立派だが姿勢がよくなく、猫ねこのように背中を丸めている。髪と同色で彩いろどられた制服の腰巻きスカートも寸法が細長く、足首のあたりまで覆おおっている。肉づきの薄うすい胸むな元もとや尻しり。

　どこか全体的に、氷柱つららのような女だった。

「あ～、う～、あ～」

　女は呻うめき声をあげると、頭をぐしゃぐしゃと乱暴にかき混ぜる。

　腰こしかけているその膝ひざの上には分厚い日記帳が置かれており、傍かたわらには付ふ箋せんがいくつも貼はりつけられた辞書がある。日記帳に並んだ蚯蚓みみずがのたくったような異国語を、女は睨にらみつけて必死に翻ほん訳やくしようとしている。

「頭痛くなってきた──」

　やがて諦あきらめたのか、くわえたままの煙草に、取りだした燐寸マツチで火を点けようとする。

「あぁ、禁きん煙えんしてるんだった」

　燐寸をふって火を消すと、長い前髪の隙すき間まからぼんやりと、眼前の景色を眺ながめる。

　天下分け目の関ヶ原の合戦が、豊臣側の勝利で終結してから四百年。

　合戦において豊臣側が使用した禁断の兵器『時空間爆ばく弾だん』によって国土は汚お染せんされ、また変異した遺伝子によって異能力を授さずかった新ミユ人ータ類ントたちが生まれ始めた。

　豊臣側はそういった異能力者たちを宝として全国津つ々つ浦うら々うらからかき集め、国の中心──大おお阪さか城に丁てい重ちように保存し、愛めでている。

　異能力者である少女たちが集められた『大奥』──正式名めい称しよう、大奥女学院。

　少女の眼前に広がるのは、そんな歪いびつな愛の巣ハーレムである。

　名目上は学院であるため、校舎じみた建物がいくつも並ぶ。典てん雅がな庭園には色とりどりの花が咲さき乱れ、あちこちに見目麗しい少女たちが遊ぶ。

　けれど、ここは間ま違ちがいなく浮うき世から隔かく離りされた箱庭ハーレムなのだ──視線を上に向ければそこには透とう明めいな紗しや幕まくがかかり、外界から完全に隔離されている。敷しき地ちの周囲には威い圧あつ的な塀へいが聳そびえ、唯ゆい一いつの外との経路である大阪城への門は常に屈くつ強きような衛兵たちが守備している。

　ここは、上っ面だけをきれいに整えられた牢ろう獄ごくである。

　女は、そんな『大奥』の中央に位置する時計台の天てつ辺ぺんに、腰かけている。『大奥』のどこからでも見える、大阪城そのものを除けば最も背の高い建造物だ。

『大奥』にきたばかりの生徒たちは喜んでいちどは登り、けれど時計台には良い景色以外は何もないと知るとやたら急な階段を上り下りする無意味を悟さとり、二度と近づかない。

　とくに最近は、女が常にこの場所に陣じん取どっているので、女を恐れた他ほかの生徒たちはまったく時計台に寄りつかなくなった。

　ゆえに、いつでも人ひと気けがなく──だから、女はここが気にいっていた。

　時計台の内側ではなく、その屋根のうえに腰かけている。

『大奥』の全景を見るともなく見ながら、日向ひなたぼっこする猫のように。女の真下では時計台、の名前の元になったおおきな丸時計が、ちょうど正午を告げていた。

「腹、減ったなぁ──」

　切なそうにつぶやくと、女はくわえた煙草を「がじがじ」と囓った。

　瞬しゆん間かん、突とつ風ぷうが吹ふき、気をゆるめていた女の手元から日記帳を攫さらった。

　ゆるく綴とじられていた日記帳は派手に散らばりながら舞まいあがり、女は「あっ──」と血相を変えて手を伸のばしたが。

　それに先んじて、女の真横から誰だれかの手のひらが差しだされる。

　その手のひらに吸引されるように、飛び散った紙が集められ、束ねられる。

　不自然な現象だったが、べつだん女は驚おどろかない。

　いつの間にか傍らに立っていた人物を──長い前髪の隙間から、見あげた。

「よぉ、金きんさん。あんたもサボり？」

「小難しい授業は好かん」

　応こたえたのは、いつの間にか出現していた少女である。

　威い風ふう堂どう々どうと、仁に王おう立ちしている。

　見目麗しい美少女たちが集められた『大奥』においても屈くつ指しの、煌きらびやかで華か麗れいな見み栄ばえ。どういう理り屈くつなのか、比ひ喩ゆでなく実際に輝かがやいている。黄金こがね色いろの長い髪を頭の横で結わえ、制服にも黄金をあしらっている。獅し子しのたてがみのような首巻きマフラー。

　艶なまめかしさよりも威い圧あつ感かんをおぼえる立派な胸元で腕うでを組むその少女は、『金きん獅じ子し』と呼ばれている。『大奥』の生徒たちは本名を捨て、過去を忘れ、源氏名を得て新生活を始める。『金獅子』はそんな生徒たちの羨せん望ぼうと憧しよう憬けいを一身に受ける、『大奥』の頂点だ。

　太陽のような、存在であった。

「煙草は身体からだによくないぞ、『雹ひよう虎こ』」

『金獅子』は眉まゆをひそめ、氷柱のような女に呼びかける。

　それが女の、『大奥』での呼び名だ。

「くわえてるだけだよ」

　火が点いていないことを示すように、煙草を上下に動かして、『雹虎』は応える。

「禁煙してんだよ。お陰かげで、腹ぺこでたまんねぇよ」

　お腹なかをさすって、立ちあがる。

　背の高い『金獅子』を横目で眺めて、その手から紙束を奪うばいかえす。丁てい寧ねいに、日記帳として綴じ直して、ほっと一息ついた。

『金獅子』はすこし目を丸くして、ついでというように封ふう筒とうを差しだしてくる。

「おまえに、また試合が組まれてるぞ。それを、伝えにきたのだ。『雹虎』、おまえ近ごろ連戦ではないか──いくらおまえが強いとはいっても、身体がもたんだろう。いつか死ぬぞ、無む茶ちやが過ぎる」

　心配そうに。

「おまえは、破は滅めつ的だ。なぜ、そう生き急ぐ？」

「おおきなお世話だよ」

　うるさそうに手をふる『雹虎』が、大事そうに抱だきしめた日記帳と辞書を、『金獅子』は興味深そうに眺めた。

「おまえ、こんなとこで何してたんだ？　辞書を持っているようだが──外国の本の、翻訳でもしていたのか？　規則違い反はんだぞ？」

　鎖さ国こく政策を敷しいているこの国において、異国の知識に触ふれることは禁じられている。

　なのに『金獅子』は、あっけらかんと。

「よければ、手伝ってやろうか？」

「金さんに手伝ってもらったって、何の足しにもなんねぇや」

　皮肉げにくちびるを歪ゆがめて、『雹虎』はあっさりと前に歩を踏ふみだした。

「ほんじゃあ、な──優等生お姫さま」

　高い時計台の屋根から、真っ逆さまに飛びおりる。

　投身自殺のように。自ら望んで、喜んで死に向かうように。

『雹虎』の長い髪と制服の腰巻きスカートが、舞い踊おどった。

「いつものように──ちょっくら、殺やってくらぁ」

『大奥』の異い端たん児じ、序列三位『雹虎』。

　四百年の歴史を誇ほこる『大奥』史上で、最も血にまみれ──おぞましい大罪を為なしたことから、侮ぶ蔑べつと恐きよう怖ふをこめて『地じ獄ごくの第三位』と呼ばれた女である。
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　奇き妙みような空間だった。

　広々とした部屋である。あちこちに机や椅い子す、黒板や使い古した教科書類が配置されている。部屋の壁かべにはちいさな画デイス面プレイと奥へ繫つながる扉とびら、逆側には透明な硝シヨ子ーケ壁ースがあって、そこから内部を覗のぞき見られるようになっている。

　動物園か、水族館のように。

『死し聴ちよう覚かく室』などと呼ばれるその空間は、『大奥』の少女たちが血まみれの殺しあいを演じる舞ぶ台たいである。

　基本的に強大な異能力を宿している『大奥』の生徒たちは、この場で技わざを競きそいあい、『大奥』での地位──いわゆる序列を上下させる。強ければ強いほど、勝てば勝つほど名声と権力を得られる仕組みである。

　その裏には権けん謀ぼう術数渦うず巻まく諸大名の思おも惑わくがある。刀狩がりなどで武力を奪われ、また戦争を禁じられた大名たちは『大奥』に送りこんだ姫君たちを争わせることで、それぞれの権けん威いを示す。いわば、これは諸大名たちの代理戦争なのだ。

『大奥』の姫君は、名目上はこの国の頂点──将軍の妻である。序列一位は本妻であり、次代の将軍を産む胎はらとなる。そんな本妻の父である大名は将軍の父となり、最高権力を牛ぎゆう耳じることができる。

　そのために諸大名は己おのれの子らを鍛きたえあげ、異能力を受け継つがせ、こぞって『大奥』に送りこむ。また出スポ資ン者サーと呼ばれる立場となり、自国の姫君に多額の援えん助じよを行う。

　その見返りとして、武器を奪われ凄せい惨さんな殺しあいの場がなくなったこの国において唯一──行われる本物の戦せん闘とうを喜んで観戦し、また賭かけの対象とする。

　巨きよ額がくの金が飛び交かい、陰いん謀ぼうと欲よく望ぼうがとぐろを巻く、それが『大奥』である。

「ひぎゃぁぁああああああ!?　うぎぃいいいい!?　んぎゃああああああ!?　お願いします勘かん弁べんしてくださいもう負けだからあたしの負けだからぁぎゃあああああああ!?」

　酷ひどい有り様の少女が、そんな『死聴覚室』を逃にげ惑まどっている。

　両りよう腕うでは肘ひじから先が失われ、身体のあちこちから出血している。可愛かわいらしい顔は涙なみだや洟はなやもろもろで汚よごれ、化け粧しようが崩くずれてしまっている。

「るっせぇ～なぁ……」

　こちらは無傷の『雹虎』が、長い髪を鬱うつ陶とうしそうにかきあげながら言った。

　氷色の髪。長細い制服。氷柱のような、その見た目。

　戦闘時にのみ身にまとう雪景色のごとき純白の特とつ攻こう服には、『戦国風雲児／刑けい罰ばつ執しつ行こう人／地獄の第三位』などと、荒あら々あらしい筆ひつ致ちで描えがかれている。あの『金獅子』に「おまえはもうちょっと自分を飾かざりたてろ」と無茶を言われ、贈りプレゼものントされて、それから着ている。

　そんなに嫌きらいな感じセンスではなかった。

　威圧感があるから、戦う相手が怯おびえてくれる。

　仕事が、楽に済む。

　散歩でもするような気楽さで、這はい回って逃げる少女を追いかける。

「ぅひいっ──」

　攻こう撃げき、というより嫌いやなものを遠ざけるため子供が地じ団だん駄だを踏むように、少女がでたらめな蹴けりを放った。完全に、怯えきった様子である。

　だがその蹴り足は『雹虎』に触れる寸前、見えない壁に遮さえぎられたように停止する。

　そして直後──粉々に砕くだけた。

　血と肉が飛散し、『雹虎』の周囲を粉雪のように舞った。

「何よ何よ何なのよこれぇえええ!?　ず、ずるいわ！　意味わかんないんだけどぉ!?」

「『ずるい』って言われてもなぁ──」

『雹虎』はぼやきながら、足を真っ直すぐ突つきだす任俠ヤクザ蹴りキツク。

　その爪つま先さきに触れた瞬間、哀あわれな少女の腹部が弾はじけ飛び、ごっそりと抉えぐれた。

「おぐっ──」

　衝しよう撃げきで後ろ向きに転がり、床ゆかに頭を擦こすりつけて、少女は嘔吐えずいた。内臓の大部分が、おおきく損傷している。可愛らしかった少女は、すでに面おも白しろ半分にあちこち囓られたお煎せん餅べいのようだった。

『死聴覚室』をぐるりと取り囲んだ硝シヨ子ーケ壁ースの向こうでは──地獄の刑けい罰ばつじみた光景に、さしもの猟りよう奇き趣しゆ味みの観客たちも息を吞のみ、震ふるえあがっている。

　彼らは美少女たちの血湧わき肉躍おどる華麗な戦いを期待していたのだ、猛もう獣じゆうが小動物を食い散らかすのを見にきたわけではない。

　こんなものは、闘とう争そうですらない。

　ただの、一方的な廃はい棄き処分である。

「しっかし面めん倒どくせぇな、たしか、おまえの異能力は『不死身』だっけか──」

　苛いら立だたしげに煙草たばこを嚙かむと、『雹虎』は間近から少女を見下ろした。

「ちゃんと死んでくんないと、いつまでもお仕事が終わんねぇんだけど？」

「う、うう！　さ、殺さつ人じん鬼きめ！　あたしが何したっていうのよぉ!?」

　すでに少女は戦意を喪そう失しつし、涙ながらに罵ば声せいを浴びせることしかできない。

「このっ、点取り虫！　他ほかの生徒を狩かって上層部に犬みたいに尻尾しつぽ振ふってさ！　恥はじ知らずっ、地獄に堕おちろ……！」

「地獄になら、とっくのむかしに堕ちてるよ」

『雹虎』は長い前まえ髪がみで表情を隠かくしたまま、断頭台ギロチンの刃やいばのように足を振ふりあげて。

「ま。その頭を潰つぶしてやれば、せめてその減らず口はなくなるかね？」

「ひっ──」

『不死身』の少女も、頭部を失えば生きてはいけないのか、これまで以上に怯えた。苦労して這って硝シヨ子ーケ壁ースに頭をつけて、観客たちに救いを求める。

「嫌っ、死にたくない！　助けて！」

　その視線が、硝シヨ子ーケ壁ースの向こうに立つひとりの男に向いた。

　苛か烈れつな戦いに観客たちは恐おそれを抱いだき、後ずさっている。そんな情けない男たちのひとりに、哀れな少女は手を伸のばす。

　硝シヨ子ーケ壁ースに涙で汚れた頰ほおをつけて、かりかりと引っ搔かき、決して届かぬ向こう側へ。

　熱願する。

「ねぇ、助けて！　お願いだったら、ねぇっ……！」

『大奥』における通常の試合は──序列をかけた一対一の戦いか、あるいは記念日などに行われる将軍御ご前ぜん試合と呼ばれる乱取りだ。

　だが今回のこれはちがう──執しつ行こう戦、と呼ばれる特とく殊しゆな取り組みである。

『雹虎』は刑罰執行人という特別な立場にあり、『大奥』上層部の指示のもと、罪を犯おかした他の生徒を処断する役割に任じているのだ。

　この少女は、罪を犯した。

　その裁きが、刑罰が──この試合である。

　ではいったい、彼女はどんな罪を犯したのか。

「あれ？　どこ行くのよ、助けてよ！」

　少女が呼びかけた男は、巻きこまれてはたまらぬ、とばかりに踵きびすを返して脱だつ兎とのごとく逃げていく。それを見て、少女の瞳ひとみに絶望の色が混じる。

　か細く震えて、少女は悲痛に呻うめいた。

「何でよ、見捨てないでよ。噓うそつき、あたしを愛してるって言ったくせに──」

　その言葉を、まるで遮るみたいに。

『雹虎』はおもむろに、あちこちに転がった椅子のひとつを拾いあげた。そして、思いっきりちからをこめて少女めがけて投げつける。

「うぎゃん!?」

　妙みような悲鳴をあげて、椅子が頭部に直ちよく撃げきした少女は白目を剝むき、失神した。

　ずるずると、硝シヨ子ーケ壁ースに涙と血の尾おをひいて、崩れ落ちてしまう。

【勝者『雹虎』】

　壁に埋うめこまれた画デイス面プレイに、素そっ気ない文字列が表示される。

『大奥』での試合──いわゆる血ち塗まみれ処女おとめ対たい盤ばんの規則は、相手が死亡するか戦闘不能に陥おちいれば、あるいは降参すれば勝利というものである。気絶した少女は戦闘を継けい続ぞく不能と判断され、『雹虎』に軍配があがったのだ。

　少女はぴくぴくと痙けい攣れんしているが、生きてはいるようだ。

『不死身』と嘯うそぶくのも頷うなずける、たいした生命力である。

「勝ったのに拍はく手しゆのひとつもなし、ね──まぁ、いつもどおりだけど」

　とうに観客たちは逃げ去り、あるいは残ったものも絶句し動けぬ。

　そちらを一いち瞥べつし、すぐに目を逸そらして、『雹虎』は少女のそばにしゃがみこんだ。

　彼女が最後に助けを求めた男の姿は、すでにない。

　見捨てられた少女に、『雹虎』は小声で囁ささやいた。

「よかったじゃん。きっちりと、失しつ恋れんできて。これで前に進める。片かた想おもいってのはさ、ぐるぐる独りぼっちで迷子になってるみたいなもんだからさ……」

　少女の意識はない、聞こえてはいないだろう──だから、これは独り言だ。

　見た目ほど楽な戦いではなかった。この少女は鍛えあげられた戦士だった。『雹虎』の異能力は消しよう耗もうが激しいし、毎日におよぶ連戦が、身体からだを確実に蝕むしばんでいる。

　目め眩まいをおぼえ、『雹虎』は硝シヨ子ーケ壁ースに頭を預ける。

　くわえたままの煙草に、火を点つけようとして。

「禁きん煙えん、してるんだった。煙草は、身体に悪いもんなぁ──」

　ぼやくと、つまらなそうに天てん井じようを仰あおいだ。
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『死聴覚室』での取り組みが──否いな、一方的な刑罰執行があった翌日である。

　氷柱つららのような女、『雹虎』は授業に出席していた。

　名目上は教育機関である『大奥』には午前中のみだが、授業が設定されている。華か道どうに茶さ道どう、炊すい事じ洗せん濯たくなどの花はな嫁よめ修しゆ業ぎようめいたものから、それぞれの生徒の要望や学力にあわせた専門分野の教育が受けられる。

　ただし『雹虎』が諸事情あって最も興味のある、異国語の授業などは、用意されていない。鎖さ国こく政策が厳しいのだ。外国の知識を得ることは、罪である。

　ゆえに『雹虎』はふて腐くされるように、いちおう出席してはいるが教師のご高説などまるで聞かず、教室の机に足をのせて目元を教科書で覆おおい、爆ばく睡すいしていた。

『大奥』では闇やみ討うち・暗殺・騙だまし討ちなど日常茶さ飯はん事じだが、『雹虎』に手をだす愚おろかものなどおらず、他の生徒たちは誰だれもが眠ねむれる虎とらが目覚めぬよう祈いのりながら、ひっそりと授業を受けていた。

　ある意味では平和な、のんびりとした風景のなか──。

「んあ……？」

『雹虎』の身体を、誰かが揺ゆさぶった。

　ぼんやりと『雹虎』は目覚めて、それから慌あわてて身を起こす。

　集中していなければ、己は接せつ触しよくしたあらゆるものを氷結させ──粉々にする。

　それが、『雹虎』の異能力である。

　触ふれて、無事に済むわけがない。

　そのはず、なのに──。

「んん？」

　違い和わ感かんをおぼえて、目を見開いた。

　自分を揺り起こそうとしている何者かは、見たところまるで平然としている。そのことが、まず変だが。それよりも、その人物があまり『大奥』では見慣れぬ風ふう貌ぼうをしていたので、もういちど驚おどろいてしまった。

　異国風の、少女である。

　顔立ちがあきらかに、日本的ではない。ふわふわした小麦色の髪を、ぞんざいに三つ編みにしている。あどけなく幼気いたいけなそばかす。ぱっちりとした双そう眸ぼうは、何だか常に驚いているような三白眼だ。なぜか、未発達な肢し体たいには水着しかつけていない。

　まだ幼い、十歳にもなっていないような童女である。『大奥』の生徒たちは遺伝子が変異した新ミユ人ータ類ントであり、性せい徴ちようを見せずに子供っぽいものも多いのだが、それにしたって仕草も何もかもあからさまに子供だ。

『大奥』はうっかり迷子が入りこめるような立地でもないし、こんな目立つ風貌の少女を、それなりに『大奥』で長く暮らしている『雹虎』が知らぬわけがないのだが。

　誰だっけ。見覚えがあるような、ないような──。

　寝ね惚ぼけた頭で思案しながら、つい習慣で口に煙草をくわえて。

「あ。禁煙してるんだった……」

　ぼやいて、『雹虎』はまじまじと目の前の少女を眺ながめた。

　少女は困ったようにこちらを見み据すえて、そっと封ふう筒とうを差しだしてくる。またぞろ『大奥』上層部に試合を組まれたのか、この少女はそれを伝える使者なのかしらと小首を傾かしげつつも開くと、封筒には手紙が入っていた。

『雹虎』とそれなりに親しく交流のある──序列二位、『絲妃あらくね』からの手紙だった。

　ちまちまとした、几き帳ちよう面めんな筆ひつ致ちだ。

　その文面を読み、『雹虎』は理解する。

「ふぅん、『絲妃』のやつが拾ってきた子供ガキねぇ」

　ふらふらと『大奥』の外を放ほう浪ろうする癖くせのある『絲妃』は、先日、長なが崎さき出で島じまという特殊な地域で異国人の子供を拾ってきたらしい。

　その子供──どうやらこの『雹虎』に手紙を届けにきた三つ編みの少女を育ててほしいと、依い頼らいする内容の手紙であった。

「……あたしが子育て？　何の冗じよう談だんだよ？　つうか、何であたしよ？」

　──この子なァ、異国人やから、日本語が不自由やねんよ。せやから、教えたってほしいねん。そういうのは、あんたが適任やろ──どういう意味かは、わかるよなァ？

　などという得体のしれぬ言葉で、『絲妃』からの手紙は締しめられていた。

　あまりにも唐とう突とつな申し出に、『雹虎』は当とう惑わくするしかない。

『絲妃』は何かと悪わる巧だくみをするのが好きなやつだから、よからぬ陰いん謀ぼうに荷か担たんさせられている気がして、不安である。

　だが異国風の少女は、すっかり『雹虎』に預けられるつもりになっているらしい。

　こちらを無む垢くに見つめて──口を開いた。

「●×△、■[image: ]☆！」

　と聞こえた。異国語だ、まるで意味がわからなかった。

「え？　何？」

　ぐいぐいと制服の袖そでを引っぱられるので、『雹虎』は身を起こした。

　ちいさな少女は、やはり捨てられた子こ猫ねこのようにびくびくと怯おびえて、『雹虎』の腰こしのあたりにおでこを押しつけてじっと動かなくなる。

「○▽◇……姉様」

　不意に、きれいな発音の日本語が口にされた。

「姉様、姉様──」

「『姉様』だぁ？　あたしのこと？」

『雹虎』は変なものでも食べたように、顔をしかめる。

「せめて『姐ねえさん』って呼べ、『大奥』ではそうするんだよ」

「ネエ、サン？」

　ばくぜんと伝わったのか、幼女は「ネエサン、ネエサン？」と繰くりかえしている。

「おう、『雹虎』姐さんだ。お嬢じようちゃんは、名前は何て～の？」

　言いながら、『雹虎』はちいさな少女を両手で抱だきあげる。

　羽根のように、軽い。

　少女は驚いたのか「○×△！」と異国語で喚わめきながら、『雹虎』の顔面を引っ搔かこうとする。まるで拾われたばかりの子猫だ。

　虎と呼ばれた己おのれが子猫を育てる、その構図はどこか洒落しやれがきいていて愉ゆ快かいだ。

　少女が心底から嫌いやがるような表情を見せているので、すこしだけ態度を和やわらげた。少女は、不信感のかたまりのようだった。怯えきった目をしていた。

『絲妃』の手紙には、この子は長崎出島の見み世せ物もの小屋で育ったとあった。きっと、おぞましい嘲ちよう笑しようと軽けい蔑べつと、想像したくもない侮ぶ蔑べつを浴びて育ってきたのだ。

　誰からも愛されることなく。

　虐ぎやく待たいされた子供そのものの少女に、『雹虎』は何とも言えない気分になったが。

　それ以上にやはり不思議なのは、『雹虎』に触れても少女がちっとも凍こおりつかず、まるで平気そうにしている点である。

　その謎なぞは、直後に解き明かされる。

「☆◆×！」

　少女の全身から、紅ぐ蓮れんの炎ほのおが噴ふん出しゆつした。

　それは机や床ゆかに飛び火し、めらめらと燃やす。どうも、少女は高熱をおびているらしく、『雹虎』の氷結能力を緩かん和わしているらしい。対極に位置するふたりの異能力が衝しよう突とつして、周囲に水蒸気がたちこめた。

　周りの教師や生徒たちが悲鳴をあげ、教室外へ退たい避ひしていく。

「ふぅん、それがおまえの異能力か──お嬢ちゃん」

　異能力が中和しあって、互たがいに干かん渉しようできない。成る程ほど、『絲妃』がこの少女を自分に預けた理由はこれであろう、と『雹虎』は納なつ得とくする。

　炎を生じさせ、操あやつる。それは強大な異能力だ。少女はそれを、あまり制せい御ぎよできていない。ふつうの人間がこの少女の相手をすれば、黒くろ焦こげにされてしまう。

『絲妃』も持て余し、『雹虎』に預けたのであろう。

　思いつつ、少女の炎で口にくわえた煙草たばこに火が点いていたので、禁煙してるしなぁ──と『雹虎』は煙けむりをあげるそれを、少女のくちびるに差しこんだ。

「▼☆●!?」

　少女はびっくりしたように悲鳴をあげ、激しく咳せきこむ。

　ほとんど日本語を話せないらしい、火薬庫のような少女を育てる。自分もそんなに暇ひまではないというのに、厄やつ介かいな仕事を押しつけられたものである。

　とはいえ退たい屈くつな授業を受けるよりは何倍もましだし──個人的に、ある事情から子育てというものにすこし興味がないでもなかった。

　煙草を吐はきだしてやたらめったら炎をぶつけてくる少女を、まったく動じずに抱きあげたまま、『雹虎』はにっこりと笑った。

「暴れんなよぉ子猫ちゃん、せいぜい仲良くしようぜ？」

　そして獣けものどうしが親愛を示すように、少女のおでこに、自分のそれを重ねた。

　少女はやはり猫のような警けい戒かい心しんに満ちた瞳ひとみで、こちらをずっと睨にらんでいた。
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　奇き妙みような生活が始まった。

『雹虎』と、子猫のような異国の少女はゆっくりと絆きずなを深めていった。傍はた目めからは、たいへん珍ちん奇きな姿に見えたであろう。『大奥』で最も恐おそれられる『地じ獄ごくの第三位』、冷れい酷こく無比なる処しよ刑けい人が異貌の小こ娘むすめを肩かた車ぐるまし、廊ろう下かを歩く。授業を受ける。飯を食う。

　ときおり、異国の少女は『雹虎』の長い髪かみを引っぱり「あれは何だ」「これは何だ」と建物の飾かざりひとつひとつ、道行く他ほかの生徒のひとりひとりを指さして問い、『雹虎』は律りち儀ぎにたどたどしい異国語で応こたえる。そんな光景がよく見られた。

　何もかもが物もの珍めずらしいらしい異国の少女を、『雹虎』は血まみれの刑けい罰ばつ執しつ行こう人とは思えぬ優やさしい表情で、教え導いていた。『雹虎』は子育てという、これまで自分が為なしてきた人命を奪うばいつづける修しゆ羅ら道にはそぐわない、対極ともいえる面おも白しろい試みに夢中になっているようだった。四六時中、『雹虎』は異国の少女に寄り添そっていた。

　最初は頑かたくなに心を開かなかった少女も、だんだんと馴な染じんできて「ネエサン、ネエサン」と子猫が鳴くように、可愛かわいらしい声を響ひびかせていた。『雹虎』に、いつしか懐なついていた。

『雹虎』はぶっきらぼうだがちいさな子供をまるで宝物のように思っているらしく、異国の少女の要望は何でも聞き、また最優先にした。まるで、己の愛まな娘むすめのように。

　その目にいれても痛くないというような可愛がりぶりは、とくに親しい知人──『金獅子』や『絲妃』を呆あきれさせた。『地獄の第三位』が骨ほね抜ぬきになってしまったと。

　異国の少女もどんどん大だい胆たんになり、いまだ『雹虎』と『絲妃』以外のものを見ると怯えるが、ゆっくりとその生来の気質を見せ始めた。勝ち気で、繊せん細さいで、勇ましい。他の生徒や出スポ資ン者サーに嫌きらわれている『雹虎』には侮蔑や罵ば倒とうが投げかけられることがあったが、そんなとき異国の少女は「フーッ！」と牙きばを剝むいて威い嚇かくした。

　そのたびに、『雹虎』は彼女を愛いとしそうに、ぎゅうっと抱だきしめる。

　少女も長い三つ編みを猫の尻尾しつぽのようにふって、それに応える。

　猛もう獣じゆうの親子のように、ぴったりと寄り添って、ふたりは日々を歩んでいた。

　虎とらと猫の奇妙な共同生活は、和なごやかにつづいていく。

　和わ気き藹あい々あいと。

　まるで、こんな幸せな日々が永遠に終わることなどないかのように。
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　そんな噓うそみたいに平和な日々が、しばらく続いて。

　でも『雹虎』は、夢みたいな日常がそんなに長くつづくことはないのだと──知っていた。

　破は滅めつの兆きざしは、あった。

　だが『雹虎』はひたむきにそれを隠かくしていたし、異国の少女も『大奥』という環かん境きように馴染むことに精せい一いつ杯ぱいで、ちっとも気づかなかった。『雹虎』はひたすら少女を猫かわいがりして、少女は生まれて初めて愛されたみたいに、幸せそうにそれに応えてくれた。

　だからこそ。

『雹虎』は、傷を受けても決して痛みを面おもてにださぬ野や獣じゆうそのものに。

　じぃっと、耐たえていた。

　けれど、我が慢まんしきれずに──その内心を晒さらしてしまうこともあった。

　毎日、『雹虎』は少女をつれて、『大奥』の片かた隅すみに位置するちいさな塔とうへと向かっていた。地下に研究施し設せつを抱かかえた、後に『大奥』地下監かん獄ごくとして悪名を馳はせる不気味な建物である。この時代にはまだ、秘密の研究施設としての色合いが濃こかった。

　一いつ般ぱん生徒は立ち入り禁止。『雹虎』ほどの上位者でも、いちいち手続きを踏ふみ許可を得なければ近づくことのできぬ場所であった。

　そこでは、『大奥』では禁きん忌きとされている異国の知識が、技術が研究されている。蘭らん学者と呼ばれる異国を調べ究きわめんとする学者たちが全国から招しよう聘へいされ、詰つめていた。鎖さ国こく政策をとる幕府のなかに、そんな怪あやしげな研究施設が存在してはいけないからと秘ひめ隠され、隔かく離りされ、けれどたしかにそこにあった。

　かつて関ヶ原で豊臣側を勝利に導いた決戦兵器『時空間爆ばく弾だん』は異国の技術であるし、その副産物たる新ミユ人ータ類ントの少女たちもたくさんいる。『大奥』にとって異国の知識を得ることは計り知れぬ利益を生むし、研究をしやすい立地でもあった。

　そこに、『雹虎』は足あし繁しげく通った。

　名目上は、異国の少女に日本語を学ばせるため──である。異国語を話せぬ『雹虎』は日本語の教師としては力不足であるし、研究施設にいる蘭学者を頼たよったのだ。

　それは、異国の少女を預けてきた『絲妃』に頼たのまれたことでもあった。

　あの女が何を企たくらんでいるかはわからないが、『雹虎』には都合がよかった。

　ふつう、地下研究施設には一般生徒は踏みこめない。それは、『大奥』上層部に媚こびを売っている『雹虎』も同様である。

　だから異国の少女に日本語を学ばせるため、という大義名分が得られ──研究施設に足を運べるようになったのは、『雹虎』にとって僥ぎよう倖こうだったようだ。

　見るからに、『雹虎』は浮うき浮うきしていた。

　授業を終えると、『雹虎』は異国の少女を肩かたに担かつぎ、研究施設に向かった。毎日のように。珍めずらしくお化け粧しようをしておめかしをして、まるで恋こいする乙おと女めのようにはにかんで。足取りは軽く、いつになく饒じよう舌ぜつで、意味もなく異国の少女を抱きしめてくるくる回ったりした。はしゃいでいたのだ、『大奥』に悪名を轟とどろかせる『地獄の第三位』が。

　けれど帰り道は一転、しょんぼりとしている。いつも、肩を落とし暗い表情をして、ときおり泣いてすらいる。心配する少女の呼びかけにも応えず、自宅にしている長屋に帰ると布ふ団とんをひっかぶって寝ねてしまう。

　けれど翌日はまた復活し、上じよう機き嫌げんに研究施設に向かうのだ。

　少女はそんな『雹虎』の奇き態たいに目を白黒させていたが──。

　何を聞いても『雹虎』は応えてくれないので、どこかまだ人見知りをする少女は、何も聞かずに黙だまって寄り添っていた。後に少女は、それを深く後こう悔かいすることになるのだが。

　──行きはよいよい、帰りはこわい。

『雹虎』の口ずさむ童わらべ歌うたを覚えてしまうぐらいに、そんな日々を繰りかえして。

　その日も、『雹虎』と異国の少女は研究施設へと向かった。

　狭せま苦くるしい通路の最果て、最も厳重に隔離された一室に、ふたりで踏みこむ。

　最近、なぜか試合でもないのに『雹虎』は身体からだの線を隠すだぶだぶの特とつ攻こう服をいつもまとっていて、せっかくきれいにお化粧しているのに意味がない感じだ。

　少女が触ふれるのも嫌いやがるようになり、とくに腹部を隠しているようだった。

　怪け我がでも、したのだろうか。

『雹虎』はいつも部屋の隅すみっこに移動し、そこに置かれた安楽椅い子すに身体を預けて、まるで恥はじらうように眠ねむったふりをする。

　その間、少女は蘭学者に日本語を学ぶ。

　ごちゃごちゃと機械や得体のしれぬ薬液に漬つけられた動物の半はん透とう明めいな骨格などが並ぶ机に身を乗りだし、漢字の書き取りなどをしていた。

　その横では、蘭学者の男が丁てい寧ねいに少女の書き損じを指し摘てきしたり、きれいな発音の異国語で注意を促うながしたりしている。

　彼も、『雹虎』のほうは見ない。ふたりの間に、会話はなかった。けれど何だか不思議な繫つながりがあるのを、鋭えい敏びんに少女は感じる。ときおり、ふたりは視線を交かわしている。目があうと、逸そらす。どこかふたりとも上の空で、熱っぽい。

　少女はこのふたりのそばにいると、胸がどきどきした。

　切なくなって、お腹なかの奥が重くなって、居ても立ってもいられなくなる。

　だから少女は蘭学者の男のところに行くのが、あまり好きではなかった。落ちつかない。日本語を覚えきってしまえば、少女が完全に『大奥』に馴染んでしまえば、もうこの共同生活も終わりになる。『雹虎』は、少女の世話をする必要がなくなるのだから。

　それが嫌だった。

　だから少女は不ふ真ま面じ目めな生徒だった。いつまでたっても日本語を覚えることに一いつ生しよう懸けん命めいになれず、蘭学者の男を煩わずらわせた。

　そんな日々がつづき、いいかげんに焦じれてきたのか──ある日、蘭学者の男は煙草をくわえ、あきらかに苛いら立だった様子で。

　初めて、『雹虎』に明確な問いを発した。

「『雹虎』さん」

　異国語の発音はきれいなのに、どこか日本語はぎくしゃくとしていた。

「私の日記帳を、あなたが持ち歩いているという噂うわさを聞いたのですが──なぜ、私のところから持っていったのかはわかりませんが。異国語で記したので、読めないでしょう？」

　不器用そうな、この蘭学者の男の心そのものを表現するような、ぎこちなさ。

「ちゃんと翻ほん訳やく、できますか？　よければ、お手伝いしましょうか？」

　その言葉が、地じ雷らいだった。

　それは破は裂れつした、呆あつ気けなく。じりじりと導火線が燃もえ尽つきるようにして緊きん迫ぱく感かんを孕はらみながらつづいていたこの生活を、台無しにする一言であった。

　ばん、と『雹虎』は思いっきり壁かべを殴なぐった。

　彼女は恐るべき異能力者であるが、身体能力は常人をやや上回る程度だ。頑がん丈じような施設の壁は揺ゆるぎもせず、かわりに『雹虎』の麗うるわしい手のひらに血がにじんだ。

「あんたに──」

　だがそれに頓とん着ちやくせず、『雹虎』は唸うなった。

　けれどすぐに、思い直したように口をつぐむと、項うな垂だれる。

「あんたに迷めい惑わくはかけねぇさ……」

　立ちあがると、びっくりして両目を見開いている異国の少女の手を、とる。そして引きずるようにして、退室しようとする。

　蘭学者の男が戸と惑まどいながら呼びかけたが、『雹虎』は獣けもののように唸るだけだ。

「やっぱり、こうやって未練たらしくあんたに会いにくるべきじゃあなかったのかもね──もうぜんぶ、終わってるのに。あんたも、余計なことはもう考えずに、平和にのんびり研究でも何でもしてればいいさ、あんたの好きな研究を……」

　独り言のように、つぶやくと。

　蘭学者の男にふらりと歩み寄り、顔を近づける。そして、くちづけを交わすように──食いちぎるように、その口にくわえられた煙草たばこを己おのれのくちびるでもぎとった。

　嚙かみしめて、吐はきだす。

　異能力で吸い殻がらは氷結し、粉々になる。

「煙草は身体によくないよ、せんせえ──あたしも、あんたの真ま似ねして喫すい始めたけどさ、胸が苦しくなるだけで、不健康だからやめちゃったよ」

『雹虎』は、どこか祈いのるように。

「長生きしてよ。ねぇ、せんせえ──」

　そして異国語を、たどたどしく口にした。

「ばいばい」

　まるでか弱い女の子みたいに、儚はかなくつぶやくと、踵きびすを返した。

　あとから、異国の少女はこの不思議なやりとりを、何度も思いだす。

　そして、推測する。

　このとき『雹虎』はすでに、覚かく悟ごを決めていたのだと。

　否いな、ずうっと前から──きっと。

　なのに少女に付きあって、地じ獄ごくのような毎日を、生きていてくれた。

　幸せな日々は、もう間もなく途と切ぎれてしまうと、彼女は知っていただろうに。
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　むかし、『雹虎』は今よりずっと荒すさんでいた。

　破滅的、という言葉そのもののようだった。

　触れるものをことごとく氷結してしまう。その異能力に、家族すら怯おびえた。この世に生まれ落ちた瞬しゆん間かんに母親の胎たい内ないを氷結させ破は壊かいし、死に至らしめた。呪のろわれた子。罪の子。そう呼ばれて、怪かい物ぶつのように思われながら生きてきた。

　そして追放さながらに、この『大奥』に──地獄に、送りこまれて。

　魔ま物もののごとき生徒たちのなかでも、やはり『雹虎』は孤こ独どくであった。魔物のなかの魔物、怪物を捕ほ食しよくする怪物──その異能力ゆえに誰だれとも触れあえず、寂さびしかった。

　だから『雹虎』は愛されなかった子供が親に己を注目してほしいと、些さ細さいな悪戯いたずらを繰くりかえすように、素行不良に暴れまわり、上層部に目をつけられた。

　そしてあの地下研究施設に、実験動物として、送りこまれた。

　異能力を研究するための、ていのいい素材サンプル。『雹虎』がそこでどんな無む惨ざんな実験をされても、たとえ死んでも、誰も哀かなしまない。『雹虎』自身すらも。

　なのに、あの蘭学者の男は──。

　哀あわれな、実験動物として扱あつかわれる生徒こどもに、仏心をだしたのか。同情し、親身に接し、勉強を教えてくれた。ともに食しよく卓たくを囲み、他愛たわいない話をして、ずいぶんと『雹虎』を人間らしくしてくれた。

　感謝している。

　だから『雹虎』は、その男に夢中になった。好きになった。恋こい慕したった。あっさりと、ふつうの小こ娘むすめのように。自分でも、馬ば鹿か馬ば鹿かしくなるぐらいに。

　何でも悩なやみを相談した。自分のすべてを、差しだしても惜おしくなかった。

　けれど、所しよ詮せんは研究者と実験動物。その恋は、けして実らぬ片かた想おもいだった。

　そして『大奥』の生徒は、すべて名目上は将軍さまの所有物。将軍の、妻である。他ほかの男との逢おう瀬せなど許されることではなかった、それでも。

　気持ちを抑おさえきれなくなった。

　愚おろかで、他人を傷つける以外に何も知らなかった、野の獣のようだった『雹虎』は。

　初めて自分に触れてくれた、優やさしいひとを、傷つけることでしか愛せなかった。

　──ねぇ、せんせえ。

　──めちゃくちゃにしてよ。

　──もう嫌なんだ、生きてるのは。地獄みたいなこの人生がもう嫌なんだ。

　──だから、せんせえ。

　──お願いだから、あたしをめちゃくちゃにしてよ。

　甘えて。依い存ぞんして。愛してしまった。

　優しいあのひとは、応こたえてくれた。いっしょに、地獄に堕おちてくれたのだ。

『雹虎』は愛した男を深く傷つけて、望みどおりめちゃくちゃになった。

　可か哀わい想そうな女の子に同情し、手を差しのべてくれた男を、道連れにして。

　罪を、犯おかしてしまった。

『雹虎』が今もなお連戦を重ね、上層部におもねり、ご機き嫌げんを窺うかがっているのは、その罪を贖あがなうためだった。否、せめて罰ばつを与あたえられるのをすこしでも先延ばしにして──。

　何を期待していたのだろうか。

　こんな人生、うんざりしていたはずなのに。

　どうして生き恥はじを晒さらして、今日まで生きてきたのか。

「ネエサン？」

　呼びかけられて、『雹虎』は物思いから醒さめる。

　見ると、目の前で異国の少女が不安そうに、こちらを見あげていた。

『雹虎』が根城にしている、長屋である。『大奥』の片かた隅すみにある格安の物件で、不便で汚きたなく、いちおう全国から集められたお姫ひめさまである生徒たちには不人気なところだ。序列三位の『雹虎』はもっと豪ごう華かなお屋や敷しきめいたところにも住めるのだが、こちらのほうが気楽で、好んでいた。

　長屋の一室が風ふ呂ろ場ばになっており、『雹虎』はそこで異国の少女をはだかんぼにして、洗ってあげていた。野や獣じゆうのような少女はあまり入浴の習慣がなかったのか、最初のうちは拾われた子こ猫ねこそのものに抵てい抗こうした。他人に触れられるのを異常に嫌がってもいた。

　だが最近はおとなしく、むしろ喜んで泡あわまみれになっていた。

　きれいに洗ってやると、少女は異国のものらしい独特の面相ながらも、美しいと言えなくはない姿になった。それが嬉うれしくて、『雹虎』はよくともに風呂に入った。

　少女は、不思議そうに『雹虎』の身体からだを眺ながめていることがよくあった。おとなの身体が珍めずらしかったのか、それとも『雹虎』の肉体に生じていたある変化を──見守っていたのか。

　あるいは、『雹虎』の肌はだに刻まれた無数の疵きず痕あとが、興味をひいたのか。

　打だ撲ぼくのあと。切り傷。乳ち房ぶさすら左右でおおきさがちがい、まるでいちど切除されて繫ぎあわせたみたいにぎざぎざした疵痕があった。まるで拷ごう問もんされたみたいだ。日に日に増えていく、痛みのあと。それは『雹虎』が己に科した罰であった。

『雹虎』は敵の攻こう撃げきをほぼ完かん璧ぺきに防ぐので手傷は負わないが、ときには苦戦することもあった。異能力は血肉に宿る。『雹虎』は自ら血を流し、それを武器として用いる悪あく癖へきがあった。まるで、自らを痛めつけるように、それを楽しむように戦ってきた。

　それは『雹虎』の戦歴を物語る、無む茶ちやな生きかたをしてきた爪つめ痕あとだ。

　傷つき、消しよう耗もうし、蠟ろう燭そくが細くなるように『雹虎』は衰すい弱じやくしていた。

　連日にもおよぶ血まみれの殺しあいが、慣れぬ子育てが、蘭らん学者の男との張りつめたやりとりが──すべてが、『雹虎』を痛めつけていた。

　だが心配する少女を、『雹虎』はそっと抱だきよせる。

　傷だらけの、己のすべてで。

「だぁいじょうぶ、『雹虎』姐ねえさんは強いんだ。おまえは、何も心配しなくていい」

　それから、ふと気づいたように。

「いつまでも『おまえ』じゃ呼びづらいな、何か名前ねぇのおまえ。『絲妃』とかがつけてくれなかったのかよ。名前、わかる？　えぇっと、ね～む？」

『名前？』

　少女は、きょとんとする。

　見み世せ物もの小屋で育ち、人間扱いをされてこなかったらしい少女には、名前がこれまで必要なかったのかもしれないけど。

『名前、ありません。ここでは、源氏名、というので呼びあうのですよね？』

　異国語なので、『雹虎』には通じていない。

　けれど気持ちは、伝わるのだというように。

『よければ姐さんが、つけてくれませんか。わたしの、名前を』

　期待をこめて見あげられ、意図を察して、『雹虎』は鼻白む。

「名前、名前ねぇ──あたしが名付け親ねぇ、はは。面おも白しろいじゃねぇか、そうだな……」

　すこし、考えこんで。

「あたしが『雹虎』──虎とらだから、おまえは龍たつとかどうだ。龍、えぇっと。何ていうんだ異国語じゃあ。ど、どらごん？　わかる？　空飛ぶあれだ、飛ぶ、ふらい？」

『とドラゴんンフぼライですね！』

　にっこりと笑って、少女は喜んだ。

　びみょうに通じていなかったが、『雹虎』は少女が喜んだので満足して、「よしよし」と頭を撫なでてやった。

　そして、風呂場の天てん井じようを──ぼんやりと、眺めた。

「あたしも、何かひとつぐらい、残せたのかなぁ」

　つぶやいてから、不意に。

　口元に手を添そえて、呻うめいた。吐き気がこみあげているのか、身体を痙けい攣れんさせ、湯船に顔を突っ伏すようにした。少女が啞あ然ぜんとして、肩かたを揺ゆすってくる。

「ネエサン、ネエサン？」

「だぁいじょうぶ──」

『雹虎』はいつものように、吞のん気きに応える。

「だいじょうぶだから、おまえは笑ってろよ。どんなに苦しくても、泣くなよ。おめでたい、ことなんだから。ひとつだって、哀しいことなんかねぇんだからさ」

　言うと、また激しく嘔吐えずき、四し肢しを戦慄わななかせて苦しんだ。その肉づきの薄うすい股またの間から、血と得体のしれぬ体液が零こぼれている。髪かみを振ふり乱みだし、『雹虎』は喘あえいだ。

　少女はそれを、震ふるえながらただ見ていた。
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　そして、終わりは呆あつ気けなくやってくる。

　いつものように、上層部から送られてきた取り組みの通知。それは、いつもの簡素な茶ちや封ぶう筒とうではなく、分厚い、血に染まったような赤い封筒であった。その取り組みの内容を見て、『雹虎』は納なつ得とくする。ついに時間切れだ、と。

　上層部に媚こびを売り、他の生徒を殺しに殺しその生命を生け贄にえに捧ささげるようにして、繫つないできたこの人生。もう、お終しまいだった。『大奥』上層部は『雹虎』にこれ以上、生きることを望んでいなかった。『雹虎』は彼らの逆げき鱗りんに触ふれたのだ。

　平へい穏おんな千夜一夜は、この地じ獄ごくで見た夢は、ここで尽つきる。

『雹虎』は、『死し聴ちよう覚かく室』に珍しく早めに姿を見せた。きちんと化け粧しようをし、小こ綺ぎ麗れいにして、威い風ふう堂どう々どうと。いつも戦せん闘とう時には着用している特とつ攻こう服は、小こ脇わきに抱かかえている。せっかくの贈りプレゼものントだ、汚よごしたくはなかった。

　物好きな、この特攻服の贈り主は──『金獅子』はたぶん悪あく趣しゆ味みな取り組みなど見にきたりはしないから、『絲妃』あたりがいたら彼女に託たくそう。

『金獅子』に返しておいてほしいと。

　二度と、自分がこれを着ることはないだろうからと。

　だから『絲妃』を探し、『雹虎』はふだんは目も向けない硝シヨ子ーケ壁ース越ごしに観衆を眺めた。いつも不人気な『雹虎』の取り組みとも思えぬ、熱ねつ狂きようが渦うず巻まいている。拳こぶしを突きあげ、床ゆかを踏ふみ鳴らし、『雹虎』に悪態をつく男たちの群れ──。

　彼らの表情は、喜色に充みち満ちている。

　なぜなら。

【血塗処女対盤執しつ行こう戦】

　壁かべに埋うめこまれた画デイス面プレイに表示されたのは、いつもの謳うたい文もん句く。

　だが今日は、やや様子がちがっている。

【受じゆ刑けい者──『雹虎』】

　そう、記されているのだ。

　いつも罪人たちをむごたらしく殺していた、出スポ資ン者サーたちには蛇だ蝎かつのごとく嫌きらわれ生徒たちからも恐おそれられ忌いまれているあの『雹虎』が──罪を犯し、罰を受け殺される。これは、そういう取り組みなのだ。だから観客たちは大喜びしている、ついにあの目め障ざわりな『地獄の第三位』が死んでくれると。

『雹虎』の罪状は、赤い封筒のなかに収まっていたこれも血にまみれたような書類に、長々と記されていた。こんな細かいことまでよく調べたものだというような、罪の羅ら列れつ。校内での喫きつ煙えんなどなど、ほんの些さ細さいな規則違い反はんも余さず記き載さいされていた。

　だが、最大の罪は──。

　将軍さま以外の男を愛してしまったこと。

　結ばれて、しまったこと。

　その証あかしが、ついに露ろ見けんしてしまった。『大奥』では定期的に身体検査などが執とり行われる。身体の変調は隠かくせるものでもない。それでも『雹虎』はこれまで刑けい罰ばつ執しつ行こう人として上層部に貢こう献けんし、鼻薬をきかせるなどして、対処してきた。罪を免まぬかれてきた。

　だがもう、潮時だった。

　上層部はついに我が慢まんができなくなり、『雹虎』を裁くことにしたのだ。そのときのために『雹虎』の罪の証しよう拠こを固め、いつでも処断できるように準備万ばん端たん整えていたのだろう。だから、遅おそいか早いかだったのだ。

　だからこそ、『雹虎』は満足していた。

　遅すぎたぐらいだ。ほんとうならば、もっと早いうちに『雹虎』は罰を与えられ、処しよ刑けいされていたことだろう。あの蘭学者の男が、生徒と関係をもってしまったと上層部に密告していれば。『雹虎』の純真な、あるいは幼い恋こい心ごころを、漏もらしていれば。

　けれど彼はかたく口をつぐみ、今日まで秘密を守ってきた。

　生徒と結ばれたことが知れたら彼自身も危あやうい、という保身だけではない──と信じたかった。すこしでも、『雹虎』を想おもってくれていたのだと、そう期待した。

　それだけで、『雹虎』には思い残すことはなくなった。

　だからせめて、何も抗こう弁べんせずに、望んで罰を受けるのだと示すように、早めにこの場にきた。胸を張り、死し刑けい台のごときこの取り組みに臨のぞむ。

　さぁ、自分に引導を与あたえてくれるのは誰だれなのか。

『絲妃』や『金獅子』だったらいいな。最後にあいつらと、いちどぐらいは本気で戦ってみるのも面白いかもしれない。

　などと、吞気に考えていて──。

『雹虎』は忘れていた。

『大奥』は、少女の生き血と涙なみだが流れ落ちる地獄。

　その『大奥』で最も怨うらまれ憎ぞう悪おされる『雹虎』に、そんなに楽しい最さい期ごが用意されているわけがないことを。

　教室を模した悪趣味な部屋の、奥の扉とびらが開いた。

　そして姿を見せた己おのれの対戦相手を眺めて、『雹虎』は理解する。

　あぁ、こんなことで自分が傷つくと思っている。

　こんな程度の、安っぽい地獄で。

【執行人──『赫あか竜とんぼ』】

　画デイス面プレイに表示された名前を見て、『雹虎』はむしろ笑ってしまった。

「おぉ、かっちょえぇ名前になったじゃねぇの。えぇ、子猫ちゃん」

　呼びかけた相手は、『雹虎』が育てあげたあの、異国の少女である。破は廉れん恥ちな水着姿。くすんだ色の髪を三つ編みにしている。いつも驚おどろいているような、三白眼。両足に拳けん銃じゆうを吊つるし、けれどすでに戦意喪そう失しつしたように震えあがっている。

　彼女にとって、これが緒しよ戦せんだ。

　戦場の緊きん張ちよう感かんに、幼い彼女は怯おびえきっていた。

　見世物小屋とはちがう。命のやりとりをするのだ。大勢の、嫌いやらしい男たちの目の前で。おまけに、戦うのはその慕したった相手──親のように懐なついた、『雹虎』なのだ。

　上層部はほんとの親子のように寄り添ったふたりを引き裂さき、愛情をこめて育てた子供に惨ざん殺さつされるという結末を、『雹虎』に与えようとしている。

　きっと高笑いして──満足げに、この取り組みを見守っている。

　だが『雹虎』はむしろ、感謝したいぐらいだった。

　彼女に看み取とってもらえるならば。

　これ以上ないぐらいに、幸せだった。

「おら」

『雹虎』は抱えていた特攻服を、『赫竜』と名づけられた少女に放ほうり投げた。

　慌あわてて受けとり、目を白黒させる『赫竜』に、『雹虎』は牙きばを剝むくように笑った。

「やるよ。そんな水着だけじゃあ、冬は冷えるぞ。『大奥』はさ……。おまえにゃあ、ちょっとデカいからさ、仕立て直して外套マントにでもしなよ」

　吞気に、語りかける。

　異国の少女──『赫竜』は、ぶるぶると震えていた。

　声もだせない、いまだ幼い彼女を、『雹虎』はすこしでも教え導くために。

　ゆっくりと、何度も練習した異国語で、呼びかける。

『ほら、ここを狙ねらえ』

　煙草たばこを取りだして、口にくわえ、指で示した。

『全力で、ここに炎ほのおをぶつけてこい。簡単だろ、火ぃ点つけてくれよ。もう禁きん煙えんしなくてもいいしさ──ちょいと一服、したいんだよ』

　いつかこうなることが、何となく『雹虎』にはわかっていた。

『大奥』の考えることなど、見え透すいている。そのうち、この子が自分の前に立ち塞ふさがることを、『雹虎』は予期していた。

　ゆえに何度も練習したから、きれいな発音で、その文章フレーズだけは異国語で言えた。

『おまえの異能力、けっこう便利なんだぜ。火を操あやつる。最高じゃねぇか、羨うらやましいぐらいだよ。あたしのと取っ替かえてくんねぇかな。ひとも殺せるし、煙草に火も点けられる。だからほら、早く』

　手招きをする。

『おまえになら、できる。おまえは、あたしの自じ慢まんの可愛かわいい娘むすめみたいなもんだ。『雹虎』姐ねえさんの、大事な大事な娘だよ。だから、できるよな？』

　にっこりと笑った。

『だぁいじょうぶ。あたしの異能力は氷結──おまえの炎を完全に防げる。この煙草にさ、ちょっと火を点けるだけのぶんを残して、おまえの異能力を中和して消し飛ばす。だから安心して、全力で炎を放りこんでこいよ』

　抱ほう擁ようを求めるように、両手を広げて。

『ほら、早くしろ。あたしを信じろよ、『雹虎』姐さんがおまえにいちどでも噓うそをついたことがあったか？　おまえを哀かなしませることが、あったかよ？』

　言うと、『赫竜』は首を横にふった。

　涙目で、必死に。

　いまだ、彼女は『大奥』の地獄を知らぬ。『雹虎』が、守り抜ぬいたから。あらゆる悪意から。でももう、それは許されない。だからこれは、最期の講義だった。『赫竜』に、この奇き縁えんで結ばれた、我が子のような異国の少女への──命を賭とした、教レクチ導ヤーであった。

　飢うえた我が子に己の身体からだを食くらわせるような、献けん身しんであった。

　大事な娘のような、尊い絆きずなで結ばれた妹分への、『雹虎』の愛であった。

『赫竜』の全身から、おおいなる炎が噴ふん出しゆつする。

『よぉく狙え』

　微笑ほほえみかけると、『赫竜』は安心したように頷うなずき、その炎を放ってくる。

　迫せまる、紅ぐ蓮れん。

　残ざん酷こくな死、そのもの──。

『良い子だ』

　もちろん、『雹虎』は避よけなかった。

　異能力も用いなかった。

　だから『雹虎』は炎で炙あぶられ灼やかれながら、激しく吹ふっ飛んだ。皮ひ膚ふが破け、でたらめに炭化した皮膚の隙すき間まから、鮮せん血けつが舞まった。長い髪かみが腕うでが足がちぎれとび、背後の硝シヨ子ーケ壁ースにその華きや奢しやな、くたびれきった古布のような身体が叩たたきつけられた。

　最期に一服したい、というのはほんとうだったから。

　煙草のみは守り抜いて──その尖せん端たんにちいさな炎がゆらりと、燃えた。
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「ネエサン──」

　どうして、というように、『赫竜』と名づけられた少女は立ち尽つくした。

　青ざめ、顔を両手で覆おおって、涙と洟はなを垂れ流して呆ぼう然ぜんと。

　そんな彼女を、うっすらとした意識のなかで、『雹虎』は眺ながめる。硝シヨ子ーケ壁ースに背中を預け、身体をほとんど失った自らを見下ろした。片手はまだちぎれていなかったので、前まえ髪がみをうるさげにかきあげると、口にくわえた煙草をつまんで紫し煙えんを吐はきだした。

　いい気分だった。

「やぁ、失敗失敗……」

　わざとらしく言うと、微笑んだ。

「この『地じ獄ごくの第三位』、最強無敵の『雹虎』姐さんとしたことがうっかり気を抜いちまったみたいだ。情けないね、あたしの負けだ。ってことで、よろしく」

　もう、呼吸をするのも難しい。

　項うな垂だれて、己から垂れる血液の雫しずくを、ぼんやり眺める。

　沸ふつ騰とうして泡あわだった、真っ赤な色を。

「──これで、えぇのん？」

　声が聞こえた。

　見ると背後に、序列二位『絲妃』が立っている。

　ちいさな、幼子のような体たい軀く。八つの眼球があしらわれた、不気味な仮面。袖そで口ぐちを縫ぬいとめた、漆しつ黒こくの振ふり袖そで衣装。頭の左右で結ゆわえた、やや赤みをおびた黒くろ髪かみ。

　硝シヨ子ーケ壁ースに穴をあけて微び細さいな糸をくぐらせ、糸電話の要領で語りかけてくる。

　こちらに背中を向けたそのちいさな身体は、震ふるえている。かたく拳こぶしを握にぎりしめ、悲痛に。これで忍しのび笑いしていたらたいしたものだが、『雹虎』は『絲妃』が、そういうやつではないことを知っている。

『雹虎』は煙草をふかしながら、ぼやいた。

「あたしゃ、ここまでみたいだからさ。あとのことは、頼たのむわ」

「何で、あたしに頼むのん」

「いいだろ、友達じゃん」

「友達なんかじゃ──」

『絲妃』は声を詰つまらせて、項垂れる。

　そんないじらしい彼女が、『雹虎』は嫌きらいになれなかった。

『絲妃』はしばし迷うようにしてから、硝シヨ子ーケ壁ースを引っ搔かき、唸うなるように言った。

「あたしは、あんたの友達なんかやない。利用したんや、怨んでもえぇねん。『赫竜』に──あんたが持ってた異国語の記された日記帳、その翻ほん訳やくをさせてたんや」

　懺ざん悔げするように。

　このひねくれた女にしては珍めずらしく、素す直なおに。

「この国には害虫がおるよ。おぞましい、悪意が根付いとる。あの蘭らん学者の男は、それを調べとった形けい跡せきがある。そんな彼が記していた日記帳は、『大奥』の抱かかえた闇やみを暴ばく露ろする内容である──可能性があったんや」

　そうだ。

　だからこそ、『雹虎』は蘭学者の男の手元からその日記帳を奪うばった。

　抱えて、去った。

『赫竜』に日本語を学ばせるため、という名目で蘭学者の男のもとに足あし繁しげく通ったのも──あの男がまたよからぬ動きをしていないか、確かく認にんするためだった。

　彼がまた『大奥』の闇に迫ろうとしているなら、その道を塞ぎ、釘くぎを刺さして、二度と彼が危険に近づくことのないように──命いのち懸がけで、撤てつするためだった。

「あんたが上層部に目をつけられたのも、あの男と結ばれたからやない、あの男が知ってしまった『大奥』の秘密に触ふれた可能性があるからや。いいや、『大奥』上層部の疑ぎ惑わくを自分に向けるために、あえてあんたは日記帳を盗ぬすんだんやろ？」

　上層部の目から隠かくすために、鎖さ国こく主義を気取る彼らの逆手をとって異国語で記された、あの日記帳……。翻訳する手間をかけなければ解読できぬ、あの文章の羅ら列れつ。

　その内容は、『雹虎』も知らない。翻訳が間にあわなかった。

　破り捨てて、火を点けて、捨てた。

　未練たらしげに、いつまでも持っていたけれど。あの蘭学者の男から、せめてすべての罪を持ち去ることができたら、それでよかった。愛した、あのひとから。

　彼は何も知らず、罪人たる『雹虎』に巻きこまれた、ただの被ひ害がい者しや。

　それで、よかった。

「そう思ったから、あたしは『大奥』に渦うず巻まく悪意の正体を暴あばきたくて、それを利用してのしあがりたくて……。だから、あんたに『赫竜』を預けたんや。あの日記帳に書かれた秘密を知るために。だから、そんなあたしを友達なんて呼ばんといて。あたしは下げ衆すな、外げ道どうや。そう思って、怨うらんでくれへんとあたし──」

　そこまで語ってから、はっと我に返ったように、放心して。

　八つの目玉模様が不気味な仮面をかぶったまま、首をふった。

「でも、期待はずれやったよ。『赫竜』が解読してくれたけど──あの日記帳は、『大奥』の秘密を暴く告発文なんかとちゃうかった。あんたとの、仲なか睦むつまじく暮らした日々の記録と、あんたへの恋こい文ぶみみたいな愛の言葉しか書かれとらんかったよ」

「『絲妃』、おまえさ──」

　噓をつくのが下へ手ただよなぁ、と言いかけて、やめた。

　どうも死にゆく『雹虎』に気を遣つかって、精せい一いつ杯ぱいに、『絲妃』は聞こえのよいことを言ってくれたらしい。

　でもきっと、実際はあの日記帳は『大奥』の悪意を糾きゆう弾だんする記録でしかない。恋文などではなく、『雹虎』も、たぶん愛されてなどいなかった。

「そっかぁ、嬉うれしいなぁ。あたしの、片かた想おもいじゃなかったんだ。えへへ。だけどさぁ『絲妃』、そのことは秘密にしといてくれよ。『大奥』の生徒を愛してたなんてことが公おおやけになれば、あのひとが困った立場になっちゃうからさ」

　死の間ま際ぎわに示された、あったかいものを、『雹虎』はゆっくりと氷結させる。

　そして、自分の胸の奥に、仕し舞まいこんでおく。

「片想いってことに、しといてくれよ。馬ば鹿かな不良娘が、不相応な恋こいをした──好きだった男の日記帳を後生大事に抱えてたけど、そこには何も意味のあることは書かれてなかったって。けして、愛されてなんかいなかった。片想いだった、って……」

　悪事を暴いた告発文でもなく、もちろん恋文でもなく。

　意味のないものを抱えて、勝手に勘かん違ちがいした愚おろかな女が、みじめに死ぬ。

　侮ぶ蔑べつと嘲ちよう笑しようを浴びて。

「そういうことに、しといてくれよ──」

　最さい期ごに言い残したことはなかったかと、すこし考えてから。

　あぁそっか、と『雹虎』は思いだした。

「時計台、にさ」

「あんたの子供がいるんやろ」

　あっさりと、『絲妃』はすべて言いきる前に断定した。

　調べはついているのか──やっぱり、末すえ恐おそろしいやつである。

「無事に出産できて、おめでとうさん。妊にん娠しんしとったんやね、最近どうも調子悪そうと思ってたけど。禁きん煙えんまでしてさ、妊にん婦ぷの喫きつ煙えんは子供の身体によくないからって──無理を、してさ。ほんま阿あ呆ほうやね。でもまぁ拾って、保護しといたるから」

『絲妃』は素そっ気なく、むしろ照れくさそうに。

「あんたの子供なら、強大な異能力を有してるはずや。親から子に、遺伝するからなァ、異能力は。あたしが、便利な手て駒ごまとして飼こうたる。『赫竜』を育ててくれた、そのお礼──ってことに、しといたるわァ」

「そういや、あかとんぼ、って読むのかあれ。何で、とんぼ？」

「は？　あんたが考えたったんとちゃうのん？」

　その『赫竜』は、しばらく動けずにいたようだが、すぐに泣きじゃくりながら駆かけ寄ってくると『雹虎』に抱だきつく。ネエサン、ネエサン、と呼びかけてきている。

　その熱が、心ここ地ちよい。

『雹虎』は自分の子供を育てることはできなかったけど、この子のなかにすこしでも尊いものを残せた。それを今度は『赫竜』がきっと、『雹虎』の子供に受け継ついでくれる。

　ならば自分の命は、無む駄だではなかった。

　わずかでも価値があった。

　だから『雹虎』は、満足していた。

　満足すると気が抜ぬけて、煙草たばこの火が尽きるよりも先に、自分の命が吹き消えそうだ。慌あわてて『雹虎』は煙草をまずは根本まで喫すうと、口内に溜たまった血とともに吐いた。

「泣くなよぉ……」

　最期に、『雹虎』は『赫竜』をぎゅうっと抱きよせた。

　いつも、そうしていたように。

「泣くな。笑ってろよ。強くなれ、誰だれにも負けんなよ」

　そしてできれば、自分の子供を守ってほしい。

「あたしの可愛かわいい子こ猫ねこちゃん、幸せに──なってくれよ」

『赫竜』は、言葉の意味は伝わっていないだろうに、何度も頷うなずいた。

　その頰ほおに、『雹虎』は顔を近づけて、擦すり寄せる。

　そして、流れた涙なみだを舌で拭ぬぐった。

　生命の、愛の味が、した。

「しょっぺぇな。あぁ、何だか腹が減ってきちまったよ──」

　それだけ言うと、『雹虎』は全身からちからを抜いた。

「……ネエサン？」

『赫竜』が呼びかけてきたが、もう『雹虎』には聞こえていなかった。

　目を閉じ、眠ねむりにつくように──『雹虎』はすでに息絶えていた。

『赫竜』が絶ぜつ叫きようする。『絲妃』も仮面の奥で、ひっそりと涙を零こぼしている。その一方で、観客たちは忌いみ嫌われた『地じ獄ごくの第三位』の死に喝かつ采さいをあげ、歓かん声せいを渦巻かせる。

『大奥』は、地獄はつづいていく。

　ここに、壮そう絶ぜつに若き命を散らしたひとりの気高い女の戦いが、生しよう涯がいがあった。

　そのほとんどは歴史の闇に葬ほうむられながらも、その子供や『赫竜』たちの心に、血肉に息づき──受け継がれていく。

　侮蔑と嘲笑に彩いろどられた大罪人、『地獄の第三位』──『雹虎』。

　その誇ほこり高き魂たましいが報むくわれるのは、このずっと先。

『大奥』に、さくらという名のひとりの少女が登場する、十四年後を待つことになる。
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「では花はな村むら月げつ斗と、本日の作戦内容を復唱しろ！」

「はい！」

　生徒をフルネームで呼ぶ癖くせのある牧まき原はら先生に命令され、僕は自分のケータイを開いた。スケジュールアプリを開いて、書かれてある事を読む。

「今日は訓練実習です。倉庫内にいる悪あく魔まと戦い、その後にレポートを書きます」

「うむっ」

　牧原先生が頷くと、僕は今日の作戦目標である倉庫を振ふり返った。工場の裏手にある巨きよ大だいな倉庫で、トラックも楽々入れる大きさだ。

　この中にいる悪魔を退治するのが、僕たちの使命。

　将来は退たい魔ま士しを目指す七ナナ星セ降こう霊れい学園の生徒として、避さけては通れない戦いだ。本物の悪魔と戦うのはいつでも緊きん張ちようするけど、不安を取り除いてくれる要素はいくつもある。

「にぃちゃん、がんばろうね！」

　妹の雪せつ伽かが僕の腕うでに抱だきついてきた。

　相変わらず僕の妹は可愛い。彼女が一いつ緒しよならばどんな困難でも超こえられるし、逆に雪伽がいないと何もできなくなってしまう。

「がんばろう、雪伽」

　僕も雪伽を抱きしめる。柔やわらかい妹の感かん触しよくが、僕にパワーをくれるんだ。

「相変わらずオメーら兄きよう妹だいの愛情表現はスゲーな……」

　僕の背後でボブ（アダ名）がため息をついている。一いつ般ぱん的な兄妹の愛情表現だと言うのに、何がおかしいのだろうか。

　けど、ボブが頼たよりになるのも事実だ。彼の鍛きたえ抜かれた筋肉と、普ふ通つうの退魔士ではできない技わざは意外なところで役に立ってくれる。

「アタシはいい加減に慣れたけどね。逆にアンタたちがそーゆー態度じゃなかったら、かえって不安になるよ」

　そう言って笑うのは、瀬せ川がわ渚なぎさ。長いツインテールと明るい笑え顔がおがトレードマークの、頼たのもしい仲間だ。まだ高校生なのにプロ退魔士の資格を持っており、その実力は一級品だ。

　ボブも渚も、僕が所属するクラスＸのトップアタッカーだ。彼らがいるからこそ、僕たちは自分の仕事をこなせる。

　クラスＸの六人が各おの々おのの役割を果たしてくれる。これこそが安心の元である。どんな悪魔が来ようとも、僕らなら問題ではない。

「……バカじゃないの」

　そんな僕らを冷ややかな視線で見るのは、高たか遠とお柚ゆ子ず。氷のような表情で投げかける視線は相変わらず痛い。常にＰＣを小こ脇わきに抱かかえているのは、それが彼女の最大の武器だからだ。ケータイひとつあれば悪魔と戦える僕らだが、柚子のＰＣはそれ以上の強さを発揮してくれる。

「そんな事言っちゃってぇ。羨うらやましそうに月斗くんの事見てたでしょ？」

「……はぁ？」

「まるで獲え物ものを狙ねらう猛もう禽きん類るいのような目だったよ。そう、まさに女子の胸チラのチャンスを待ち構える僕のような──」

「……カメラ出しなさい」

「ちょ、ちょっ、柚子ちゃんギブギブ、噓うそ、まだ撮とってな、ちょ、苦し──！」

　そんな柚子を茶ちや化かす大おお河内こうち銀ぎん河が。病弱なはずなんだけど、こうして柚子に首を絞しめられたりするのが日常の光景に見える。今日はまだ軽い方だ。

「……まったく。戦いの前にイチャイチャするのを見て、楽しいわけないじゃない」

　つっけんどんな態度を取る柚子だが、彼女は彼女でとても友情を重んじる熱い女の子だと、僕は知っている。もちろん青い顔で咳せき込んでいる銀河もね。

「月斗よ、要約すると周りが妬やくから雪伽との抱ほう擁ようはやめろと言うわけだ」

　僕の足あし下もとにすりよってくる、黒いネコ。

　もちろんただのネコではない。

「カグラはそう言うけど、別に私たちいつもと変わらないよ？」

「雪伽はそうかも知れぬが、見る方のコンディションは逐ちく一いち変わるのだ。貴様の大好きな月斗を取られぬよう、せいぜい用心するのだな、フハハハハハハ！」

「誰もにぃちゃんを取ったりしないよ！」

　雪伽の反論は喜んでいいものか。

　表情に困っていると、雪伽は自然に僕から離はなれた。そろそろ作戦の時間だからだ。

「お前たち、いつもの調子で戦いに臨のぞもうとしているようだが、油断はするな」

　そんな僕らに忠告する牧原先生。

「今日の相手はいつもの低級悪魔とは少し違ちがう。そのため、六人のフォーメーションではなく、予備の人員を一人だけ待機させる」

　先生の話を聞きながら、僕は倉庫を見る。

　そうだ、今日の悪魔は──




　記き憶おくはここで途と切ぎれた。







「大だい丈じよう夫ぶ!?」

　僕を心配する声で意識を取り戻もどした。

　頭が痛い。

　冷たい床ゆかに横たわった僕の身体からだそのものは元気だが、気分は最悪だ。まるで暖だん房ぼうの効きすぎた部屋に長時間いたような気け怠だるさが残っている。

　ええと、僕は──

　あれ？

　僕は誰だれだっけ？

　……花村月斗。

　そう、僕は花村月斗だ。なんでこんな当たり前の事、いちいち確かく認にんしなければならないんだろう。

「立てる？　どこかケガしてない？」

「うん、平気だけど」

　聞き慣れた声に、反射的に返事をする僕。そして言葉の通りに立ち上がり、心配そうに見つめる女の子を見る。

　高校の制服を着た、低めの身長の女の子。スラッとした体格で、心配そうに僕を見る顔はとても美しい。

「雪伽、ここはどこ？」

「……えっ？」

　自然と名前を呼んだら、驚おどろいた顔で見返された。

　けど、何も思い出せないんだ。まだ頭痛は止まらないし、視界もぼやけて見える。ハッキリ思い出せるのは、僕と雪伽の事くらい。どこで何をしているのか、さっぱり分からない。まるで記憶をかき混ぜられたようだ。

　それに、この景色。

　薄うす暗ぐらい照明に照らされた廃はい墟きよの中には、様々なものが落ちている。パッと見える範はん囲いでは腹が割さかれたぬいぐるみに、ハンドルがない自転車、パックのお弁当、パソコンの部品の箱。

　雑多なものが打ち捨てられたこの場所は、どこだろう。少なくとも予備知識なしでいきなり放り込まれて、連想する単語が何も出てこない場所なのは確かだ。

「記憶が曖あい昧まいなのも無理はない」

　雪伽の足下からひょっこり出てきた黒ネコ。僕はこのネコを知っている。ただのネコじゃない。

「その様子から察するに、吾わが輩はいの事も忘れているようだな」

「……ごめん。ネコってのは分かるんだけど」

「吾輩はネコではない！　悪魔だ！」

　思い出した、その尊大な態度。

「カグラ！」

「いかにも、吾輩こそ偉い大だいなる大悪魔デーモンカグラである！」

　そう、カグラだ。

　僕と雪伽が試験の時に偶ぐう然ぜん召しよう喚かんしてしまった、ちょっと特とく殊しゆな悪魔。以来、僕たちは「悪魔使い」と呼ばれている。

　普通、悪魔召喚は違い法ほうなんだけど、僕たちは特別に認められている。そのせいで学園でも白い目で見られる事が多いんだ。

「あ……！」

　徐じよ々じよに思い出してきた。同時に、もっとハッキリと思い出せる方法を思いついた。

　ポケットから取り出したケータイを開き、スケジュールアプリを見ると、確かに今日の日付で予定が書かれてあった。

　──午後から実地訓練。四よつ街かい道どうの倉庫にて悪魔との戦せん闘とう。

　そうだ。

　僕たちは悪魔と戦うためにやってきて、返り討うちにあったのだ。

　訓練になるくらいだから、低級悪魔のはず。だけど自分の今の状じよう況きようを鑑かんがみるに、その低級悪魔にしてやられたようだ。

「思い出した？」

　雪伽が僕の顔を覗のぞき込む。

「うん……悪魔にやられたんだ。そのせいで記憶が」

「どうやらこの倉庫に巣くっているのは夢む魔まの類たぐいだな」

　カグラが評する悪魔は、教科書にも載のっているポピュラーな悪魔だ。人間の意識に直接攻こう撃げきする事ができ、精気を吸い取る悪魔である。有名なだけあって被ひ害がいも多く、油断できない相手だった。

「僕の頭もいじられたみたいだ──」

「……頭だけじゃないみたい」

　雪伽が周囲を見る。彼女の近くに、何かが蠢うごめいているのが見えた。よく目をこらしてみると、小さなゾウが歩いているように見える。そのゾウを追っていくと、室内なのに滝たきが流れている。

「幻げん覚かく使いの夢魔か。目を頼りに生きる人間どもには厄やつ介かいな相手だな」

　面おも白しろそうに笑うカグラ。

　──今見ているこの景色も、夢魔が作り出した幻覚が混じっているのか。

　試ためしに近くの棚たなに手を伸のばしてみたら、グニャッとした感触がした。棚に見えているけど、これ本当はゴムでできた何かだ。タイヤかホースかな？

「……大丈夫だよ」

　弱々しい声で、雪伽が励はげましてくれる。

「えっと、にぃちゃんなら迷わずに進めるよ。私もついていくから」

「うん。ありがとう雪伽」

　こういう時、雪伽は傍そばにいてくれるだけでありがたい。

　雪伽は僕に力をくれる。彼女のために僕は戦っていると言っても過言ではない。

　自然に雪伽の手に触ふれた。

　そして身体を抱だきしめ、頭を撫なでる。

　ああ、そうだ。雪伽の感かん触しよく。これが僕のエネルギー源だ。

「ちょ、ちょっと！」

「ん、どうしたの？」

　雪伽の様子が変だ。

　いつもなら彼女の方が抱きついてくるはずなのに、何な故ぜか僕から離れていく。

　──もしかして、抱き方を間ま違ちがえたのだろうか。いつもはもっとこう強めに、いや、もっと優やさしく抱きしめていたっけか。

「まだ戦闘中だよ！　気を抜ぬかないで！」

「あ、そうだね。敵がどこで見ているか分からない」

　危ないところだった。

　雪伽の魅み力りよくに前後不覚になってしまった。それだけ僕の妹が可愛かわいいという事だ。普ふ段だん通りのスキンシップでも、ここでは命取りになる。

　敵の攻撃は予想外にダメージを与あたえている。

　今でも周囲の景色がぼやけて見えたり、見えないはずのものが見えたりする。それは人間も例外ではないらしく、雪伽の姿も時々ブレて見える。きっと雪伽にも僕が変な風に見えているのだろう。

「そういえば、カグラは平気なの？」

「当然だ！　吾輩にこの程度の精神攻撃など効くはずもない！」

　確かにカグラの姿だけはブレていない。

「だったらカグラなら仲間や敵の位置が分かる？」

「無論だ。しかし──」

　カグラの姿が消えた。

「真実のみを教えていては、貴様のためにならぬ」

　僕の背後から聞こえるカグラの声。

　振ふり向むくと少女の姿をしたカグラがいた。そう、この悪あく魔まは化けるのだ。必要に応じて少女とネコの姿を使い分ける。幻覚など使わずに人間を惑まどわす事ができるわけだ。

「この程度の幻覚、自らの力で打ち破らねば成長できぬぞ！　両親のような退たい魔ま士しになりたいのではなかったか！」

　カグラの正論に、ぐうの音も出ない。

　僕の両親は日本で最強の退魔士であるＸＸエクソｉｓｔシスト部隊に所属していた。そんな両親に少しでも追いつきたくて、僕も雪伽も七星降霊学園に入ったのだ。

　だから低級悪魔なんかに負けていられない──んだけど。

「カグラ。そういうセリフはもっと真しん剣けんな顔で言わないと」

「フハハハハハ！　思わずニヤけてしまったわ！　貴様らが幻覚に苦しんでいる姿は非常に滑こつ稽けいなのでな！」

　やっぱりそっちが目的か。

　悪魔は欲よく望ぼうのままに生きる。楽しそうな事があれば、そちらを優先する生き物なのだ。

「よし、行こう。みんなと合流しなくちゃ」

　雪伽やカグラと話していたら、だいたい思い出した。

　リーダーとして、率そつ先せんして行動しなければならない。悪魔と人間では基本スペックが違ちがいすぎるから、数で勝まさる人間はフォーメーションを崩くずしたらいけない。

「とりあえず、ここから離はなれよう」

「……うん」

　歩き出す僕の後ろを、雪伽がゆっくりついてくる。

　何があっても雪伽を守れる距きよ離りを保ちつつ、僕は周囲を見た。大声を出して仲間を呼ぼうかとも思ったけど、敵に見つかる可能性の方が高い。

　そもそもここは夢魔の巣そう窟くつだ。敵の術中に嵌はまっている今、危険な行動は避さけたい。

　慎しん重ちように、見つからないように動くんだ。

　──と、思っていたのに。

「わっ！」

　何かにつまずいて倒たおれた。

　敵の罠わなか──そう思っていたけど、違った。

　僕の足が触れたのは、倒れている人間だった。作業着を着た男性が数人。おそらく夢魔にやられたのだろう。

　その中に混じって見慣れた大きい身体からだが倒れている。

　彼は、ええと、マイケルじゃない、ビルでもない、そうだ思い出した──

「ボブ！」

　気絶しているようだが、他ほかに外傷はあるだろうか。

「しっかりして、ボブ！」

　大きな身体を抱き起こすが、ビクともしない。背負って逃にげるのは難しそうだ。自発的に目を覚ますのを待つしかないが、僕と同じように記き憶おくを操あやつられているのなら厄介だ。

　確か、こういう事態にふさわしい人がいたはず。

　誰だれだっけ──

「そういえば、これは本物なのかな？」

　カグラを見る。

「安心しろ、本物のボブだ。気を失っているのも事実だが、命に別状はない」

「良かった……」

　安心するのは早い。

　ここで夢魔にやられたら、全ぜん滅めつしてしまう。

　リーダーとして判断しなければならない。

　自然に雪伽の手を握にぎった。

「……な、なに？」

「ごめん。雪伽に触れてると落ち着くんだ。今どうすべきか考えたいんだけど、雪伽がいないと考えられなくて」

「そっか。それじゃ──仕方ないね」

　雪伽も僕の手を握る。温かい手の感触が安らぎを与えてくれる。

　当面、僕の記憶は混乱したままだ。雪伽は僕よりもしっかりしているから、戦いになっても安心して攻撃を任せられる。問題は倒れたボブなんだけど、起きるのを待って慎重に行動すべきだろう。休んでいる間に、僕の記憶も戻もどるかもしれない。

「……唯ゆい一いつ、幻覚が効かないカグラは知らんぷりだし」

　雪伽がため息をつく。

「別に知らんぷりはしていない。ただ面白いから見ているだけだ。フハハハハハ！」

「この悪魔っ！」

　雪伽がカグラを摑つかもうとするが、その手をヒラリと避よける。僕の背後に回ったカグラは、楽しそうに笑いながら僕のポケットに手を入れた。

「ほれ」

　抜き取ったケータイを僕に渡わたす。

「視覚や記憶が惑わされても、記録は噓うそをつかぬ。まだ情報があるのではないか」

「そうか、ケータイの電話帳！」

　急いで僕はケータイを開く。電話帳に記き載さいされたクラスＸの名めい簿ぼを見る。

「あ、そうだ」

　僕は思い出す。

「確か、誰か一人、外で先生と待機してたんじゃなかったっけ？」

「……そうだね」

　そうだ。全滅を避さけるために、誰か一人が外にいたはずだ。

　残る三人の誰か。

　名簿を見ながら該がい当とうする仲間を思い出してみるが──

「!?」

　遠くで大きな音がした。何かがぶつかる音、そして壊こわれる音だ。遠くと言っても倉庫の中だからすぐに駆かけつけられる距離だ。

「でぇぇぇぇぇぇぇぇいっ！」

　強い女子の声。

「──あの声は、渚!?」

　雪伽が名前を呼んだおかげで、僕も思い出せた。

　高校生にして現げん役えきプロ退魔士の渚は近接戦せん闘とうを得意とする。ということは、悪魔を発見してすぐに戦闘態勢に移行したようだ。

　僕らも加勢に行きたいが、声が反はん響きようして場所が分からない。

　大声で呼びかけるか。いや、それだと悪魔に僕たちの位置もバレてしまう。敵は一体とは限らないんだ。慎重に行動しなければ。

　ただこれでひとつ分かった事がある。外で待機しているのは渚ではない。もともとクラスＸの最高戦力である渚を残す理由なんてないけど。

　では、誰が残ったのか。

　たぶん電話帳にあった、彼女の事だ。

「高遠柚子──そうだ、柚子だよきっと」

　思い出した。高遠柚子と言えば、ウチのクラスでも特に珍めずらしいタイプの女の子。

　美人でクールだけど、芯しんは熱い。パソコンにとても詳くわしく、悪あく魔ま召しよう喚かんソフトを独自に開発するといった実績も持っている。

「柚子がバックアップについてるなら、安心だ」

　本心からそう思った。

「彼女なら気づいてくれそうだけど──」

　ケータイを見るが、圏けん外がいだ。いくらなんでも千葉県の町中にある倉庫で圏外というのはありえない。きっと夢む魔まの魔ま力りよくが電波障害を起こしているのだ。

「でも、きっと柚子ならなんとかしてくれる」

「……すごい自信だね」

　雪伽が不思議そうに僕を見る。

「そりゃ柚子は頼たよりになるからね。誰よりもみんなの事を考えてくれるし、冷静に戦せん況きようを見られる目も持ってるし。柚子がいなかったら、今いま頃ごろクラスＸどころか学園が全滅してたかもしれないし」

「……そっか」

　そう言う雪伽は、少し寂さびしそうに笑う。

　って、しまった！

　雪伽が拗すねているじゃないか！

「もちろん雪伽が一番可愛かわいいよ！　柚子と同じくらい頼たのもしいと思ってるし、雪伽の射しや撃げきも学園じゃ一番だからね！」

「や、ちょっ、そんなに抱だきつかなくてもいいって！」

　突つっぱねられてしまった。そんなに怒おこっていたのか。いや、だけど柚子が優やさしくて賢かしこいのは本当だし、雪伽もそう思っているだろうに。

「もしかして、僕の事が嫌きらいになった……？」

「そ、そんな事ないよっ！」

　慌あわてて手を振る雪伽。

「……そ、その、にぃちゃんは強くて、頼もしくて、大好きだよ」

　よかった。嫌われていなかった。

　あれ、でも頼りになると言えば──

「もう一人って、誰だっけ？」

「もう一人……」

「ここに倒れてるボブと、あっちで戦ってる渚と、外にいる柚子と……それから……」

　黙だまりこくる僕と雪伽。

　ケータイの電話帳を見ると、最後の一人の名前が。

「大河内銀河……彼がそうなのか」

「ちょ、ちょっと待ってよ！　なんで僕の事だけ完全に忘れてんの!?」

　僕の呟つぶやきに呼応するかのように、暗くら闇やみの向こうから走ってくる声。

「あ、ああ、そうだ、銀河！」

　うん、そうだった。ウチのクラスでの回復役を任されている男子だ。医い療りよう用魔ま法ほうに長たけていて、死ななければ大体の負傷は治してくれるドクターだ。

「もー、ひどいよ月斗くん。なんで僕だけ忘れるかなー」

「いやごめん。悪あく魔まの攻こう撃げきで記憶が混乱してて」

　両手を合わせて謝るしかない。

「銀河は記憶混乱してないの？」

　雪伽が尋たずねると、

「そんな事ないよ。僕もケータイの名簿やスケジュールを見て思い出したんだ。周りに誰もいなかったから、すごく怖こわかったよ」

　銀河は見ての通り、戦闘には向いていない。だから後ろに下がっている事が多いのだけど、こうしてバラバラになると弱点が浮うき彫ぼりになる。やはり僕らクラスＸは互たがいを支えないとまともに戦えない。

　でも、三人なら戦える。六人揃そろうのが一番だけど、一人でないだけマシだ。

　後は渚と合流して、肝かん心じんの夢魔とやらを倒すだけなんだけど──

「渚！」

　全員揃っているなら、位置が特定されても構わない。

　僕はありったけの声で渚を呼ぶ。

「月斗くん!?」

　近くから声がした。

「気をつけて！　コイツ、厄やつ介かいな攻撃を──！」

　近く──いや、近くなんてもんじゃない。

　僕は歩き出す。段ボールの箱が壁かべのように積まれたエリアを抜ぬけると、すぐそこで渚が戦っているではないか。

　眠ねむったまま。

「渚！」

「このぉぉぉっ！　死ねっ！　死ねぇぇぇっ！」

　寝ね転ころがったまま、白いナイフを振ふっている。すぐに起こしたいのだけど、危なくて近寄れない。

「すごい寝ね相ぞう……」

　僕の後ろで雪伽が呟く。

　夢魔の攻撃は全員に及およんでいる。プロ退たい魔ま士しの渚ですら眠らせてしまう攻撃。しかも幻げん覚かくのせいでどこからやってくるか分からない。

　こうしている間にも、悪魔が僕たちを狙ねらっているかもしれないんだ。

　迂う闊かつな行動は──

「……待てよ」

　僕は思いつく。

「どうして悪魔は攻撃してこないんだ？」

「攻撃？　さっき喰くらったでしょ？」

「違ちがうよ雪伽。今、こうして混乱してる僕たちって、悪魔にとっては恰かつ好こうの獲え物ものじゃないか。普ふ通つう、攻撃する絶好のチャンスだと思うんだけど」

「……言われてみれば」

「もうすでに、悪魔は近くにいるのかもしれない。右も左も分からない僕たちを見て、笑ってるんだ」

　その証しよう拠こに、さっきからカグラはニヤニヤと笑っている。このように悪魔は欲よく望ぼうに忠実で、楽しそうなものがあれば舌なめずりをして飛びついてくる。

　人の意識を操あやつる夢魔にとって、迷う人間は何よりも好きなものだろう。

「近くにいる……隠かくれてるのかな」

　及び腰ごしでケータイを取り出し、付近を警けい戒かいする銀河。

「……ううん、もしかしたらもっと近くにいるのかも」

　雪伽はカグラを見ていた。

「そうだよ雪伽。もしかしたら、夢魔もカグラみたいに化けてるのかもしれない」

　無害なものに変身して、近くで僕たちを見ているのか。

　いや、悪魔の気持ちになって考えるんだ。

　もっとも人間に苦痛を与あたえるのなら、きっと絶望させて殺すはず。

「ひょっとして──人間に化けてるのかも」

　ただの思いつきだ。けど、悪魔の思考回路なら、そうするのが一番だ。友達のフリをして近づき、後ろから殺す。

「僕たちの誰だれかが、悪魔だってこと？」

「……そっか。夢魔だから、そういう攻撃してきてもおかしくないよね」

　雪伽も頷うなずく。

　僕だって疑いたくない。

　けど記き憶おくが混乱している今は、悪魔につけ込まれやすい。まったく嫌いやらしいやり方だ。

「でも、僕らの中に悪魔がいるって、どうやって判断するの？」

　銀河の質問に、僕は考える。

　本来なら、お互いに共通する話題を出して確かめるのが一番だろう。

　だけど夢魔によって記憶が混乱している今、正しい情報が分からない。

「うおおおおおおおおっ！」

　もっと落ち着いて考えたいんだけど、眠っている渚がうるさい。

　起こして黙らせたいんだけど、ナイフを持ったまま暴れているのでそれすらできない。

「もー、渚ちゃんも困った人だなぁ。足もバタバタ動かして、このままじゃスカートの中見えちゃうよ？」

　苦く笑しようしながら、銀河は渚から目を背そむける。

　──ん？

　なんだ、この違い和わ感かんは。

「銀河が……スカートを覗のぞかない？」

　こういう時、いつもは違った反応ではなかったか。

　銀河の事はまだよく思い出せない。だけど、彼がスカートの中を覗かないという選せん択たく肢しを選ぶ事は、後にも先にもないような気がしてならないんだ。

　この違和感を信じるべきだと思った。

「お前が──夢魔か！」

「ちぃっ！」

　銀河の顔が歪ゆがんだ。

　彼が大きく手を振ると、渚が素す早ばやくそれを避よける。銀河の手のように見えたそれは、鋭するどい爪つめのついた悪魔の腕うでだった。

　人間の姿が徐じよ々じよに溶とけるようになくなり、改めて銀河だった夢魔はその正体を見せた。ガーゴイル型によく似ているが、それより一回り小さく、額から長い二本の角が生えている。まるで山や羊ぎのような顔をしており、非常に醜しゆう悪あくだ。

　これこそ、悪魔。

　七十年前から世界を蹂じゆう躙りんした、倒たおすべき敵。

　悪魔を目まの当たりにして、僕たちは反射的に動く。記憶など必要ない。ずっと訓練してきた動きは身体からだに染しみついている。

「ガキどもぉぉぉぉっ！」

　銀河だった頃ころの甘い声とは似ても似つかぬ低い声が、殺気を伴ともなって襲おそいかかってきた。長い爪を刃は物もののように振り回まわす夢む魔まの攻撃が雪伽を狙う。

「ひっ！」

　すかさず横に飛んだ雪伽が、夢魔の爪を避けた。

　その状じよう況きようを見た瞬しゆん間かん、僕の身体は動いていた。

「シャアッ！」

　夢魔の目が光る。

　そうだ、アレだ。あの光を浴びて、僕の記憶が混乱したんだ。

　つまり爪は囮おとりで、あれこそが本当の攻撃。

「させないよっ！」

　すでに僕の手は雪伽を突き飛ばし、夢魔との間に立ちはだかっていた。

　夢魔の光は無効化した。

「なんだとぉ!?」

　夢魔の光を防いだのは、僕の左手にある黒い盾たて。

　僕の身長よりも大きな盾が、光を完全に吸収していた。

「テメェ、その盾──悪魔の力か！」

「そうだ。僕は悪魔使いだからね」

　頷く僕の肩かたには、ネコの姿になったカグラが乗っている。

　本来、天使を召しよう喚かんして悪魔と戦うのが退魔士の仕事。

　だから僕の技わざは異い端たん中の異端。許可がなければ犯罪になる、禁断の力。

「フハハハハハハハハ！　お前もミンチにしてやろうか！」

　これが僕の武器。

　誰よりも率そつ先せんして前に出て、全すべての攻撃から仲間を守る盾。

　そして──

「はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

　硬かたい盾は、それ自体が強力な鈍どん器きになる！

　思い切り振りかぶった盾は、夢魔の顔面に命中。巨きよ大だいな質量で押し潰つぶすように、その小さな身体にぶち当てた。

「ギャアアアッ！」

　夢魔が吹ふき飛び、激しく壁にぶつかる。亀き裂れつを生んだ壁を背にしたまま、夢魔は息も絶え絶えに僕を睨にらむ。

「殺してやる！　この人間がぁっ！」

　そうだ、もっと僕を恨うらめ。僕を見ろ。

　──お前の怒いかりは、全部僕が引き受ける。

　僕は盾なんだ。相手の怒りも罵ば声せいも、全て受け止めるのが仕事。

　だから、僕はもっと前に出る。

「うぉぉおおおおおおっ！」

　さらに盾で殴なぐろうと、僕は走った。

「危ないっ！」

　後ろから聞こえる、雪伽の声。

　反応がわずかに遅おくれた。

「もらったぁっ！」

　僕の背後から、夢魔の声。

　目の前にいるはずの、壁に追いつめた夢魔がいない。

　──幻覚!?

　気づいた時には遅おそかった。夢魔は僕の背後から爪を突つき立てようと、腕を振りかぶっていた。ほんのわずかな遅れだが、間に合わない。

「召喚コールっ！」

　だけど、痛みはやってこなかった。

「ギッ!?」

　一いつ瞬しゆん、夢魔の動きが止まった。

　その足に絡からみついているのは──ロープ？

　誰かがロープを投げたのか。いや、このロープは店で売っているものではない。

　天使だ。相手の行動を阻そ害がいするためのロープ型天使。

　ケータイによって召喚された、対悪あく魔ま用兵器。誰かが呼び出したそれが僕を救ってくれたのだ。

「おおおおぉぉぉぉぉっ！」

　ロープによって悪魔の動きが止まっている間に、僕は盾を夢魔の身体に押しつける。

「思い出した……っ！　今回の作戦っ！」

　抵てい抗こうする悪魔を力で押さえつけながら、僕は叫さけぶ。

　ただ夢魔と戦っても勝ち目がないから、作戦を立てたんだった。そう、夢魔と戦せん闘とうに入ったら、まずは敵の領域から引き離はなすのを第一目標にするんだった。

　だから、交戦した場合は夢魔の身体を──

「おおおぉおおおおっ！」

　気合いを入れて、夢魔を壁かべに押す。

　強力な悪魔の盾が、倉庫の壁に亀裂を作った。

「ぎゃあああああっ！」

　亀裂の入った壁にもう一度叩たたき付けられる夢魔。カグラの魔ま力りよくによって生じた威い力りよくはすさまじく、大きな音を立てて壁が破は壊かいされた。夢魔の身体は倉庫の外に転がり出る。

　壁の穴から光が漏もれていた。

　外はまだ明るい。まだ午後一時にもなっていなかったっけ。倉庫の暗くら闇やみのせいで時間まで忘れかけていた。

「く、くそっ！　人間め！」

　夢魔が立ち上がる。

　しかし、それで終わりだ。

「──!?」

　夢魔の頭が吹き飛んだ。

　風船が破は裂れつするように悪魔の頭が弾はじけ飛び、黒い霧きりになって散っていった。

　首から下の胴どう体たいもゆっくりと倒れ、そして同じように黒い霧となった。

　──完全に思い出した。

　この倉庫の中で戦闘をすると、夢魔の思い通りになってしまう。だからなんとかして夢魔を倉庫から追い出し、そこで待機していた狙そ撃げき手しゆに撃うってもらうのだ。

　狙撃手、って言ったら──

「にぃちゃん！」

　外から懐なつかしい声がした。

　悪魔が開けた穴から外に出ると、そこには僕の良く知っている人物が手を振ふっている。

「雪伽？」

　あれ、なんで雪伽が外にいるんだ？

　見み間ま違ちがいではない。記憶が混乱していても、論理的に考えれば分かる。黒くて大きなライフルは、僕の盾と同じカグラの魔力によって作られたもの。それを使える女の子なんて、世界中探しても雪伽しかいない。

　だとすると、中にいた雪伽は誰なんだ？

「……危なかった」

　別の声に、倉庫の中を振り返る。

　冷たい微笑ほほえみをたたえた美しい女の子がいた。

「柚子！　無事だったの!?」

「……駆かけつけたら、もうほとんど終わってたけどね」

　あ、僕がやられそうになった時に夢魔に絡みついたロープ。あれは柚子が召喚した天使だったのか。妨ぼう害がい工作が得意な柚子らしい技だ。

「いてて……助かったぜ」

「あー……頭ガンガンする」

　柚子の後ろから、ボブと渚がやってくる。さっきまで倒れていたけど、大だい丈じよう夫ぶだろうか。

「発見が遅くなってごめんね。後こう遺い症しようは残ってないと思うから」

　彼らの後ろにいるのは、銀河。

　手の中で医い療りよう用天使を操作しているところを見ると、本物のようだ。

「銀河は平気なの？」

「僕は大丈夫。むしろこの世の全てが裸はだかの美女に見えて大変だったよ。いくらケータイのカメラで撮とっても、幻げん覚かくは写らないんだね……悔くやしくて涙なみだが出そうだ」

　うん、これこそが本当の銀河だ。

　なんにしろ、全員が無事で良かった。

　全部解決して嬉うれしいはずなんだけど──やっぱり、あの雪伽の謎なぞが気になる。

「ねぇ、ボブと渚も、雪伽を見なかった？」

「雪伽？　そこにいるじゃねーか」

「作戦が始まる前は、『外の雪伽が心配だ』って何度も言ってたじゃん」

　二人とも見ていないのか。

「だとすると、倉庫で僕と一いつ緒しよにいた雪伽は誰だれだったんだ……？」

「……幻覚じゃないの？」

　そんな僕らに冷静に答えるのは、柚子。

「……見えないものを見せるような悪魔だったんでしょ？　きっと雪伽の幻覚を出して、楽しんでいたのよ」

　やっぱりそう考えるのが自然だよね。

　まったく……最初から最後まで厄やつ介かいな悪魔だった。

「しかし面おも白しろい悪魔だったぞ」

　ネコの姿のまま、僕たちの前を歩くカグラ。

「覚めぬ夢を見続けるのもまた一興だが、夢は夢だと分かるから面白いのだ。外側から見る夢の楽しさは格別であったな！　フハハハハハ！」

「……？」

　相変わらずこの悪魔は訳の分からない事ばかり言う。

　僕はそんなカグラを追い抜ぬき、足早に歩き出す。







「それにしても柚子よ、楽しい茶番だったぞ」

「……何のこと？」

「貴様の取り柄えはコンピュータだけだと思っていたが、なかなかどうして良い演技をする。月斗の奴やつめ、完全に騙だまされておったぞ」

「……言ってる意味が良く分からないんだけど」

「とぼけるな。吾わが輩はいは全て知っている」

「……そっか。あんた幻覚効かないんだっけ」

「フハハハハハハ、それを知るのはあの場にいた月斗と雪伽のみだ。動どう揺ようして口くちを滑すべらせるとは、貴様らしくもない」

「……うるさい」

「雪伽になった気分はどうだ？」

「……別に」

「その割りには、まんざらでもない表情だぞ。たとえ偽にせ物ものだろうが、月斗に抱だきしめられるのは心ここ地ちよかったであろう」

「……あれは、その、仕方なかったから。リーダーが迷ったら戦力が下がるから。リーダーにはちゃんとしてもらいたくて」

「質問の答えになっていないぞ。指揮官の平静を維い持じするのと、貴様が月斗に可愛かわいがられるのは別の話であろう」

「…………」

「で、どうだったのだ？　嬉しかったのであろう？」

「……少し」

「ほう、少し？　本当に少しか？」

「…………」

「フハハハハハハ！　顔に出ているぞ！　まったく正直で不器用な女だ！」







　あれ？

　さっきから後ろの方でカグラと柚子が言い争ってる。どうしたんだろう。ケガでもしたのかな。だったら銀河に診みてもらわないと。

「まぁまぁ、放っておきなよ」

　声をかけようと思った僕の肩かたに、銀河が触ふれた。

「世の中には放っておいた方がいいケガもあるんだよ」

「そうなの……？」

　しかし柚子の顔が真っ赤に見えるんだけど、本当に放っておいて大丈夫なのかな。心配だけど、銀河が言うなら信じよう。

「にぃちゃん！　早く戻もどろう！」

　ワゴン車の前で雪伽が手を振っている。足りなくなった妹成分を補給するべく、僕は急いで彼女のもとへ走るのだった。
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[image: 俺の脳内選択肢が、学園ラブコメを全力で邪魔している]










【選べ　①股こ間かんに手をあてて、もぐ　②股間に手をあてて、最低級の下ネタを言う】




　馬ば鹿かなの？……マジで馬鹿なの？




　絶対選せん択たく肢し。

　それは、俺の脳内にランダムなタイミングで降ってきて、理り不ふ尽じんな行動を強要する、絶対不ふ可か避ひの呪のろい。

　その内容がどんなに最低のものだったとしても、拒きよ否ひする事は許されない。

「ぐああああっ！」

　このように、抵てい抗こうしようものなら強きよう烈れつな頭痛が襲おそってくる。それでも意地を張って選ばないでいると──

「あげろぐえっ！」

　あまりの激痛でキモさ全開でのたうち回る事になる。

　こ、これ以上は命に関かかわるんで……やるしかない。

　俺は、股間に手をあてて──

「もぎたて一番絞しぼりっ！……ってもげる訳ねーだろ！」

「「「…………」」」

　クラスの女子達から白い目で見られるのも、もう慣れたものだ。

　そう、慣れてるから全然辛つらくない……辛くないよな……辛くないもん……ぐす。

「甘あま草くさ君」

　こぼれそうになった涙なみだをなんとか押しとどめていた所で、背後から声がかかった。

「ふらのか……」

　雪ゆき平ひらふらの。白く輝かがやく髪かみが特とく徴ちよう的な、顔立ちの整った女の子だが──

「今、もごうとしたのはチンチ○かしら？」

「お前なんて言った!?」

「キンタ○だけど」

「ひどくなってんじゃねーか！」

　……このように、口を開けば下ネタのオンパレードなので、『お断り５フアイブ』などという不名めい誉よな称しよう号ごうを与あたえられている……ちなみに俺もだけど。

「奏かなでさーんっ」

　そこでドアが開いて、ショコラが入ってきた。

「きいてください、奏さんっ。五組のだんし、山やま戸とさんと座ざ裸らさんは、とってもなかがよくて、らぶらぶなんだそうですっ」

「……なんでそれを俺に言うんだ」

「いますぐまざってきてくださいっ」

「混ざるか！」

　……このショコラ、訳あってうちに居い候そうろうしているんだけど……隙すきあらば、人をホモの道に引きずり込もうとする腐くさりきった奴やつだ。あと、食っちゃ寝ねするだけのニートだし……なんで俺、住まわせてるんだろう？

「お、なんか楽しそうだねっ！」

　そこでまた、別の軽快な声が響ひびく。

　その主は遊ゆう王おう子じ謳おう歌か。言わずと知れた大だい企き業ぎよう、『ＵユーＯオーＧジー』の社長令れい嬢じようであるにもかかわらず、そのフリーダムすぎる言動から、『お断り５』入りしている変わり者だ。

「いや、全然楽しくはないけど……ん？　何持ってるんだ？」

「あ、これ？　ゲームなんだけど、奏っち知ってる？」

　謳歌が手にしたパッケージに書かれていたのは、『カタオモイ☆乙おと女め』の文字。

　それは、二年くらい前に発売されたギャルゲーだった。そのタイトル通り、ヒロイン達はみんな主人公に惚ほれているのに、超ちよう鈍どん感かんな主人公は全くそれに気付かない。

　なんとか主人公の気を引こうとするヒロイン達の健けな気げな姿が大いに受け、ここ数年のギャルゲーでは一番の大ヒットとなった作品だ。

　メディアでもかなり取り上げられ、この間までアニメも放送されていたので、オタクじゃなくても名前だけは聞いた事ある、なんて人も多いだろう。

「ああ、『カタ女じよ』だろ。知ってるけど、どうしたんだ？」

　知ってるどころか、かなりやりこんだゲームだ。全ヒロインルートクリア、ＣＧコンプリートは当然として、細かい選択肢による分ぶん岐きも網もう羅らし、攻こう略りやくサイトに頼たよらずにテキスト既き読どく率百パーセントまでこぎつけた。

「なんかねー、開発部の人達が、スピンオフ作品を出したいらしくて、サンプル作ったから、高校生の意見が聞きたいんだって」

　開発部？　ああ、そういえば、カタ女作ってるメーカーって、ＵＯＧの系列だったな。まああれだけ売れてるんだから、スピンオフの企き画かくが出るのも当然だろうな。

　謳歌は、バッグに手を突つっ込んで、勢いよくパッケージを取り出した。

「まず一個目は……これだっ！」

『カタオモイ☆乙女』公式スピンオフ第一弾だん『肩かた重い☆トメ』

「ただの婆ばあちゃんじゃねえか！」

　パッケージには、肩に手をやり苦痛に顔を歪ゆがめる老ろう婆ばが描えがかれている……公式が病気だ。

「……却きやつ下かだろ、どう考えても」

「うーん、駄だ目めかー。じゃあ二個目だねっ」

『カタオモイ☆乙女』公式スピンオフ第二弾『片方ゲイ☆片方ホモ』

「もう原形ねえじゃねえかっ！」

「奏さんはどっちがいいですかっ」

「なんでお前割り込んできた!?　どっちも嫌いやだわ！」

　興奮気味のショコラに、ドン引きしながらツッコミを入れる。

「さっきから、何の話をしているのかしら？」

　横からふらのが質問してくる。ああ、こういうの疎うとそうだしな。

「聞いた事ないか？　『カタオモイ☆乙女』っていうギャルゲーについてだ」

「ギャルゲー……ああ、萌もえ豚ぶた用ようのビッチな女しか出てこないっていうアレね」

　……もの凄すごい偏へん見けんだった。

「あのな、最近のギャルゲーはストーリーもしっかりしてて、特にカタ女は──」

「どうせ、会った瞬しゆん間かんに股またを開いてくるような女しか出てこないんでしょう」

「ビッチってレベルじゃねーぞ！」

「何か勘かん違ちがいしていないかしら？　私は、出会い頭がしらにカニの真ま似ねをする女しか出てこないんでしょう、と言っているのよ」

「どこに需じゆ要ようがあんだそんなもん！」

　その横で、謳歌がまたバッグをまさぐっていた。

「じゃあ、とっておきの三個目を──」

「もういらんわっ！」

　かぶせ気味にツッコミを入れたその瞬間──






【選べ　①『カタオモイ☆乙女』の世界へ飛ばされる

　　　　②『肩重い☆トメ』の世界へ飛ばされる

　　　　③『片方ゲイ☆片方ホモ』の世界へ飛ばされる】








　なん……だこれ？

　この絶対選択肢に常識は通用しない。どんなに非現実的な内容でも、選択すれば必ずその通りになる。それは、今までに嫌と言うほど体験済みだ。

　つまり、俺はどれを選んでも、ゲームの中の世界に飛ばされる事になる……いくらなんでもそんな事、ありえるのか？




【なお、いずれの選択をした場合においても、エンディングに辿たどり着かなければ、この世界には戻もどってこられません】




　……ご丁てい寧ねいに追記が来ましたよ。

　でもこれは裏を返せば、クリアさえしてしまえば、戻ってこられるって事か……

「ぐっ……」

　そこで、催さい促そくの頭痛が襲ってくる。

　く……選ぶしかない。

　でも②とか、どうすればエンディングに行けるのか想像がつかない。トメさんの肩こりを解消させればいいのか、はたまたトメさんと恋こいに墜おち──考えるのやめよう。

　③に関しては論外だし……消去法で①しかないよな。

　躊躇ためらいつつも①を選んだ瞬間、

「うっ……」

　一いつ瞬しゆんにして視界が真っ白になり、俺の意識は断たち切られた。




「うう……ん？」

　気がつくと、俺は地面に寝そべっていた。

「……ここは？」

　体を起こしながら辺りを見回す。

「外……だな」

　俺の呟つぶやきが示す通り、ここはどう見ても屋外。さっきまで晴せい光こう学園の二年一組にいたはずなのに……

　辺りには、通学、通勤中らしい学生やサラリーマンの姿が見られる。

　どこだろうか？　少なくとも、俺が毎日通っている道とは似ても似つかない。でも、なんだか不思議な感覚だった。初めて見る風景のはずなのに、全然そんな気がしない。

「あ、これって……」

　そこで気がつく。

　カタ女だ。この風景は、カタ女のアニメでよく見た、主人公の通学路だ。

　マ、マジでカタ女の世界に来てるのか……

「……ん？」

　そこで自分の恰かつ好こうも変わっている事に気付く。

　それはカタ女の主人公が通う、好すきヶ浜はま高校のブレザーだった。

　……ここまでくるともうここがカタ女ワールドだと受け入れるしかない。改めて絶対選せん択たく肢しの無茶苦茶さ加減を思い知らされた。

「はあ……こうなったらもう……やるしかないよな」

　ため息と共に、決意を固める。どこまで非科学的だろうが、事実として異世界（？）に来てしまった以上、気持ちを切り替かえて、脱だつ出しゆつの為ためにエンディングを目指すしかない。

　そう考えながら曲がり角にさしかかった時、

「はうう～、遅ち刻こくしちゃうよお～」

　何やら間延びした声が響いてきて──

「おわっ！」

「うわっ！」

　誰だれかと衝しよう突とつした俺は、その場に尻しりもちをついてしまった。

「は、はう～」

　俺の胸におでこをぶつけてしまったらしいその女の子は、地面にぺたん、と座り込んで額をさすっている。

　先に立ち上がった俺は、その子に手を差し伸のべる。

「ごめん、だいじょうぶだっ……うえええええっ!?」

　思わず奇き声せいと言えるような声が出てしまったが、無理もない。

　その女の子は『カタオモイ☆乙女』のメインヒロイン、片かた恋こいノゾミだったからだ。

　明るい栗くり色いろのツインテール。とろんとした眠ねむたげな瞳ひとみ、かわいらしく突き出たアヒル口……どこからどう見てもノゾミだ。

「あ、あの～」

　啞あ然ぜんとする俺に、ノゾミ（？）は怪け訝げんな表情を浮うかべながら立ち上がった。

「私の顔、なんか付いてるかな～？」

「い、いや、なんでもない。ちょっとびっくりしちゃってさ」

「そっかあ～。よかった～。あ、ぶつかっちゃってごめんね～。私、片恋ノゾミっていうんだ」

「や、やっぱり……」

「やっぱり？」

「あ、いや、なんでもない……」

　主人公が転校初日のノゾミとぶつかる……正にカタ女の冒ぼう頭とう部分そのままだ。俺が主人公ポジションに収まっているとするなら、この時点で彼女の情報を知っているのは不自然だろう。

　そこまで考えを進めた所で──




《①ちょっと話をしていく　②恥はずかしいので、この場から立ち去る》




　目の前に、選択肢が現れた。

　おお、これも正にカタ女そのままの展開だ。

　このゲームは腐くさる程ほどやりこんでいるから、攻略法は頭に叩たたき込まれている。ここで①を選べばノゾミの好感度は一気に上がるはずだ。

　しかし……絶対選択肢に比べて、この選択肢のなんと平和な事か。どっちを選んでも被ひ害がいがないなんて……最高すぎる。

　おっと、そんな事考えてる場合じゃないな。早くこの世界から脱出しなくては。

　まあ、好感度を上げる為だけに接するっていうのはなんか悪い気がするけど……そこはゲームだと思って割り切るしかない。もちろんここは①を選ぶ事にする。

「君、見慣れない顔だけど、ひょっとして転校生？」

　主人公と寸すん分ぶん違たがわぬセリフを発する。できるだけ原作をなぞった方がうまくいく可能性が上がるだろう。

「うん、そうなんだよ～。君、同じ学年の人だよね？　あ、よかったら学校まで一いつ緒しよに行ってくれないかな～？」

　こちらも原作通り、好意的な反応を見せるノゾミ。よし、この調子で──




【選べ　①「学校なんかよりホテル行かない？」　②「セック○しようぜ！」】




　……馬ば鹿かなの？　こんなとこまで出張ってくるなんて、マジで馬鹿なの？

「ぐううっ……！」

　拒きよ否ひすると激痛が襲おそってくるのもいつも通りだ。ぐ……ゲーム内に来てまでこの仕打ちか……

「ど、どうしたの？」

　急に頭を抱かかえて苦しみだした俺に、心配そうな声をかけるノゾミ。

「……学校なんかよりホテル行かない？」

「……え？」

　よ、よし！　あまりに唐とう突とつすぎたんで、よく聞き取れなかったらしい。ここはうまくごまかして──




【選べ　①半ケツを出して「撫なでてください」　②半ケツを出して「舐なめてください」】




　ごまかせるか！

　お前マジでふざけんなよ選択肢！　なんで初対面の美少女の前でそんな事──

「ぐああああっ！」

　尋じん常じようじゃない頭痛が。

「あ、あの……大だい丈じよう夫ぶ？」

　再び心配してくれるノゾミ……くそお……くそおおおおおおおおおおおおっ！

　俺は、断腸の思いで、ズボンをずりさげた。

「な………………………………………………………………………………撫でてください」

　ノ、ノゾミなら……全国のオタ男子の心を虜とりこにした心優やさしい天使、ノゾミなら、この状じよう況きようも受け入れてくれるかもしれな──

「ひ、ひいいいいいいいっ！」

　……ですよねー。

　俺は涙なみだ目めでズボンを引き上げながら、一目散に逃にげていくノゾミの後ろ姿を眺ながめていた。

「お、終わった……」

　これでノゾミのフラグは完かん膚ぷなきまでに叩き折れてしまった。この状態からのリカバリーは不可能に近いだろう。元の世界に戻る為には、他ほかのヒロインを攻こう略りやくするしかない。

　……ここはちょっと落ち着いて、状況を整理しよう。

　カタ女は大別すると、三つのルートに分けられる。

☆片恋ノゾミ　ルート

　いじらしいノゾミの姿に悶もん死しする人間多数。カタ女といえば彼女、といえるほどに有名なヒロインだ。あんなに分かりやすい態度に気がつかない主人公、死ねばいいのに。

☆毒どく蝮まむしサキ　ルート

　スケバンのサキが、デレていく様を丹たん念ねんに描びよう写しやするルート。デレ期に入ってからは、露ろ骨こつに好き好きオーラ全開なのに主人公はやっぱり気がつかない。死ねばいいのに。

☆星ほし空ぞらミルク　ルート

　主人公のクラスメイト、星空ミルクは、人類抹まつ殺さつの為に他星系から送り込まれたアンドロイドだったのだ。だが、ミルクはふとした事から主人公に惚ほれてしまい、使命と恋こい心ごころの狭はざ間まで葛かつ藤とうするが、主人公はどうしても気付かない。抹殺されてしまえばいいのに。

　さっきの選択肢で①の《ちょっと話をしていく》を選ぶと、ノゾミと一緒に登校する事になるが、②の《恥ずかしいので、この場から立ち去る》を選んだ場合、別のヒロインが登場してくる展開になる。

　そんな感じで考え事をしながら歩いていたら、いつの間にか、川沿いの土手まで来てしまっていた。

　ゲーム通りの展開だとするならばここは──

「おいテメエ、なめてんのかコラァ！」

　俺の思考を遮さえぎるように、何やら物ぶつ騒そうな声が響ひびいてきた。

　下の河原に目を向けてみれば、何やら不良っぽい奴やつらが、誰かを取り囲んでいる。随ずい分ぶん物騒な状況だけど、これもカタ女のストーリー通りのイベントだ。

　だとすればその中心にいるのは、ヒロインの一人、毒蝮サキ──

「って、うええっ!?」

　俺の視界に飛び込んできたのは、金きん髪ぱつのヤンキー風少女ではなく……見慣れた黒くろ髪かみの女の子だった。

「お、謳歌？」

　何度目を凝こらしてみても、間ま違ちがいない。恰好こそ毒蝮サキと同じスケバンスタイルなものの、中身は完全に謳歌だった。

　な、なんであいつまでゲームの世界に来てるんだ？




《①助けに入る　②助けを呼ぶ》




　そこで、選択肢が出現する。

　この選択肢も原作そのままだけど……とりあえず①しかないよな。

「ちょっと待った！」

　俺は、混乱した頭のまま割り込んでいった。

「ああん？」

「う……」

　不良のリーダー格らしき奴が睨にらんできた。な、なんだこいつ怖こわいぞ……

　ゲームだと立ち絵すら出てこないモブで、アニメでもちょっとコミカルに描写されていたのに、ここでは坊ぼう主ずにソリコミという、無む駄だに気合いの入ったビジュアルをしていた。

　だが、元の世界に帰る為ためには、ここで引き下がる訳にはいかない。

「女の子をこんな人数で取り囲むなんて普ふ通つうじゃないだろ。この子がなんかしたのか？」

「このアマが、俺の愛あい猫びよう『いなりん』に勝手にエサをやりやがったんだ」

「理由かわいいな！　別にいいじゃねえか！」

　原作だとサキの方から不良達にケンカをふっかけてるシーンなんだけど……中身が謳歌になった事によって、展開に変化が起きてるみたいだ。

「うるせえ！　『いなりん』にエサあげていいのは俺だけなんだよ！」

　逆ギレしたソリコミが、胸むなぐらを摑つかんできた。

　さて、どうするか……荒あら事ごとはあんまり得意じゃないんだけ──




【選べ　①股こ間かんを触さわらせ、ともだちん○する　②股間を触らせ、「それは私のおいなりさ○だ」】




　どっちでもやる事同じじゃねえか！

「ぐあああああっ！」

　すぐさま激痛が襲ってくる……早くしろって事か……

　俺は、ソリコミの空いている方の手を握にぎって、下の方に誘ゆう導どうしていき──

「……それは私のおいなりさ○だ」

「なっ…………」

　ソリコミは目を見開いて絶句し、しばらく固まった後──

「な、なんだこいつヤベえ……お、おい、お前ら、行くぞっ！」

　ドン引きして、取り巻きを引き連れ去っていった。よかった……のか？

「あはは、キミ、面おも白しろいねっ！」

　そこで謳歌が声をかけてくる。

「キミ？……ていうかお前、こんなとこに来てるのに、なんでそんなに普ふ段だん通りの感じなんだ？」

「こんなとこ？」

「そうだ、いきなりこんなゲームの世界に来て、混乱してないのか？」

「ゲームの世界？」

　首をかしげる謳歌。なんだ？　さっきから微び妙みように話が嚙かみ合ってない気が……

「お前……遊王子謳歌だよな？」

「ゆうおうじおうか？　だれそれ？　あたし、毒蝮サキだよ？」

「…………マジか」

　目の前の少女は着ている服以外、毒蝮サキとは似ても似つかない。どっからどう見ても謳歌なんだけど……どうやら設定が混ざってしまっているらしい。

　という事は、さっきまで一緒にいた謳歌がそのままこっちの世界にきてるってわけじゃないのか？

「ねえ、キミの名前は？」

「ああ、俺は……」

　そこでふと考えてしまう。これは、どっちで答えるのが正解なんだろうか？　カタ女本来の主人公は、運うん野の命めい人と（キラキラってレベルじゃない）だが、どうしたもんか……

　俺は少し迷って、ゲームの設定に合わせる事にした。

「……運野命人だ」

「うんのめいと？……じゃあ、うんっち？」

「その呼び方やめろ！」

　まあ、原作でも最初はサキに、運うん公こうとか言われて蔑さげすまれるから、イメージとしてはあんまり変わんないんだけど……

「やっぱりさっきの無しだ……甘草奏で」

「そーなの？　じゃあ甘っち……だとなんか違い和わ感かんあるな……奏っち。うん、奏っちで！」

　そう言って浮うかべた笑えみは、どこからどう見ても謳歌だった。

「あ、ちょっとお腹なかすいてきたなー」

　そう言って軽く腹をさする謳歌（サキ）を眺めていた時──




《①バッグの中のやきそばパンを差し出す　②バッグの中のメロンパンを差し出す》




　これも、原作通りの選せん択たく肢しだった。

　一見硬こう派はなサキだが、実は相当な甘党だ。つまり、ここは②を選ぶのが正解だ。性格が謳歌なんでちょっと迷う所だけど……原作をなぞった方が無難だろう。俺は、バッグの中に手を突つっ込んだ。

「なあ、よかったらこのメロン──」




【選べ　①バッグの中の、やきそばの香かおりがするパンツを差し出す　②バッグの中の、メロンの香りがするパンツを差し出す】




　お前帰れよもう！

　……はい、文句言っても消えませんよね。分かってますよ。

「──の香りがするパンツ、もらってくれないか」

　俺の手に握られていたのは、よりにもよって女物の、超ちようエロい感じのＴバック……そしてメロンフレーバー。

「え？……え？」

　それが何かを認にん識しきした謳歌（サキ）の顔面が、真っ赤に染まった。

「か……か……」

　そしてぷるぷると体を震ふるわせた、その直後──

「奏っちのスケベーッ!!」

「お、おいっ！」

　制止も空むなしく、一目散に駆かけていってしまった。

　……まずい。これで、ノゾミに続いて、サキ（謳歌だけど）のフラグも破は壊かいされてしまった……おのれ、絶対選択肢め……

　心の中で、選択肢に悪態をついたその時、

「うっ……」

　急に目の前が真っ白になり──




　そして、夜。

「え？　夜？　え？」

　気がついたら、完全に日が暮れていた。今の今まで朝だったはずなのに……さすがギャルゲーの世界、場面転てん換かんはお手の物って事か。たったワンクリックで時間も場所もすっとばすからな。

「で、ここは……屋上か」

　さて、原作通りならこのシチュエーションでは、星空ミルクが登場するわけだけど──

「ぎゃあああっ！」

　そこで急に、とんでもない轟ごう音おんが響く。

　尻しりもちをついた俺の目に飛び込んできた光景、それは──

　屋上の床ゆかに、人が突き刺ささっていた。

「な……なっ……」

　繰くり返す。屋上の床に、人が突き刺さっていた。

　……いや、たしかにカタ女でも、ここでミルクが宇宙から飛来してくるシーンなんだけど……ミルクは綺き麗れいに着地するはずだ。

「う……」

　屋上に突き刺さったその少女と目が合う。

「……」

　ふらのだった。それは思いっきりふらのだった。

　まあ、謳歌がサキ化していたから、何となく嫌いやな予感はしてたんだけど……

「そこのあなた」

　ふらの（？）が無表情のまま、話しかけてくる。

「……なんだ？」

「ちょっと一発抜ぬいてくれるかしら」

「お前絶対わざとだろその言い方！」

　見た目だけじゃなく、セリフも完全にふらのだった。

　まあ、何にせよこのままでは話が進まないので、手を貸して引き抜いてやる。

「助かったわ……それじゃ」

「お、おい、待てよ……」

　ミルクと同じ、メタリックで露ろ出しゆつの多い衣装に身を包んだふらの（？）の背中に声をかける。

「あ、そうだ言い忘れていたわ」

　振ふり返ったふらの（？）は無表情のまま一言。

「私の存在は忘れなさい。さもないと……殺すわよ」

「う……」

　原作でもここは、ミルクが主人公の命人に口止めをするシーンだが、好こう奇き心しん旺おう盛せいな命人は、臆おくさずにミルクとコミュニケーションをとろうと試みる。

　ここもそれに沿った行動をするのが吉きちだろう。

「おいおい、いきなり物ぶつ騒そうだな。まずは名前くらい教えてくれよ。俺は、甘草奏」

　あ……つい本名で名乗ってしまったが、さっきの謳歌（サキ）の時も、結果的にそうなったし、そこは別にいいか。

「……私の名前は星空ミルクよ」

　やっぱりそういう設定なのか……

「ちなみに、下の名前は白はく濁だく液と書いてミルクと読ませるからよろしく」

「そんなわけねえだろ！」

「上から読んだら星空ミルク。下から読んだらくるみぽんちお」

「違ちがうだろ！　お前もう黙だまれ！」

「分かったわ。ただ、上が黙ったとしても、私の下の口は上よりももっとおしゃべりよ」

「お前最低だな！」

「え……そんな……照れるわ」

「なんで喜んでんだ！」

　駄だ目めだもうこいつ完全にただのふらのだ。

「まあふざけるのはこのくらいにして……あなた、命が惜おしければ、これ以上私に関かかわらない方がいいわ」

　ふらの（ミルク）が、原作に近いセリフを口にしたその時、




《①これ以上関わらない　②がっつり関わる》




　まあ、これは②しか考えられないよな。残念ながら他ほかのヒロインのルートに入れる可能性は、ほぼなくなってるが──




【選べ　①がっつり殴なぐられる　②がっつり抹まつ殺さつされる】




　……まあ、タイミング的にちょっとくるかな、とは思ってましたよ、ええ……

　……①しかない……いや①しかないんだけど……問題は、がっつりというのがどの程度かというこ──

「ひでぶっ！」

　頰ほおに、とんでもない衝しよう撃げき。

「へげしっ！」

　ちょっ……これ……洒落しやれにならな──

「はげらばあっ!!」

　……予想以上にがっつりだった。




　数分後、ボコられまくった俺は床に倒たおれ伏ふしていた。

　そんな俺を見下ろして、ふらの（ミルク）がつぶやく。

「ねえ、最後にキンタ○も殴っていいかしら」

「いいわけねえだろ！」

「……そう。ならあなたにもう興味はないわ」

　そのまま、すたすたと去って行ってしまうふらの（ミルク）。

　ヤバい……これはヤバいぞ。

　ノゾミ、サキ（謳歌だけど）、ミルク（ふらのだけど）全すべて玉ぎよく砕さい……このままじゃ、元の世界に帰れない。

　他に可能性があるとすれば──

「……アレか」

　脳のう裏りに、ある一つの考えが浮かぶ。

「いや、でもあのルートは──っ!?」

　その瞬しゆん間かん、視界が真っ白に包まれた。




「はっ!?」

　そして気がつくと、またしても時がすっとんでいた。

　時刻は夕暮れ。当然のように周りの風景も変わっている……学校近くの公園だ。

　こ、このシチュエーションは──

「奏……」

「うっ……」

　後ろから声をかけられて思わず息を吞のむ。

　この、男心をくすぐるような天然の甘い声……振り返らずとも間ま違ちがいようがない……あいつだ。

　この時間帯、この場所でこのキャラが出てきたという事は──

『春原ヨウルート』に入ったという事だ。

　それは、ノゾミ、サキ、ミルクのどのヒロインとも、ルートに入る程ほど好感度を上げず、かといってバッドエンドに行くほど低くもしないという、微び妙みようかつ絶妙な好感度状態を保った場合にのみ現れる、隠かくしルートだ。

　主人公、命人の親友、春原ヨウ（名字の読み方は『すのはら』ではなく『はるはら』である。そこはさすがに自重しているものの、カタ女開発者の、人生への多大なるリスペクトがうかがえるネーミングだ。何を言っているか分からない人は気にしなくていい）はとにかく女の子っぽい。声から容姿から仕草から、どこをどうとっても女の子にしか見えない。だが生物学的には間違いなく男だ。

　命人も、あまりにかわいらしいその仕草に、度たび々たびドキッとしたりするものの、一線を越こえる事はない（当たり前だけど）。

　しかし……しかしこのルートではそれが裏返る。

　ヨウルートに入った日の朝、それまで男だったはずのヨウが女になる。なぜ、とか思ってはいけない。このルートではヨウが女の子になる。それが絶対的な事実だ。

　無茶苦茶な展開だけど、まあそこはゲームだし……というか現実世界でも俺、女の子にされたりしてるからな……

「……う」

　その時の事を思い出したら気持ち悪くなってきたけど、今はそんな場合じゃない。

　とりあえず、答えながら振り返る事にする。

「な、なんだ、春は──ら？」

　俺は、固まった。

　そこにいたのが、ハゲたオッサンだったからだ。

「え？……え？」

　もう一度言う。そこにいたのはハゲたオッサンだった。

「ど、どうしたんだ、お前……」

「ぼ、僕にも分からないよ。朝起きたら急にこんな風になってて……」

　妙みように体をくねらせながら、原作と全く同じセリフを発するヨウ（ハゲたオッサン）。

　朝起きたらオッサンに……巨きよ大だいな虫になってたとかいうのは聞いた事があるが……ある意味それより悲ひ惨さんなんじゃないだろうか。

「奏……僕……こんな体になっちゃったけど……今までと同じように仲良くしてくれる？」

　げ、原作ではその上うわ目め遣づかいに命人が悶もだえる場面なのに、なんだこの絶望感は……

　答えに困ってしまった俺は、とりあえず命人のセリフをなぞる。

「あ、ああ……」

「ほんと、嬉うれしいっ！」

「うわあっ！」

　ヨウ（ハゲたオッサン）が抱だきついてきた。

　思わず振り払はらってしまった俺に、ヨウ（ハゲたオッサン）は悲しそうに俯うつむいてみせた。

「やっぱり……嫌……かな？」

　嫌です。

　そりゃあ、ハゲたオッサンに抱きつかれたら誰だれだって嫌でしょうよ……とは言えるはずもなく。

「そ、そんな事はないぞ……」

　再び命人のセリフをなぞる俺……なんかこれ、ドツボにはまっていってる気がするぞ。

「ほんと？……じゃあ……」

　もじもじしながら顔を赤らめるヨウ（ハゲたオッサン）。原作通りなら次は、手を握にぎってとせがまれるはずだ。心の準備をしておかなくては。

「キスして」

「なんで!?」

　俺のバリケードは一いつ瞬しゆんで粉々に破は壊かいされた。

「なんか……なんか僕……女の子みたいな気持ちになっちゃって……」

　うん、あなた、原作でも同じ事言ってましたよね……でも今、ハゲたオッサンですから。

「奏さんっ！」

「おわあっ！」

　急に声をかけられて、飛び退のく。

　そこに立っていたのは──

「シ、ショコラ……」

　見慣れた金きん髪ぱつの女の子だった。

「ショコラ？……わたしの名前はパルフェですよ？」

「パ、パルフェ？」

　いや、服装こそいつものチョコレートカラーじゃなくて、白を基調とした、カラフルなパフェみたいな色合いだけど、それ以外はどっからどう見てもショコラだよな……またこの世界の設定が混ざってるのか？……いや、でもパルフェって……これはカタ女じゃなくて、他のギャルゲーの話だよな……怒おこられない事を祈いのろう。

「奏さん、これはちゃんすですっ」

　ショコラ（パルフェ）がすごく弾はずんだ声で話しかけてきた。

「な、なんの？」

「ホモのです」

「意味分かんねえですけど!?」

「これ以上ない、ホモックちゃんすです」

「アタッ○チャンスみたいに言ってんじゃねえよ！」

「おとこの人と男のひとにはさまれて……奏さんの何かが裏返ります」

「何がだよ！」

　ショコラだ……やはりこいつも完全にただのショコラだ。

「あ、あの……この子は？」

　置いてけぼりにされたヨウ（ハゲたオッサン）が、おずおずと声をかけてくる。

「あ、ああ、ちょっとした知り合いでだな……」

　言葉を濁にごす俺に対して、ショコラ（パルフェ）は声を張りあげた。

「あなたに、奏さんをやりたい放題にするけんりをあげますっ」

「勝手にやるな！」

　俺も声を張りあげたその時──




【選べ　①ヨウが女の子になる　②ヨウが女の子（ようじょ）になる】




　……珍めずらしく俺に被ひ害がいがない絶対選せん択たく肢しだけど……なんだよこれ、②とか選ぶわけないだろ。幼女のヨウとか見てみたいなんて……ちょっとしか思わない……ちょっとしか。

　①だ①！　①に決まってるだろ！

　俺が、誰かに言い訳するように①を選んだ瞬間──

　美少女がいた。紛まごう方なき美少女が、そこにいた。

「え？……え？」

　戸と惑まどいつつも、しばらく自分の姿を確かく認にんしていたヨウは……その事実を受け入れた。

「奏……僕、女の子になっちゃったみたい……かわいい？」

「あ、ああ……」

　ええ、かわいいです、すごく。

「よかったあ」

「う……」

　な、なんだその反則的な笑え顔がおは……惚ほれてまうやろ！

　顔を赤らめ、足をもじもじさせるヨウ。

「あのね……僕……僕……実は、男の子だった頃ころから奏の事──」

「だ、だめですーっ！」

　ショコラ（パルフェ）が、珍しく必死な感じで割り込んで来た。

「な、何かな？　君、さっきは奏の事、好きにしていいとか言ってたよね」

「そ、それはあなたが男の人だったからですっ！」

　いやおかしいだろ！

　ショコラ（パルフェ）のその様子を見て、何かに気付いたような感じのヨウ。

「ひょっとして君……」

「はい、わたしは奏さんの事がだいすきですっ」

　なんの躊躇ためらいもなく頷うなずくショコラ（パルフェ）。う……改めて他人の前で言われると、やっぱり照れるな。

　どう反応したもんか困っていた所へ──

「あーっ！　奏っちが女の子といちゃいちゃしてるーっ！」

「……」

「お、謳歌にふらの……」

　唐とう突とつに、謳歌（サキ）とふらの（ミルク）が現れた。

　いきなりな展開に、頭がついていかなかったが、そこへ更さらなる追い打ちが。

　ウインウインウイン！

　急にヒロイン達の頭上に、カラフルなオーロラのようなものが降り注いだ。

　こ、これはもしかして……

『修しゆ羅ら場ばバッドエンド』じゃないか？

　あまりに鈍にぶすぎて、誰からの思いにも気付かない命人に業ごうを煮にやしたヒロイン達が、一いつ斉せいにヤンデレ化。命人を○してしまうという、バッドエンドの中でもかなりダークな内容だ。

　ヒロイン達のイメージを壊こわしかねないエンドなので、宇宙からの唐突な精神操作電波によって、彼女達が正気を失い、欲よく望ぼうだけが暴走している、という設定の下に起こる、特とく殊しゆイベントとなっている。今のオーロラっぽいのは、おそらくその精神操作電波だろう。

　と、いう事は──

「奏……」

　不気味な感じで呟つぶやくヨウは、目の焦しよう点てんが全く合っていない。

「甘草君……」

「奏っち……」

　ふらの（ミルク）と謳歌（サキ）も正気を失ったような表情を見せている。

　で、でもおかしいぞ。本来ならばこれは、正ヒロインのノゾミ、サキ、ミルクの三人と命人の間で起こるイベントのはずだ。

　まあ、フラグが折れたノゾミが参加しないで、なりゆき上、ヨウが参加したのはまだ分からないでもない。

　だがこれは、片思いに気付かないという事が原因になっているイベントだ。いくらカタ女の設定を受けているとはいえ、このサキとミルクのベースは謳歌とふらのなんだから、俺に片思いしてるなんて事、ある訳が……

　そんな事を考えている内に、ふらの（ミルク）が目の前まで寄ってくる。

「甘草君……私がこれだけ想おもっているのに……あなたは……いつも……いつも……いつもっ！」

「え……ちょ……待っ……ぐええっ」

　そのまま首を絞しめてくるふらの（ミルク）。な、なんだこの力は……

　傍にいた謳歌（サキ）に助けを求めるが──

「げほっ……お、おい、見てないで……げほっ……助け──ぐええっ!?」

　なぜかみぞおちに思いっきりパンチを食くらわせてきた！

「奏っちの……奏っちの……にぶちんおたんこなすーっ！」

　そのまま、連続パンチを繰くり出してくる謳歌（サキ）。

「お、お前ら、やめっ……げほっ！……ぐえっ！……げほっ！……ぐえっ！」

　首絞めとみぞパンが情なさけ容よう赦しやなく続く……こ、このままじゃヤバい──

　が、真にヤバいのはここからだった。

「僕のものにならない奏なら……イラナイ！」

「ひ……ひいいっ！」

　手に包丁を持ったヨウが、よたりよたりと歩み寄ってきていた！

「お、お前ら、あれ見ろあれっ！　ヤバいから放せっ！」

　が、ふらの（ミルク）と謳歌（サキ）は俺を絞めるのと殴なぐるのに夢中でヨウに気がついていない。

「ぐえっ！……げほっ！……ショ、ショコラ助け──ってお前何やってんだ!?」

「奏さんの……おしりの穴……ひろげましょう」

　正気を失ったショコラ（パルフェ）が俺のケツを左右に引っ張っていた！　お前だけなんか方向性違ちがうだろ！

「かれきにはなをさかせましょう……おしりのあなをひろげましょう」

「意味わかんねえ!?」

「奏死ね」

「うおおっ!?」

　そうこうしている内に、ヨウが眼前まで迫せまっていた。

「ま、待て、待てっ！」

　俺の制止など全く耳に入っていない様子で、包丁を振ふりかざして腹の辺りに照準を合わせるヨウ。

「よ、よせええええっ!!」

　ヨウが、ぼそりと呟いた。

「中に……誰だれもいませんよ」

「お前ここでそのセリフは違うだろわああああああああああああああああああっ！」




「うわあああああああっ！」

　急速に、意識が覚かく醒せいする。

「ああああっ……って、え？　こ、ここは？……」

　顔を上げつつ辺りを見回すと、目に飛び込んで来たのは晴光学園、二年一組の教室。

「奏さん、だいじょーぶですか？」

「へ？　あ、ショ、ショコラか……」

　元の世界に……戻もどってきたのか？

「奏っち、机に突つっ伏ぷしてずっとうなされてたけど、だいじょーぶ？」

　謳歌も声をかけてくる。

「お前、謳歌……だよな」

「へ？　そーだよ？」

　きょとん、とした表情の謳歌。服装もいつも通りの赤いブレザーだし、サキのようなスケバンの恰かつ好こうはしていない。自分の腹もさすってみるが、当然、穴など開いていない。

「よ、よかったあ……」

　ほっと胸をなで下ろした所で、ふらのの声が。

「甘草君、どんなエロい夢を見ていたのかしら？　下半身からミルクが漏もれ出ていたわよ」

「お前はどこでも変わらねえな！」

「？　何を言っているのか分からないわね……それより甘草君、精神の方は本当に大だい丈じよう夫ぶかしら？　うなされ方が、引くほど気持ち悪かったんだけど」

　う……そんなレベルだったのか。まあ、ギャルゲーの世界に行っていたなんて話したら、さらにドン引きされるだろうし、悪い夢でも見てた事にした方がいいだろう。

「はは、実はお前らが俺に、片思いしてる夢見ててさ」

「「……え？」」

　謳歌とふらのの表情が固まる。

　あ……ヤ、ヤバい！　弾はずみで余計な事言ってしまった！

　でも、変に言い繕つくろうのもなんだし、ここは軽い感じで流しとこう。

「はは、笑っちゃうだろ？　そんな事、百パーセントありえないのにな」

「「……」」

　謳歌とふらのは、啞あ然ぜんとしたような表情になる……ふ、ふざけた感じで言ったのがまずかったか？

「そ、そんなに怒おこるなよ。そりゃ、どうやっても、何があっても、絶対に起こらないような事を言った俺が悪かったけど──」

「「…………」」

　あ、あれ？　なんかフォローすればする程ほど状じよう況きようが悪化してるような……

「甘草君……」

「ど、どうした、ふらぐえええっ！」

　思いっきり喉のどを突かれた！

「……馬ば鹿か」

　ふらのはそのまま、小声で何かを呟きながら、去っていってしまった。

「げほっ！　げほっ！……な、なんなんだよあいつは。謳歌、あいつちょっと酷ひどいよな。俺の言う事は聞かないだろうから、ちょっとお前から言ってやってぎゃああっ!?」

　いきなりつねられた！

「な、なんで？……」

「あ、ごめん……ついつねっちゃった……でも……でも……奏っちの馬鹿っ！」

　そのまま、ふらの同様、去っていってしまう。

「え？……え？」

　脳のう裏りにクエスチョンマークしか浮うかんでこない俺。

「ショ、ショコラ……あいつらなんであんなに怒ってるんだ？」

　そばにいたショコラに問いかけると、珍めずらしく、ちょっと呆あきれたような表情を見せた。

「……奏さんにおんなのこの相手はむりみたいですね……やっぱりもうホモのえじきになるしかないと思います」

「なぜに!?」

　……俺、なんか悪い事しただろうか？

「はあ……」

　あいつらがなんで機き嫌げんを損そこねてしまったのかは分からないが、そもそも、悪いのは絶対選せん択たく肢しだ。こいつのせいでギャルゲーの世界に飛ばされる事がなければ、こんな展開にはならなかっただろう。

　やはり、俺の人生を台無しにしているのはこの絶対選択肢だ。こいつさえさっさと脳内からいなくなれば──




【選べ　①股こ間かんのモノからちょっとだけ漏らす　②股間のモノがちょっとだけ小さくなる】




「くそおおおおおおおおっ!!」

　俺の股間と瞳ひとみから、それぞれ違ちがう液体がこぼれ落ちた。
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　ある高校の古ぼけた校舎の一角に、その会議室はあった。

　大して広くはない。どこにでもありそうな長いテーブルを三つほど密着させて並べ、周囲に配置されたパイプ椅い子すに十人ほどの生徒たちが座って、まだそこそこ隙すき間まはあるかという程度の部屋である。

　開け放たれた外窓からは、校舎のすぐそばに植えられた桜の木の突とつ端たんが覗のぞいており、この場所が二階以上の高みにあることを示していた。

　晩春の微び風ふうが青々とした桜の葉をそよがせ、ついでとばかりにテーブル上のプリント用紙にも影えい響きようを及およぼそうとした瞬しゆん間かん、副部長が白い手を伸のばしてそれを抑おさえ、十秒ほど続いていた沈ちん黙もくも破った。

「そろそろ意見は出つくしたのではないかしら」

　眼鏡めがねの薄うすいレンズを通し、彼女の視線はすぐ隣となりの席に向いていた。

　席の上座に副部長と並んで座っているのは部長である。彼もまた眼鏡の薄いレンズ越ごしに着席した全員を見回し、その全員が副部長と同意見であることを、部員たちの表情から読みとったのだろう、小さくうなずき、

「では、本日の議題はここまでとする」

　と、短く告げた。

　奇き妙みように張り詰つめていた空気が溶とけ、たちまちのうちに緩ゆるんでいった。

　ただし部長と副部長の表情だけは変わらない。いつものようにどこか憂うれいを帯びた無表情であり続け、それは書記の生徒が神速のキータッチで取っていた議事録をプリントアウトする間もそうだった。

　会議自体は別にどうということはない。放課後、この会議室に集合する彼らにとって、会議とは手段ではなく目的であったからである。しばしば会議とは、あってもなくてもいいようなものにわざわざ時間を割さいて集まる退たい屈くつな催もよおしを指すことで知られている。時には必要であっても決して不可欠ではない場合が多く、結果的に見て単なる時間の無む駄だに終わることも数知れない。そう考えた誰だれかが、面めん倒どうな会議を代わりにやってくれる集団の創設を思いつき、速すみやかに実行に移した。設立者の名前は伝わっていないが、何代も前の生徒会長だったとされている。こうして会議のためだけに会議をする部活が誕生し、時代を経へるにつれ、学内のみならず学外からも会議代行の要よう請せいが舞まい込むようになって、今も続いている。

　持ち込まれる様々な議題を厳正かつ粛しゆく々しゆくと会議検討した上で結論を出すことが、彼らに求められた仕事だった。

　故ゆえに、二人の男女が憂えているように見えるのは議事に起因するものではなく、ただ単にいつもこんな表情でいるのである。そのことを部員たちは皆みな知っていたので、気にせずめいめい談だん笑しようを始めた。

　会議室備え付けのプリンタが本日の会議の内容物をすっかり吐はき出し終え、万ばん事じにおいて如じよ才さいないことで知られる書記の生徒が書類を手て際ぎわよくまとめてテーブルに差し出すと、部長は面おも白しろくもなさそうな、かと言って人生を深く悔くいているわけでもないような無表情で、

「ご苦労」

　とだけ言い、席を立った。書記は微笑ほほえんで一礼すると自分の席に戻り、雑談中の部員たちの環わに加わる。

　部長にわずかに遅おくれて、無言のまま副部長も立ち上がった。

　二人の行動は部員たちには明白であり、そのため気にもとめない。これから部長と副部長は、今日の会議の議事録と称しようされる紙束を届けるために職員室へと赴おもむくのである。わずか十数ページの書類など一人の手で充じゆう分ぶんだろうし、そのような伝令兵のような役割なら自分たちの誰かにやらせたらよいと思っている部員がほとんどだが、部長と副部長が会議後ともに会議室と職員室の間を往復することは、いつのまにか日常風景となっていた。

　部員の中には、その二人にとって会議の内容は最高機密であり万一にも第三者に見られることがあってはいけないからだ、という説を述べる者がいた。会議と言いつつ、いつもどうでもいいことしか語っていないのであるからこの説は唱えた本人にとっても冗じよう談だんに過ぎない。

　また別の部員は、せめて書類を届けるくらいはしないと二人とも仕事をした気にならないからではないかと話した。部長も副部長も相当な無口であり、会議中はほとんど黙だまって聞いているだけだからである。だがこの意見は人気がなかった。部長及び副部長があえて口を挟はさまないのは自分たちに自由闊かつ達たつな意見の応おう酬しゆうを促うながすためであり、あの二人は聞き上手の技術を極きわめた、人の話を聞く達人の域に達しているのだ、それすなわち熟練の仕事であり、黙ってじっとしていることを苦にしない二人を指して無仕事であるとは決して言えない、とする見方が大勢を占しめていた。

　さらに別の部員は、あの二人はいつも行動を共にしているような気がする、もしかしたら我々が部長と副部長を区別しているだけで、本来二人は不可分な存在なのではないか、つまり我々の目に見える二人は実は二人ではなく同一のものであり、二人の男女生徒に見えるのは我々の目の錯さつ覚かくなのだ、というような趣しゆ旨しのことを言ったが途と中ちゆうから誰も聞いていなかった。

「でも、まあ」

　女子部員の一人が囁ささやいた。部長と副部長が会議室を出て行き、ちゃんとドアが閉められていることを確かく認にんしてから、

「あの二人、お似合いよね。本当に」

「そうだね」話し相手になっていた男子生徒が答えた。

「どっちも美男美女だし」

「あやかりたいね」

「落ち着いた雰ふん囲い気きがあるし」

「いい意味での似たもの同士だね」

「頭もいいし」

「二人で学年一位二位を争ってるくらいだしね」

「運動も得意だし」

「何で運動部にいないんだろうな」

「体育祭でリレーのアンカーやってた部長、格好良かったなあ」

「副部長の体操着姿には見とれたね」

「そうそうスタイルもいいし」

「少しは分けてもらえればいいのにな」

「何が？」

「いや何も」

「あと、二人とも眼鏡だし」

「それは関係ないと思うな」

　女子生徒は夢見るような口調で、

「いいよねぇ、顔も頭も雰囲気もよくて、おまけに部長と副部長で、そして、そんな二人が付きあっているなんて！」

「やっぱり付きあってるんだろうか？」

「どこからどう見ても理想的な組み合わせだわ」

「美しい数式の二つの解のようにね」

「あの二人が付きあっていないのだとしたら」

　女子生徒はますます熱っぽく、

「この世に恋こい人びとという概がい念ねんは存在しない、というのも同然よ！」

「何が同然なのかはよく解わからないけど、概おおむね理解できるね。状じよう況きよう証しよう拠こが多すぎるから」

　部員たちの多くがそう思っていた。会議室の住人でない他ほかの生徒たちも同じだろう。

　もちろん異なる感想の持ち主もいた。

　本当に二人は付きあっているのだろうか、もしかしたら違ちがうのかもしれない、いや、むしろ、全然付きあってなどいない。

　当事者たる部長と副部長は当然、答えを知っていた。

　そして事実として、二人は付きあってなどいなかった。










「まずいな」

　部長は廊ろう下かの壁かべを見つめながら呟つぶやいた。

「まずいわね」

　副部長が廊下の壁を見つめながら同意した。

　二人は会議室のドアを背にしている。退出してすぐ立ち止まり、今まで室内から漏もれ伝わる部員たちの会話に耳を澄すませていたのであった。なぜ二人はそのような不ぶ躾しつけとも言える真ま似ねをしていたのだろうか。

　部長は物音を立てないよう慎しん重ちように書類を握にぎり直すと、ゆっくりと歩き出した。

　そのすぐ横で副部長も歩調を合わせ、

「いつのまにか、わたしたちは付きあっていることになっているようね」

　その淡たん々たんとした台詞せりふに、

「そうらしいな」

　応じた部長の口調も淡々としている。

「誤解を解くべきだろう」

「どうやって？」

　副部長の台詞はどこまでも静せい穏おんな響ひびきを持っていた。

「それを今、考えているところだ」

　部長もまた呟くように言った。

　二人ともまったく目線を合わせようとせず、また表情一つ変えずに話しているので、一見すると二人で独り言を述べ合っているようにしか見えない。

「名案が浮うかぶといいのだけど」

「キミの方こそ、何かよいアイデアはないのか」

「考えてはみたわ。何も思い浮かばなかった」

　あっさりとした答えに部長は眉まゆ一つ動かさず、

「やはり、事実をありのままに告白すべきだろうか」

「あまり賛成できないわ」

　副部長は静かに反論する。

「もし面と向かって『二人は付きあっているんですか？』と聞かれたら即そく座ざに『いいえ』と答えるところよ。でも聞かれてもいないのに『みんな聞いてちょうだい。わたしたちは別に付きあっていたりしないわ』などと宣言すれば、どう思われるかしら」

「逆にあやしく思われるだろう」

「何より無様だわ。そんなこと」

　副部長の主張に、部長も静かにうなずいた。

「そんなことをするくらいなら、まだ誤解を受け続けているほうがマシかもしれない」

「だったら、自然に解けるのを待ちましょうか」

「俺はいつも自然にしていたつもりだ。だが、その結果が今のような状態ではないか？」

「わたしも自然に振ふる舞っていたわ。なぜ、わたしたちの間に恋れん愛あい感情が芽生えたことになっているのか、とても不思議よ」

「であれば、自然に任せるのは危険だと結論せざるをえない。先ほどの会話を聞くところによると、俺たちが自然にしているほど、なぜかお似合いの男女として認識されるようだからだ」

「では、何らかのアクションを起こすべきなの？　たとえば、会議中にとっくみあいのケンカをするとか」

「キミとつかみ合いをする動機に思い至らない。何を原因とすればいいんだ」

「いきなり始めてしまってはダメかしら？」

「痴ち情じようのもつれから発した痴ち話わゲンカ、と解かい釈しやくされてしまったらどうする」

「最悪ね」

　二人はしばらく、黙って歩き続けた。

　やがて、

「これならばどうだろう。お互たがい、目の届かないところで、お互いの悪口を言うんだ。そうすれば第三者を通じて俺たちの不仲が噂うわさとなって広がる」

「あなたはわたしのどんな悪口を言うつもりなの？」

「まったく思いつかないので困っている。キミの俺に対する悪口を参考にしたいほどだ」

「わたしも思いつかないわ。自分の悪口もあなたの悪口も。それに、わたしたちの間あいだ柄がらは並外れて良好とは呼べないけれども、不仲というわけでは全然ないもの」

「それもそうだな」

　部長は感情のこもらない声で同意し、視線を廊下の突つき当たりに向けたまま、

「そもそも、なぜこのような誤解が発生したのだろうな」

「不思議としか言いようがないわ」

　副部長の顔もまっすぐ前を向いていた。

「でも、思い当たるフシがないでもない。あなたにもあるでしょう」

「ああ。いくつかの偶ぐう然ぜんが不幸にも連れん鎖さ的に発生し、今のような状じよう況きようを生み出した」

　二人の歩調は同時に緩ゆるんだ。職員室に着くまでに状況を整理するつもりのようだ。

　部長は片手の指先を眼鏡めがねのフレームに触ふれた。

「一つはこれだろう」

「自分の目の悪さをこれほど嘆なげいたことはなかったわ」

　副部長は一度眼鏡をはずし、自分の顔の一部だったそれをしげしげと見つめ、次に細目で周囲を見回してから、再び装着した。

「考えられないほどの偶然ね」

　二人がかけている眼鏡のフレームは、まったくのお揃そろいと言ってよかった。

　サイズの違いこそあれ、同じメーカー、同じデザインの物である。若じやつ干かんそっけないシンプルなフレームだが、つるの部分に控ひかえめな意い匠しようが施ほどこされており、目立たないようにしつつも一種の独自性を主張していた。

　もちろん二人が示し合わせて同じにしたわけではない。単なる偶然である。

「まさか」と部長が嘆たん息そくするように、「俺がそろそろ眼鏡を新調しようとした日に、キミもまた同じことを考えるとはな」

「そして、わたしが気に入ったフレームをあなたもまた気に入るなんてね」

「何も同じ店に行くことはなかっただろうに」

「せめて、日にちがずれていたら、あなたと同じ物にすることはなかったわ」

「同じ日に同じ店てん舗ぽだ。まだしもこれで同じ時間だったなら、俺たちは出くわしていたに違いないから、揃いの物をあえて選せん択たくするなどという結果は存在しなかっただろう」

　部長は声に自じ嘲ちようの色をわずかににじませ、

「ペア眼鏡なんて悪あく趣しゆ味み極きわまる」

「それよりもデートで眼鏡ショップに行くカップルだ、と思われるほうが酷ひどいわ」

　副部長の声は悲ひ哀あいの色しき彩さいを帯びていた。

「これに比べたら、まだ同じ眼鏡をかけ続けている方が何倍もマシよ」

「できればすぐに眼鏡を買い換かえたいところだが、いかんせん金がない」

「わたしもよ」

　つかの間、沈ちん黙もくの帳とばりが降りた。互いの財さい布ふ事情を無言のうちに慮おもんぱかっているのかもしれない。黙もく然ぜんとゆっくり歩いている二人を、数名の生徒たちが追い越こしていった。その者たちは、意味ありげな目配せをして、なにやら微び笑しようを浮かべてさえいた。

　副部長がかろうじてそれと解る程度の溜ため息いきを漏らした。

「喫きつ茶さ店てんで部員たちと出くわしたのもよくなかったわ」

「ああ、あれか」

　先だってのことである。とある休日、部長と副部長はとある喫茶店で二人だけの会合を開いていた。そこで話し合われたことは多た岐きにわたったが、主となったのは会議室で終しゆう了りようし尽つくさなかった議題に関してであった。翌日以降の会議を円えん滑かつに進めるため、上層部たる二人で詰つめていたところ、その打ち合わせ現場である喫茶店に、たまたま偶然にも、他の部員たちが入ってきたのである。彼ら及び彼女たちは、しかつめらしく顔をつき合わせている部長と副部長に気づくと、

「あ。すみません」

「お邪じや魔ましました」

　と、口々に述べつつ、そのままＵターンをして出て行った。

「意味が解らないわ」

　副部長が疑問を口にした。

「なぜ、わたしたちが謝られないといけなかったの。確かに、あのまま隣となりのテーブルに着かれたら、わたしたちはもっと小声で話すことを強しいられたでしょうけど」

「打ち合わせ先に喫茶店を選んだのは失敗だった」

　部長は過あやまちを認め、

「もっと人目を忍しのぶべきだった。俺とキミ、いずれかの家なり部屋なりで会っていれば、後こう輩はいたちに目もく撃げき情報を与あたえずにすんだだろう」

「もし、あなたの家を選んでいたとして、わたしがあなたの家に出入りしているところを目撃されたらどうなっていたかしら」

「よくもまあ、そんな恐おそろしい想像ができるものだ」

　部長はそう真情を吐と露ろし、断言した。

「事態はより深刻化していただろう」

「まだ喫茶店でよかった、と考えて自分を慰なぐさめるほかに打つ手はなさそうね」

「完全に同意する」

　廊下の突き当たりまで来た。二人は階段を下り始めた。










「アレもよくなかったな」

「どのアレのことかしら」

「いつだったかの、会議終了後だ」

「ああ、アレのこと」

　この二人ではアレで通じるらしいが端たん的てきに説明すると、ある日の放課後、いつものように会議が終了し、他ほかの部員たちが会議室を辞して三々五々に帰宅の道を辿たどり始めた後も、二人はその場に残っていた。それ事態はさほど奇き異いでもない。仕事が長引くことはたまにある。

　希け有うな例だったのは、そのまま一時間あまりを二人は共にしていたことに加え、一つの会議室と二人の時間が共有されていたその現場に、何の用事があったのかは解わからない、ともかく約一時間後に一人の女子部員が舞まい戻もどってきたことである。彼女が見たものは、夕日に染まった会議室で、あたかも寄り添そうようにしている部長と副部長の姿であった。彼女はドアに手をかけたまま、丸く見開いた目を何度も瞬またたかせたのちに、なぜか頭を下げると身を翻ひるがえして立ち去った。その間、二人は無言であった。

「何を言えばよかったというの」

　副部長は無表情にうめいた。

「追いかけて口止めを迫せまったほうがよかったのかしら」

　それを受けて、部長は微び細さいに頭かぶりを振りつつ、

「俺がキミに頼たのまれていた本を貸していた、そのついでに雑談に興じていた、つい話に熱中してしまい時間の経過に無関心となっていた──と真実を語ったところで何になるのだろう。そうまでして口止めする理由が見当たらない」

「位置関係がよくなかったわ。わたしたちはもう少し距きよ離りを置いて座るべきだった」

「俺もそう思うが、いまさらどうしようもない。今後気をつけるしかあるまい」

「そうね」

　好こう奇き心しん旺おう盛せいな後輩たちに新たな目撃情報を与えるに至った経けい緯いを思い返していたのか、またもや二人は口を閉とざし、目的の階に達するまで黙だまっていた。

　階段の踊おどり場から、職員室への廊ろう下かが延びている。二人は歩き続けた。










「思ったのだが」

「なに」

「俺たちはよく休み時間に廊下で立ち話をしている気がする。それも原因の一つなのかもしれない」

「わたしとあなたは別のクラスなのだから、間の廊下で話すのが合理的でしょう」

　副部長は無表情のベールに不思議そうなという要素を加えて言った。「それに、」と続ける。

「教室よりも廊下のほうが雑然としているわ。人の目はともかく、耳を気にしないですむのは大きな利点よ」

「それもそうだな」

　部長は素す直なおに首しゆ肯こうし、次なる問題点を指し摘てきした。

「俺たちはよく物の貸し借りをする。それもまた原因かもしれない」

「ああ」

　副部長は心得たとばかりに吐と息いきを漏もらし、

「あなたが何を考えていたか解ったわ」

「何をだ」

「物の貸し借りもそうだけど、立ち話もできるだけ目立たないようにすべきだと言いたいのね」

「なるほど、俺はそんなことを考えていたのか」

　部長は大まじめな表情で顎あごを撫なでた。

「今後、立ち話はひとけのないどこかの準備室でするか」

「立ち話の場所については後で考こう慮りよしましょう。加えて、貸し借りする際の受け渡わたし場所に関しても」

「しかし、こっそり受け渡しをするのも変な話だ。俺たちは麻ま薬やくの密売人ではないのだから」

　どことなく憮ぶ然ぜんとした声だった。

　しばらくまたしてもの無言道中が始まった。しかし、それも職員室への道半ばに差し掛かかったあたりで、副部長が思い出したように、

「この前借りた本、もう少し借りていてもいいかしら」

「この前というと『九マイルは遠すぎる』か」

「ええ」

「そのまま進しん呈ていしてもいいくらいだ。どこまで読んだ？」

「最初の表題作だけ」

「俺もだ」

　ハリイ・ケメルマン著、『九マイルは遠すぎる』。ミステリ史上に燦さん然ぜんと輝かがやく傑けつ作さく短編として名高い。前述の二人が遅おそくまで会議室に残っていた理由はこの本の受け渡しと、そこから発した対話の延長によるものだった。

「キミが海外ミステリを読みたがるとは思わなかったから少々面めん食くらった。理由を聞いて納なつ得とくしたが」

「わたしは読んだこともない本を理由もなく読みたくなったりしないわ」

　副部長はどことなく気だるい雰ふん囲い気きを纏まとった無表情で、

「必ず返します」

「いつでもかまわない。積んでいる本が増える一方だ。一冊読んでいる間に買うべき本が二冊出てくる」

「一ページ一ページを舐なめるように読んでいるからでしょう」

「よく解るな。その通りだ」

「あなたらしいわ」

　目的地に着いた二人は足を止めた。副部長が職員室のドアをノックした。










　慇いん懃ぎんに一礼してから入室した二人は、鏡の前で練習したかのような厳げん粛しゆくたる面おも持もちで担当教師に本日の会議の終了を告げ、その議事録を手て渡わたすと即そく座ざに身を翻す。

　わずかな滞たい在ざい時間にもかかわらず、職員室にいる教師たちから例外なく向けられる視線は、二人にとってあまり心ここ地ちよいものではなかった。たとえ視線の数々に込められているものがどちらかというと暖かみがあり、悪意がまったくないどころか好意に満ちていたとしても、いや、だからこそ二人はいつも逃にげるように立ち去るのである。

　職員室のドアを閉めた副部長は、そのドアを見つめながら嘆たん息そくした。

「先生たちからも、わたしたちは変な目で見られているような気がする」

「気のせいであることを祈いのろう」

　部長もドアを見つめながら言った。気のせいでないことは二人ともすでに理解している。ただ淡あわい願望を口にしたに過ぎない。

　二人は元来た道を戻り始めた。

　歩くときは常に正面を向く。部長も副部長も視線を交かわそうとしない。互たがいの目に石化の魔ま力りよくが宿ると思っているかのごとしである。せめてもの配はい慮りよと言うべきか。

　顔を合わせて会話などしているところを見られたら、ただでさえ深まっている誤解をさらなる深しん淵えんに追い込むことになる、そう案じてのことらしかったが、案じるポイントがどこかずれている。

「注意してくれないかしら」

「何をだ」

「わたしたちが交際している、ことについて」

「してもいないことに注意を受ける筋合いはない」

「弁明ができるわ。わたしたちの潔白を証明する手段が生まれる。そうすれば事実をありのままに証言できるでしょう」

「それもそうだが、何か釈しやく然ぜんとしないな」

　優等生という名の鋳い型がたにはめて取り出したかのような二人は教師受けがすこぶる良かった。この二人ならば問題は起こすまい、むしろ理想的な異性交遊を育はぐくんでくれるだろう、それをもって他生徒たちの手本とすべきである──と思われているのではないかという懸け念ねんは、長らく二人が共有する感覚である。そして残念ながら事実でもあった。まさしく教師たちはそのように二人を見ていた。

　副部長は思いつきを膨ふくらませるように、

「先生なら生徒の不純異性交遊を咎とがめる義務があるでしょう」

「確かに俺たちは異性だが、不純な交遊関係を持っている事実はない」

「不純であることを装ってみるというのはどうかしら」

「なるほど」

　部長はもっともらしくうなずいた。

「誰だれから見ても不純であるならば、さすがに注意を受けることができるな」

　だが数歩も進まないうちに、

「いや、ダメだな」

　冷然と頭を振ふり、

「たとえ偽いつわりであろうと、俺は人前で不純を為なすことなどできない」

「わたしもよ」

「だいたいにおいて、不純な交遊とはどういうものを指しているんだ？」

「わからないわ」

「不純同性交遊ならいいのか？」

「わからないわ」

「ならば、その案は捨て去るべきだろう」

「そうするわ」

　顔色一つ変えないやり取りが一段落し、二人は沈ちん黙もくを保って歩き続ける。歩調は往路より緩ゆるくなっていた。それはまるで二人が共にいる時間を延長したいがためのように見えるのだが、そしてこんなところが誤解を生む要因なのだが、とにかく二人ともそれに気づいてはいないようだ。

　しばらくして副部長が呟つぶやいた。

「とても困るわ」

　どこから続いているのか解わからないが、話の続きらしい。しかし部長には理解できたようで、

「そうだな」

　普ふ通つうに相づちを打ち、

「非常に困ったことだ」

　どうということもなさそうな口ぶりだったが、この時、彼らは本当に困こん惑わくし切っていた。

　それは何なに故ゆえか、という問いの答えは簡単だ。

　なぜならば、二人とも他ほかに意中の人がいるからである。

　その意中の人にも誤解されているであろうという確信に近い思いが、二人に無常感を与あたえ続けている主な原因だった。

「俺よりキミのほうが事態は深刻だ。俺と違ちがってキミは教師たちの勘かん違ちがいを正すことにも気を回さないといけない」

「ええ」

　なぜならば、副部長の片思いの相手は、この学校の数学教師だったからである。

「女子生徒が独身の若い教師を恋れん慕ぼする気持ちは何となく解る」

　部長はそうコメントし、付け加えて、

「だが、キミにしては何となく凡ぼん庸ような恋れん愛あい感情だとも感じる」

「大きなお世話よ」

　副部長は抑よく揚ようのない口調で答え、次にやや恨うらみがましく、

「そうね。あなたが好きなのは、後こう輩はいの女子部員だものね」

　小鳥同士の会話のような囁ささやき声で言った。

「その点、あなたはまだ気楽でよいわ」

「身近にいる分、気を楽に保つのにも苦労するんだ」

　部長は諭さとすように、

「会議の間、ずっと彼女の視線が気になっている」

「そんな風には見えなかったわ」

「顔に表れないよう、努力しているだけだ」

「器用ね」

「皮肉か」

「本心よ」

「ありがとう」

　灼しやく熱ねつの砂さ漠ばくで打ち水をしているかのごとき会話であり、本人たちも互いの言葉の虚むなしさに気づいたのか、二人は黙だまり込み、やがて階段の踊おどり場に着いた。一段目に向けて脚あしを上げる。










　数段ほど進んだあたりで、

「思えば、それが事態の始まりだったな」

「それとは何かしら」

「キミから受けた恋愛相談だ」

「ああ、それね」

　それだけで副部長は察したようで、わずかに遠い目をした。

「そうね。その通りかもしれない」

　今から遡さかのぼること、およそ半年前のことになる。ある日、副部長は部長に密ひそかに依い頼らいした。会議後、しばらく残ってくれるように、と。

　二人が会議室に居残ることはそれまでもあったが、明確な意志のもと、ただ二人きりになりたいと要望しての状じよう況きようはそれが最初だった。

「しかたがないわ。わたしには親しい異性があなたしかいないから」

　依頼内容は限りなく秘ひめやかな小声によって伝えられ、他者の耳には決して届かないようにとの細心の注意が払はらわれた結果、部長のすぐ耳元で発せられた。秘ひ密みつ裏りに事を進めたいと考えた副部長の配慮だった。

「そこまで配慮するのなら、時と場所にも注意を払って欲しかった」

　部長はその時と同様、落ち着いた顔で、

「何も会議中に耳打ちしてくることもあるまい」

「ふっ、と思いついたものだから」

　副部長は少しばかりの反省のそぶりを見せ、

「その思いを一刻も早くあなたに伝えてしまいたかった。でないと会議に集中できそうになかったから。そして何と言っても、あなたはわたしのすぐそばにいた」

　部員たちが見た光景。それは会議の最中、副部長がいきなり部長に顔を近づけると何事かを押し殺した声で囁き、ツーテンポほど間があったのち部長が「わかった」とうなずく姿だった。

　議題の進行上、まったく必要のないやり取りであったため、いったい部長は何が解ったのか、副部長はどのような趣しゆ旨しのことを言ったのか、部員たちの多くは一いつ斉せいに怪け訝げんな表情を浮うかべる始末となり、特に発言中だった部員は自分の言葉に何らかの不適切な語句があったのかと言葉を途と切ぎれさせたが、部長と副部長は黙もくしたまま何も言わず、それどころか発言の続きをじっと待っている体ていであったため、十数秒ほどしてから再開させた。

　部員たちにとってこの時の二人の行こう為いは未いまだに謎なぞとして重く受け止められている。

「解き明かされるくらいなら謎のままでいい」

　部長は率そつ直ちよくに胸中を明かした。

「もっとも、内密にしている意味もないが」

「いまさら説明する必要は、もっとないわね」

「おかげで教訓を得ることができた」

「どんな？」

「耳じ目もくの集まる場所で内ない緒しよ話はすべきではない」

「内緒話をどうどうとする趣しゆ味みはわたしにはないわ」

「筆談でもよかったんじゃないか？」

「文章で自分の意志を伝えるのは苦手よ。まして、あなたが相手なら。書いて手て渡わたすより直接話したほうがはるかに早いわ」

「同意しよう。俺もキミとは気安く会話できる。確かに文章に頼たよる必要はなかった。むしろ情報の伝達に遅ち滞たいが生じるだけで益えきはない」

「賛同を得ることができて嬉うれしいわ」

　二人は同じ速度で階段を上り続ける。

　部長は真正面を向いたまま、

「相談を受けた身なのに、こちらからも相談をする形になってしまってすまないな」

「かまわないわ。立場が同じになってわたしもほっとしたから」

　副部長も真正面を向いたまま、

「あなたの好みのタイプがあの子だったのは意外だったけど」

「どう意外だったんだ？」

　心外そうでもなく部長は問いかけた。純じゆん粋すいに疑問に思ったのだろう。

「そうね……」

　副部長は言葉を選ぶようにして、

「あなたが可愛かわいらしい後輩の女の子を好きになる感覚の持ち主だったことに意表を突つかれたんだと思うわ」

「ほう」

　部長は今日初めて口調に感情をにじませた。

「それは、先ほど俺が言った、教師に惚ほれるなど凡庸だということに対する返礼か？」

「まさか」

　副部長は微かすかに肩かたをすくめ、斜ななめ上方に視線を向けて、

「わたしはそんな回りくどい言い方はしません」

「それもそうか」

　これを機に、またしても短い沈黙が始まった。

　二人にとって、このような無言の時間は、あまりにもいつものことすぎて慣れの極きよく致ちに達しており、もはや沈黙自体が会話の一部と化しているようだった。少なくとも周囲からはすでにそのように認にん知ちされている。

「しかし」

　部長の呟き声がぽとりと落とされた。

「自分で言うのもなんだが、俺たちは恋愛の相談相手としてはどちらもふさわしくないな」

「そうね。わたしは今まで誰だれとも付きあったことがないわ」

「俺もだ」

「今まで誰かを好きになったこともなかったような気もするわ」

「俺もそんな気がする」

「その意味では、わたしたちは似たもの同士なのかもしれないわね」

「眼鏡めがねの趣味は違っていたほうがよかったな」

「その件に関しては心から同意するわ」

　副部長はありし日の遠い思い出を追つい慕ぼしているような目をして言った。部長も同じ目をしていた。眼鏡ショップのショーケースを幻げん視ししたのかもしれない。

　二人が余人の耳の存在を気にしており、そして気にし過ぎのあまり行動が不ふ審しんなものとなっていて、にもかかわらず人目に関しては堂々と振ふる舞まうことで逆隠いん蔽ぺいを図り、加えて二人の間でどんなやり取りがおこなわれているのか本人たち以外の誰にも解わからず、もちろん自発的に明かすわけもなく、またあえて誰も聞こうとせず、ついでのように降ってわいた偶ぐう然ぜんの積み重ねのおかげもあって、さらなる誤解を生む土ど壌じようを育はぐくみ続けているという状況が、ことほど左様なる二人の現在進行形である。

「可能な限り迅じん速そくに何とかしなくてはならないわね」

「早ければ早いほどいい。気がついたらこのまま卒業式で後輩たちに送辞を読まれていた、というような事態は断じて避さけねばならない」

　部長は遥はるかな未来に思いを馳はせているような目をして言った。副部長も同じ目をしていた。同じ未来が見えたのかもしれない。

　階段が尽つきた。二組の脚は会議室のフロアに至り、残された距きよ離りは通路一つ分だけとなっていた。










　しばらく静かに黙って歩いていたが、この二人の間に生じる突とつ然ぜんの沈ちん黙もくは、発生同様いつも突然破られることになっている。だが、この時ばかりは不意打ちを狙ねらったのかもしれない。

　廊ろう下かを歩きながら部長が発言した。

「彼のどんなところに惹ひかれたんだ？」

　その質問に副部長は、瞬しゆん間かん、視線を宙に舞わせた後、

「顔」

　言った直後に後こう悔かいしたような表情を浮かべた。今度は部長の視線が宙をさまよった。

「身も蓋ふたもない理由だな」

「もちろん、それだけではないわ」

「無論、そうだろうとも」

「具体的には──」

　副部長は素す早ばやく言葉を挟はさみ、

「どこか影かげのあるところ──とか、かしら」

　そして、言ったものの、という顔つきになった。

　部長がその数学教師の姿を脳のう裏りで再生しているような間を置いているのを見て取り、

「どことなく哀あい愁しゆうを感じるの。先生はたいてい、何となく苦み走った顔でいるでしょう」

「キミにしては抽ちゆう象しよう的な言い回しだ」

「何か問題があるかしら」

「いや。ない」

　部長はうなずき、

「二十代後半の数学教師、長身瘦そう軀く、独身、学生時代は陸上部に属しており、その経験を買われてこの高校では陸上部の顧こ問もんを務めている。趣味はジョギングと読書。最近はロードバイクに興味を持つが、目当てのフレームが高くて手を出せないでいる。現在、交際相手はいない模様。過去の女性遍へん歴れきに関してはノーコメントを通す──と、具体的に言ったところで結果は変わらないな」

「さすがに詳くわしいわね」

「直じかに訊ききに行ったからな」

　部長は当時を回かい顧こするような目つきとなり、

「キミがそうしろと命じたんだ」

「お願いしたのよ」

「そういうことにしておこう。いずれにせよ、」

　と、部長はさりげなく深入りを避け、

「別にどうということはなかった。彼は俺の叔お父じでもあるからな」

「聞いたときは驚おどろいたわ」

「驚いたふうには見えなかったが」

「絶句していたのよ」

「喧けん伝でんする必要性もなかったしな。それに、校内に身内がいるということを第三者に知られるのは、隠かくしているわけではないが、感覚的に落ち着かないものだ。俺も、叔父も」

「わたしは胸のつかえが取れたような気がしたわ」

　副部長は視線を前方に固定したまま、

「あなたと彼とはどこか似ている。ずっとそう思っていたわ」

「血けつ縁えん関係にあるのだから、顔かたちが多少似るのは当然だ」

「顔だけじゃないわ。雰ふん囲い気きとかも」

「自分では解らないな。どういうところだ」

「わたしの抽象的な言い回しに何を期待するの？」

「すまなかった」

「許します」

　会議室へと向かう二人の足取りは、まるで事象の地平面へと直進する光の速度にも似ている。

　言い繕つくろう必要を感じたのだろうか。

「似ていないところもあるわ」

「どこだ」

「冗じよう談だんを言うところ」

　部長は副部長の意図をつかみかねるような顔をした。黙だまって続きを促うながす。

「授業中、先生はたまに話を脱だつ線せんさせるでしょう。アドリブというより、あらかじめここでその話をしようと決めていたような雑談よ」

「教科書のすみに事前にメモしておいたような、小ネタの披ひ露ろうのことか。生徒の笑いを誘さそおうとしているのだろうが……」

　濁にごし気味の語ご尾びに対し、

「そうね。あまり効果的でない場合が多いのは認めるわ」

　副部長は少しだけ視線を逸そらし、

「でも、冗談を言おうと努力する姿勢は、あなたにはないものよ」

「心外だな」

　部長は珍めずらしく眉まゆを寄せた。

「俺だってそのくらい言うぞ」

「あら、そうなの」

　副部長もその細い眉をひそめた。本心からの口調で、

「未いまだかつて、あなたの口から冗談が飛び出た瞬間に立ち会った機会はないと思うわ」

「冗談の一つや二つは俺でも言うし言った。キミも聞いたことがあるはずだ」

「気づかなかったわ。いつ言ったの」

「三日前の会議中にだ」

「本当に気づかなかったわ。どのような冗談だったの？」

「それは……」

　部長は説明しようとして、

「いや、いい」

　止とめた。伝わらなかったジョークの解説ほど寒々しいものはない。それは数多くの先達による敗北とともに人類史に刻まれ続けた事実であろう。

　副部長は記き憶おくを探さぐるように額に白くたおやかな指を当て、

「ちょっと待って。ひょっとしたらあの時のあなたの……」

「それはともかく」

　部長は話を変えることを急務と思ったようで、

「例の『九マイルは遠すぎる』は、彼の授業中の無む駄だ話に出たタイトルだそうだな」

「ええ。それで興味を持ったから」

　副部長は慈じ悲ひ深さを感じさせるうなずきを返し、

「同時にタイトルにも惹かれたわ。直ちよく截せつ的かつ散文的なタイトルでいて、でも、どこか詩的に感じられるでしょう？」

「原題はもっと直截的だ。『ザ・ナイン・マイル・ウォーク』という。九マイル歩きだな」

「邦ほう題だいのほうがいいわね」

「俺もそう思う」

「先生はメートル法とマイル法のそれぞれの違ちがいや十進法と十六進法を併へい用ようすることのメリットデメリットを数学的に考察する、というお話の前振りとして本のタイトルを使っただけだったから、推理小説だとは知らなかったわ」

「あまり受けなかったと見えて、俺のクラスの授業では彼はその話をしなかった」

「受けなかったときにたまに見せる、少し自じ嘲ちよう気味な微び笑しようがたまらないの」

　副部長は顔色を色しき彩さいメーターで測らなければ判別できないほどわずかに紅潮させ、

「板書の続きに戻もどる際の振り向むきざま、その一いつ瞬しゆんにしか見えない、あの表情がいいのよ」

「そうか」

「きゅんきゅんくるわ」

「そうか」

　としか、返しようがあるはずもなく。

「あなたこそ」

　茫ぼう洋ようとした受け答えの部長を見る副部長の視線は少々鋭えい利りだった。

「あの子のどこがいいのか答えられるの」

「難問だな」

　部長は顔を天空に向けた。視線は天てん井じように跳はね返され、虚むなしさを増して彼の下もとに帰き還かんする。その虚しさを表現するかのように部長は声を一層秘ひめやかなものとして、

「どこか神秘的なところだ」

　副部長の反応を待たず、

「明確にどことは言いづらい。彼女を眺ながめていると奇き妙みような気分に襲おそわれる。陽よう光こうに包まれて互たがいに互いを枕まくらにして眠ねむっている数すう匹ひきの猫ねこたちを至近距離で見ている気分、と言えば近いかもしれない」

「情景は浮うかんでくるけど、かえって解わかりにくくなる直ちよく喩ゆじゃないかしら。でも、あの子に猫的な雰囲気があることは確かね。しかも、とびきり気立てがよくて気品があって、とても頭のいい猫のような」

「あるいは、巣作りから見守っていたツバメの雛ひなが孵ふ化かから一羽わも欠けることなく無事に巣立っていくのを見届け、その後に親鳥も含ふくめて誰だれもいなくなった軒のき先さきの巣を見上げているような気分、とも言える」

「あの子の佇まいにツバメのようなしなやかさがあるのも確かだけど」

　副部長は冷れい徹てつに、

「ようするに、あなたがあの子から受ける印象は小動物の雰囲気なのね」

「どうやらそうらしい」

「もっと端たん的てきに言えないの」

「口数が少なく、おとなしい感じがいい」

「そうね。会議中もほとんど口を開かないわ」

「表情があまり変化しない。常に冷静でいる姿が好ましい」

「そうね。あの子が感情を露あらわにしているところを見たことがないわ」

「会議中、たまに酷ひどくぼうっとしているように見えることがある。心ここにあらずという風に」

「それは、あの子に限ったことではないのではないかしら」

「だが、彼女はそう見えるだけで、ちゃんと話を聞いているんだ。そんな状態のときに話しかけても的確な答えを返してくる」

　部長はその姿を思い起こすように、

「そんなとらえどころのなさがいいのかもしれないな。表情だけでは何を考えているのかが解らない。そのギャップがいい」

　ふと、副部長は黙った。部長は続ける。

「控ひかえめな雰囲気を纏まといつつ、実は鋭えい敏びん。まるで集団に埋まい没ぼつすることで己おのれの個を隠そうとしているかのようだ。目立つことが好きではないのだろう」

　副部長は無言である。部長はなおも、

「自分から考えを発はつ露ろすることはめったにないが、こちらから何かを言えば確実なリアクションを得られる。言葉数は決して多くない。しかし、打てば必ず響ひびくものがあるんだ」

　副部長の沈ちん黙もくは続く。

「見た目は非常に理知的だが、見かけからでは解らない内面を持っていると想像する。ひょっとしたら意外に凡ぼん庸ようなものなのかもしれない。だが、それならそれで好ましく思うだろう」

　会議室はもう、すぐそこにある。手を伸のばせば届きそうなほどに。

「試ためしに訊きいてみるわ」

　副部長が重たげに口を開いた。

「あなたがわたしに対して持つ印象を生物にたとえて表現するとどうなるの？」

「そっちのほうが難問かもしれないな」

　部長は沈ちん思し黙もつ考こうの構えを見せた。副部長は待ち続けた。

　やがて、

「春の到とう来らいが間近であることを悟さとった晩冬の猫が仲間の猫にそのことを告げるも、教えられなくても知っていたその猫はあくび混じりににゃあと鳴く。そんな二匹のやり取りを目にした瞬しゆん間かんのような感じと言うか。あるいは新緑を背景に急降下してきたツバメが空中でターンして──」

「できれば」副部長が遮さえぎった。「猫とツバメ以外でお願いするわ」

　短い沈黙の後、部長は不可解そうに、

「だが、なぜそんなことを訊く？」

「笑わないと約束してくれたら言うわ」

「しよう」

「あなたはあの子の特とく徴ちようと印象について述べてくれたけど」

　副部長は顔から一いつ切さいの表情を捨てて言った。

「それはまるで、わたしについて言われているようだ、と思ったのよ」

　果たして部長は笑わなかった。しばし考え込み、

「それもそうだな。言葉にしてみると、彼女の特徴はキミのものとほぼ一いつ致ちする気がする」

「あの子は眼鏡めがねじゃないわよ」

「それは大した問題ではない」

　部長は数え始めた。

「物静かで落ち着きがある。内面を読みとりにくい。話を聞いていないようで聞いている。理知的であり、控えめでもあり、鋭するどくもある。よくよく話し込んでみると外面との意外なギャップに気づかされる」

「最後のセンテンスがあの子に当てはまるかどうかは解らないでしょう」

「待てよ」

　部長は新たな発見をした。

「そして、キミから見ると俺と叔お父じはよく似ているらしい」

「確かにわたしはそう言ったわね」

　沈黙は長く続かない。二人の足が止まり、出発地点に戻ってきたことを告げた。残された距きよ離りは、もうない。

　会議室の扉とびらを見つめながら、部長が言う。

「この際、我々が本当に付きあってしまえばいいのかもしれないな」

　副部長も会議室の扉を見つめていた。

「少なくとも説明する手間は省けるでしょうね。わたしたちが付きあっていないと思っているのは、どうやらわたしたちだけのようだから」

「では、そうするか？」

　副部長は部長の顔を見上げた。二人の視線がこの日初めて交差した。直視し合う互いの瞳ひとみの奥に、二人は何を見いだしたのだろう。

「悪くない意見かもしれないわね。でも」

　言いながら、副部長は微笑んだ。

「その結論に至るには、職員室への往復では短すぎると思うわ」

　何かをやり遂とげたかのような、実に満足そうな笑え顔がおだった。

　部長は虚きよを突つかれたような表情を浮かべたが、すぐにその言葉と笑みの意味するところを理解したらしい。

「それもそうだな」

　部長も微笑んだ。滅めつ多たにユーモアじみたことを言わない副部長の珍めずらしいジョークに対する、それは苦く笑しようであっただろう。










　不意に扉が開いた。

「あ」

　と、言葉にならない声を漏もらした主は、一人の男子部員だった。

　鞄かばんを肩かたにかけ、下校しようとする意図のもと、会議室から出るために扉を開いた行こう為いに責められる点は何一つとしてない。

　彼、及および、その時点で室内に残っていた部員たちが目にしたもの。

　それは、二人佇たたずんで互いに見つめ合い、微笑み合っている部長と副部長の姿であった。

　すべての雑談が中止され、すべての視線が戸口に集中する。

　まるで時間が停止したかのような静せい寂じやくの後、

「すみません」

　頭を下げ、男子部員はその場を一歩も動くことなく、ただ静かに扉を閉めた。

　帰宅の道を閉とざされた彼は、仕方なく席に戻ろうとして、自分を注視する部員たちに気づくと呟つぶやいた。

「なぜ僕が謝らなくてはならなかったんだろう？」

　その疑問への解答は未いまだ得ることができていない。

　廊ろう下かに取り残された部長と副部長の間に、長い長い沈黙が横たわった。

　二人は会議室の扉に顔を向けていたが、その視線は、扉はおろか会議室を通り越こして遥はるか遠くの景色を見ているとしか思えないものであった。

　何十秒後か、あるいは何分後か、

「なぜかしら。なんだか今、とっても消え失うせてしまいたい気分だわ」

　副部長がミュートすれすれの声で囁ささやき、

「俺もだ」

　部長も同様の音量で応こたえた。

　静まりかえった会議室の扉をどちらが開くのか、二人は無言のうちに譲ゆずり合って立ち尽つくし、再び内側から開こうとする勇者が出ることを待ち続けた。
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　翌日の放課後、いつものように淡たん々たんと議事を進行する部長と副部長の姿があった。

　その後の二人がどのようになったのか、これ以上の文字を費ついやす必要はないように思われる。

　ただ、内ない緒しよ話をするための場所探しに困ることはなくなった、とのことである。
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